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第１章　異世界サーマル







「ふぁぁぁぁ～～腹減ったな。母さんおはよう、朝メシちょうだい」

　俺おれは朝起きると、キッチンに立っている母さんの所に行き朝飯を要求した。

　母さんは寝ねぼけてるんだか素なのか分からない、ふわ～っとした感じで俺を見る。

「あらぁ蓮れんちゃん、いつもより遅おそくない？　学校大だい丈じよう夫ぶなのぉ？」

「大丈夫大丈夫！　今日から夏休みだから！」

　そう、ギルド対たい抗こうミッションから暫しばらくが経たち、もう一回期末のテストがあって、今日からは夏休みなのだ。

「今日も元気ねぇ。夏休みの予定はどうするのぉ？　蓮ちゃん」

「決まってる――時間に縛しばられずに思いっきりゲームするんだ！」

　夏休みの間は勿もち論ろんだが授業は無い。

　が、ＵＷアンリミテツド・ワールド自体へのログインは可能だ。

　しかも普ふ段だんの強制ログアウト時間も無く、24時間開放というお祭り状態である。

　これはやりまくるしかない！　やってみたかった検証をみっちりやる時間も取れる。

　普段の朝六時から夜十時までというログイン時間制限下では、どうしても攻こう略りやくとかレベル上げが優先になって検証がおろそかになりがちだからな。

　やりたい検証の項こう目もくが溜たまっているのだ！

「あははは。いつも通りって事ねぇ。で、朝ごはん昨日の残ったカレーでいい？」

「夏休み限定のイベントとかもあってさ。だからやるしかない！　カレーよろしく！」

　夏休み期間限定のイベントもいろいろあるそうで、検証厨でなくとも色々やる事はあるだろう。

　朝飯を食ったら早さつ速そくログインして、あきらと待ち合わせの約束をしている。

　あきらのやりたい夏休みイベントか、俺のやりたい検証か――まずはその優先権を決定することになるだろう。

　また訓練所でのデュエルで決着をつけるか……

　俺は母さんが出だしてくれたカレーを食べつつ、そんな事を考えていた。

　何気なくテレビをつけると、ニュースの時間だった。




『経済産業大臣の青あお柳やぎ氏が視察中に車両事故に巻き込まれ、足の骨を折る重傷です』




　そんなアナウンスが聞こえた。

「ん!?　あきらのおじいちゃんじゃねーかこれ！」

　そうなんだよ、最近内閣改造だとかであきらのおじいちゃんが大臣になってたんだよ。

　政治家やってるって聞いてたけど、そこまで偉えらいレベルだとは――

　何気なくニュース見たらいきなり青柳って名前が出て来て、もしやと思って聞いてみたらそうだったんだよな。

　しかし大丈夫なのか――？　後であきらに聞いてみようか。

　少し遅い朝食を終えた俺は、速そつ攻こうでＵＷアンリミテツド・ワールドにログインした。

　時間は待ち合わせの11時ぴったりだ。

　俺がギルドハウスの居間にログインすると、既すでにあきらがログインして待ってくれていた。

　置いてあるソファーに座すわり、リューを抱だっこして遊んでいるようだった。

「おっすあきら！　リュー！」

「あ、蓮くんおはよ～！」

「きゅ～れんおはよ～」

　リューもだんだん言葉が上手うまくなって行くな。

　大人の竜になったら口調も大人になるんだろうか。

「なああきら、ニュースで見たけどおじいちゃん大丈夫か？」

「あーうん。その事なんだけど――ごめん！　おじいちゃん、命に別状とかはないけど入院になっちゃって――今日は一日わたしが付つき添そいに行く事になったの。お父さん達たちが家にいないから……だからすぐ帰らなきゃ――」

「あ、そうなのか。そりゃあ大変だな、早く行ってやれよ」

「うん。ごめんね、せっかく約束してたのに」

「いやいや、仕方ねえよ緊きん急きゆうの事だしな。でもわざわざ待ってなくても、メッセージなり送っといてくれりゃよかったのに――」

「んー……明日からはまた別の家の用事で、何日か来れないしね。今のうちに蓮くんの顔見とこうかな～って」

「いつも見てるだろ？」

「うん。逆にいつも見てるから、しばらく見ないと落ち着かなくなりそうかなって」

「そういうもんなのか――？」

「そうだよ。蓮くんも今のうちにわたしの顔よく見とかないと、暫く見れないからね～。見るなら今のうちだよ～？」

　つんつん、とほっぺたを突つっつかれる。あきらが俺をからかう時にやるやつだ。

「やめろっての。ふっ、じゃあ見させてもらおうか――！」

　言って俺は、あきらのソードダンサー衣装の胸むな元もとをガン見した！

　相変わらず素す晴ばらしい仕上がり具合だ――でかいし白くてきれいだ。

「ちょ……も、もう！　そっちの事じゃないよおぉっ！　うううう……恥はずかしいんだから――！」

「よし、めっちゃ見といたぞ！　大丈夫だ！」

「も～！　ホントにわたし以外の人にこんな事したらダメだからね、ホントに捕つかまるよ？　いい？」

「ああ、分かってるぜ！」

「ホントかなぁ……まあ、じゃあわたしもう行くね？」

「ああ、しっかりおじいちゃんのこと見ててやれよ」

「うん分かった。じゃあまたね～！　蓮くん！」

「おう、またな！」

　笑え顔がおで手を振ふるあきらの姿が、半はん透とう明めいになって消えて行く。

　ログアウトして行ったのだ。

　さて、残されたのは俺とリューの一人と一匹ぴきだけだ。

　前まえ田ださんも矢や野のさんも用事あるって言ってたからなあ。

「さてどうするかなあ。予定が無くなっちまったな――」

　検証しようにも、あきらの手も欲ほしかったからな……

　ならちょっと、一人で夏休みイベントを見てみるか――？

　ああそれに、紋もん章しよう術師用の新魔ま法ほうがつい最近アップデートで追加されたんだよな。

　まだ取ってないし、それを取りに行くか？　新魔法とかワクワクするしな。

　紋章術師はボンクラーズの王だけに、使い勝手微び妙みような魔法かも知れないが――

　だが自分のジョブのものである以上、取らないわけには行くまい！

「ようし……たまにはソロで魔法取りにでも行きますか――！　行こうぜ、リュー！」

「きゅ～おでかけおでかけ～！」

　俺はリューを肩かたに乗せて、ギルドハウスを出た。

　さて話題の紋章術師用の新魔法だが、入手方法は既に判明している。

　この浮ふ遊ゆう都市ティルーナの商店街で行われているクジ引きだ。

　その景品に、新魔法のスクロールが追加されているそうな。

　クジ引きの券は、浮遊都市ティルーナ内のショップで何か物を買った時に貰もらえる。

　ただし、プレイヤーの店であるギルドショップではなく、ＮＰＣが経営しているいわゆる普ふ通つうのショップが対象だ。

　品しな揃ぞろえも多少の入いれ替かわりはあるが、それほどレアなものがあるわけではなく――

　正直、ある程度のレベルになって来ると利用しなくなり、ギルドショップでの取引メインになって行くようなものだ。

　品切れが無いので合成などの素材を調達するにはいいが、レアなものは置いていない。

　なので、基本的な素材が大量に欲しい場合に大人買いしに行くくらいか。

　ギルドショップで買った方が安くつくことが多いので、手間を惜おしまないならば複数のショップを回って調達した方がいい。

　クジ引き目当てなら、普通のショップにせざるを得ないが。

　しかし今、俺はそんなに金を持っているわけではない。

　ショップで大人買いしていると、すぐに尽つきるだろう。

　そんなあなたにオススメなのが、クジ引き券を報ほう酬しゆうとして貰えるクエストである。

　浮遊都市ティルーナにいる幼女ＮＰＣのミーナちゃんが、おつかいの途と中ちゆうに落としてしまった品物を探して渡わたしてあげるという趣しゆ旨しのものだ。

　俺は早速ミーナちゃんに会いに行った。

「あのねあのね。ママに『高級スライムゼリー』を三つ頼たのまれてたんだけど、落としちゃったの！　このままじゃ怒おこられるよぅ～」

「よし分かった、俺が探してくるからな！」

「本当、お兄ちゃんありがと～」

　ピロン。とシステム通知音。そしてメッセージも表示された。




　クエスト『ミーナちゃんの落とし物』が発生しました！




【クエスト概がい要よう】


　　ミーナちゃんがママに頼まれたおつかいの途中で買った物を落としてしまった。

　　何とか同じものを入手して、ミーナちゃんを助けてあげよう。






　うむ。クエスト発生したぞ。

　このクエストは繰くり返かえしＯＫ系だが、毎回指定されるアイテムが違ちがう。

　指定されたものを届けてあげればクエストクリア。入手方法は問わない。

　で、今回指定された『高級スライムゼリー』だが……

　そこそこの値段がする素材なので、これは狩かりに行った方がいい。

　俺のアイテム運は並以下だが、仕方ないな。

『高級スライムゼリー』はスライム系の敵がドロップするが、高級なものだけにそこそこのレベルのスライム系しか持っていない。

　具体的にはレベル70以上のスライム系だ。今の俺のレベルは77になっている。

　そこそこスリルのある素材狩りになりそうな気がするぜ……

　というわけで俺はレベル70以上のスライム系がいるニカライ湿しつ原げんというエリアに向かった。

　ここはココール達が暮らしているミシュール大陸の外れの方に位置する、秘境エリアである。

　街などは無く、飛空艇ていの発着港以外は広大な湿原が広がっている。

　俺は前にあきらと観光で来た事があったので、ワープで飛べるようになっていた。

　なので移動に時間をかけずにやって来る事が出来た。

「しかしだだっ広いエリアだな～」

「きゅっきゅっきゅ～♪　ひろ～い♪」

　リューは開けた場所で気持ちが良さそうだな。

　ぴゅんぴゅんと辺りを飛び回っている。

「おーいあんまり遠くに行くなよ～はぐれるからな」

「きゅ～♪　れん～みつけた～」

　ピロン。と通知音。続いてログが。




　リューは『高級スライムゼリー』を見つけた！

　蓮は『高級スライムゼリー』を手に入れた！




　出た、うちのリューさんの『オート採集』！

　流石さすができる守護竜さんは違うな！

「おおナイスだリュー！　助かったぜありがとうな！」

「きゅきゅ～♪」

「よしあと二個だ、二個。スライムを探すぜ」

　俺は道なりに暫く進んで行き――

　やがて、目的のスライムを見つけた。




　マッディスライム　レベル72




　やや大きめの水たまりの淵ふちに、茶色いスライムがウネウネしていた。

「よっしゃ狩るぜ――！」

　まずは自分の足元の大範はん囲いにディストラサークルを展開。

　いつもの奥おう義ぎ前のＭＰ捨て行こう為いである。

　それから、離はなれた敵を釣つるために吹ふき矢やを取り出す。

　単なる釣り用よう途とのため、使う矢は何も特とく殊しゆ性能が無いノーマルでいい。

　ちなみにこの吹き矢も弾たまもちゃんと今のレベルの素材――ダマスカスインゴット製にしてある。

　本当にレベルが上がれば上がるほど、ランニングコストが激増して行くぜ。

　リアルでもゲームでも、ロマンを追うには金がかかるのだ。




　蓮の攻こう撃げき！　マッディスライムは攻撃を回避スウエイした！




　さすがＶＩＴ耐久極振りゆえに命中にＤＥＸ器用が必要な行動はカスリもしないぜ。

　まともなダメージはスウェイ無効じゃないと、どうしようもないな。

　レベルが上がれば上がるほど、その傾けい向こうは極きよく端たんに尖とがって行く。これはもはや気にしても仕方ない。

　とにかく敵を釣れればいいので、別に外しても構わなかった。

　攻撃されたマッディスライムは俺に向かってウネウネと這はい寄よって来た。

「悪いな――ミーナちゃんと俺の新魔法のために『高級スライムゼリー』を寄よ越こせ！　奥義『デッドエンド』っっ！」




　ズシャアアアアッ！




　紫むらさき系のレーザーブレードのような斬撃エフェクトが、マッディスライムを捉とらえる。




　蓮のデッドエンドが発動。マッディスライムに４６３２のダメージ！

　蓮はマッディスライムを倒たおした。




「……それだけかよ！」

『高級スライムゼリー』を持っていたのログが欲しかったよ！　ログが！

「じゃあ次――の前に再使用時間リキヤスト待ちだな――」

　奥義を構成している『ターンオーバー』と『ファイナルストライク』の再使用時間リキヤストが五分かかる。

　あきらがいると即そく座ざに再使用時間リキヤストをゼロにしてくれるからいいんだが、一人だとこの待ちぼうけ期間が発生するわけだ。

　しかも『デッドエンド』一発で武器が破は壊かいして無くなるので、結構な金が飛んでいる。

　俺のロマン砲ほうスタイルは、ソロでのザコ狩りに致ち命めい的てきに向いていないのである。

　俺はそれでもいいのだが、世間一いつ般ぱん的てきに紋章術師が見直されて人気ジョブにのし上がるには、こういうシーンでの使い勝手の向上が必ひつ須すだ。

　そのための戦術を作り上げて布教しないと、紋章術師はいつまでもボンクラーズ扱あつかいのままだろう。

　ソロの使い勝手というのも、ジョブ評価の上では重要な項目である。

「うーん次はとりあえず、武器破壊はナシで何とか狩ってみるか――」

　この再使用時間リキヤスト待ち時間でちょっと考えてみよう。

　五分後――

　とりあえず各種スキルの再使用時間リキヤストを待機し、俺は動き出した。

　待機の間休んでいたので、ＨＰもＭＰも全快していた。

「よし行くぞ。リュー！」

「きゅ～♪　みっけ～みっけ～」




　ピロン。




　リューは『高級スライムゼリー』を見つけた！

　蓮は『高級スライムゼリー』を手に入れた！




　おおすごい！　ピンポイントで引いてくるな！　ナイスだ！

「ありがとな、リュー！　よっしゃあと一個だあと一個！」

　俺は次のスライムを探し――いた！




　マッディスライム　レベル72




　今度は沼ぬまにかかった橋の上に、道を塞ふさぐようにスライムが鎮ちん座ざしていた。

「ようし――ディアジルサークル！」

　ＭＰ捨て、かつマラソン用に鈍どん足そくフィールドをリューさんターゲットに発動。

　リューをターゲットにしているなら、スキル『ターゲットマーカー』の効果により、発動したサークルがリューに追従して動くようになる。

　そうしておいて――

「『ターンオーバー！』」

　からの――

　俺は吹き矢を取り出して構える。

　装そう填てんするのは相手を毒効果にする『毒の矢』だ。

　そして吹き矢アーツの『影かげ矢や』を発動！

『影矢』の効果はこうだ――




　〈効果〉暗器技わざ　死角を突き目に見えない矢を放つ　１回攻撃


１戦せん闘とうに１回のみ発動可能

現ＨＰが低いほど矢の追加効果の性能と発動率アップ

防ぼう御ぎよ力りよく無視　回避スウエイ不可






　蓮の影矢が発動！　マッディスライムに75のダメージ！




　ダメージを受けたスライムは俺に向かって攻撃を仕し掛かけてくる。

　が、俺にはディアジルサークルを展開したリューがついている。

　サークルに踏ふみ込むと敵は鈍足になるので、ちょっと動き続けるだけで一定の距きよ離りを保つことができ、追いつかれない。

　いつもよくやるマラソン戦術だ。

　これでＨＰスリップさせて削けずりきろうという戦術だった。

　これなら『ファイナルストライク』を使っていないので、武器破壊せずに済み経済的である。

　だがしかし――

「あれＨＰ減らねーなぁ……？」

　暫くマラソンしていたが、一向にスライムのＨＰが減らない。

　あれ『影矢』当たったよな……？　あれは回避スウエイ不可だし、外れるはずがない。

　俺はログを振り返り――気が付いた！




　蓮の影矢が発動！　マッディスライムに75のダメージ！




　と出ていたはずだ。それに続くはずの『バンディットウルフは毒になった』のログが無い！

　つまり――

「しまった、こいつ毒耐たい性せい持ちか！」

　まずいなこれは――

　暗器系のアーツは１戦闘に１回のみ発動可能だ。

　しかも種類を問わない。

　つまり吹き矢のアーツ『影矢』を使えば、仕込杖の『抜ばつ刀とう術』も使用不可になるフラグが立つ。

　使った後も戦闘中に新たに暗器を合成して入手すれば判定回避できるが、吹き矢も仕込杖も同時に二つ持てないため、新たに合成する事も出来ない。

　つまりもうこの戦闘では、暗器系のアーツやそれを組み込んだ奥義には頼たよれないというわけだ。

「しゃーない！　殴なぐり合うか！」

　俺はポーションを使用して少しＨＰを回復。

　そしてマラソンを止め、スライムに正面から向き合う。

『ラッシングリング』を手に入れて以来、俺には格かく闘とう・当て身の技能もある。

　敵の攻撃は杖でガードしつつ、通常攻撃の単なるショルダーチャージで削って行く。

　ＶＩＴ耐久極振りの俺のガードは固い。

　ガードのモーションさえミスらなければ、ガード削りは全く受けない。

　こっちの通常攻撃は一いち撃げき60～70程度だが、ちまちま相手を削っていける。

　このままならいつか勝てる！　はずなのだが――！




　マッディスライムは分ぶん裂れつの構え！




　そのログが見えたかと思うと、ブジュブジュ音を立ててスライムが二体に分裂した！

「あーくっそやりやがった！」

　そう、スライム系って分裂するんだよな――！

　殴り合って向こう側にもＡＰアーツポイントが貯まるとこれがある。

　だから『影矢』のスリップで何とかしようとしたんだが、初手でミスってたな――！　毒耐性とは！

　武器破壊による銭ぜに投げを嫌いやがった結果がこのありさまだよ！

「よしそれなら――ディアーツサークル！」

　レベルが上がって覚えた、サークル魔法の一種だ。

　ギルド対抗ミッションの段階では魔法スクロールが買えていなかったのだが、その後覚えておいたものの一種だ。

　効果はＡＰアーツポイントの取得率ダウンだ。

　ＡＰアーツポイントの数値そのものをスリップさせるわけではなく、ＡＰアーツポイントの取得効率を通常の半分にする。

　これならば敵が特とく殊しゆ技わざを使って来る頻ひん度どを下げられるというわけだ。

　使える頻度が下がれば、『分裂』をつかわれる前に倒す事も――




　マッディスライムは分裂の構え！




　はい、ダメでした！

「ぐぬぬぬぬ……！」

　俺は三体に増えたスライム共と殴り合あいを継けい続ぞくせざるを得ない。

　そして数分後――

「ぐぬぬぬぬぬぬぬぬ……！」

　スライムは五体に増えていた！

　五対一でこっちも攻撃しながらだと、さすがにガードも漏もらしてしまう。

　だがＶＩＴ耐久極振りの俺は戦車のように固いので、大したダメージにもならない。完全なる泥どろ仕じ合あいが展開されていた――！

　認めたくはない、認めたくはないが――

　あきらがいないと何も出来ねええぇぇぇぇーーー！

　ソロのザコ狩りはやっぱダメだな！

　普通のプレイヤーにとっては気軽な素材狩りが、俺にとっては苦行と化すのだった！

　そんな時である――

　ピロン。




　リューは『高級スライムゼリー』を見つけた！

　蓮は『高級スライムゼリー』を手に入れた！




「あ……！」

　三つ目、キターーーー！

「きゅきゅ～♪」

「ふっふふふふ……ディアジルサークル！」

　俺は即座に使用するサークルを切きり替えた。ターゲットはリューで。

「リュー！　よくやった、抱っこだ！」

「きゅ～～」

　そしてくるりと踵きびすを返す。

「今日はこの位にしといてやるぜーーっ！」

　捨すて台詞ぜりふを残し、そのまま飛空艇の発着港にＵターンだ。

　そこに転送ルームへ戻もどるワープの入り口がある。

　しかし、一いつ生しよう懸けん命めいスライムと戦ったのは何の意味も無かったな――

　無む駄だな努力というやつだ。

　だがしかし、今は戻ってクジ引き！　そして新魔法だ！




　　◆◇◆




　浮遊都市ティルーナに戻ると、ミーナちゃんの所に向かった。

「お兄ちゃんありがと～！　これで叱しかられないで済むよ！　あ、お礼にこれあげる～！」

「おお。ありがとな！」

　よし『クジ引き券』をゲットしたぞ！

　ピロン。とシステム通知音。そしてメッセージが表示される。




　クエスト『ミーナちゃんの落とし物』を達成しました！




　よしよし、目標達成！

　またクエストでお世話になるかも知れないが、今度はスライム系のアイテムはやめて頂きたいものだ。

　リューがいなけりゃ、銭を投げる以外にどうにもならなかったからな……

　しかも撃うつ毎に再使用時間リキヤスト待ちが発生して、狩り効率も非常に悪いと。

　雑魚ざこ狩り性能に問題抱かかえ過ぎだろ俺は。

　こういうカジュアルなシーンで使えるタレントを取るか、リューさんにそういう能力を覚えてもらうかしないとかもなあ。

　だが単に皆かい伝でんの証系のタレントで攻こう撃げき魔ま法ほうを使えるようにしてもなあ――

　それは紋章術師の評価には繋つながらないからな。リューに雑魚狩りを覚えて貰うのも同じである。

　できれば紋章術師ならではの能力でそこをクリアしたいものだ。

　そうすれば、ジョブ自体の評価も上がるわけで。

　とは言え背に腹は代えられないので、当座は皆伝の証系のタレントで攻撃魔法を使えるようにした方がいいかも知れない――

　夏休みに入る前のテストで、またＭＥＰメリツトポイントを頂いたからな。

　そんな事を考えながら、俺は商店街のクジ引き会場に向かった。

　１等から４等までの景品があって、それぞれの等に複数の景品がある。その中から一つ選ばせてくれるようだ。

　今回は夏休み期間限定の特別賞もある様子で、それは夏休み限定エリア内にある高級リゾートの招待券らしい。

　商店街のクジ引きでハワイ旅行的なやつか……？

　それはそうと、俺が欲しい紋章術師用の新魔法は３等の中にあった。

　同じ追加魔法なのに魔道士ウイザード用のは２等にあるのは差別だろこれ。何なに故ゆえにランクが下げられている？

　まあ入手が容易なのはありがたいけどな――！　ちょっと悲しくもなったぞ！

「クジ引きお願いしまーす」

　担当のＮＰＣのおっちゃんに『クジ引き券』を差し出す。

「あいよ！　どうぞ！」

　アンティーク調にアレンジされたあのガラガラするヤツを回して――

　カラン。と白い球がガラガラから排はい出しゆつされた。

「あー残念！　４等だねえ！」

「……」

　ふっ――やっぱり俺のアイテム運は微妙だったな。

　何の盛り上がりも無いぜ！

　残念賞でポーションを受け取り、俺はため息を吐いた。

「ふう……俺がこういうので一発で出るワケないわなあ、あきらじゃあるまいし」

　あの天性のラッキーガールとは、持っている運の量ってモンが違い過ぎる。

　さて、もう一回ミーナちゃんクエストをやろうにも、すぐには落とし物をしてくれないから間を置かないとクエストを再発生させられない。

「どうするかなー。ギルドショップの商品でも仕込むかなぁ」

　原材料の仕入れをＮＰＣ運営の通常ショップで行えば『クジ引き券』をランダムでもらえる。

　ギルドショップで仕入れるより割高だが――ちょっとくらいいいか？

　赤字にはならないしな。利益率がちょいと落ちるだけだ。

　何はともあれ、今の俺には『クジ引き券』が必要なのだ――！

「きゅ～ちきん～！　ちきん～！」

　突とつ然ぜんリューがそう言い出すと後ろの方に飛んで行った！

「ぎゃ～！　捕ほ食しよくすんなコケ～！　お前はいつもこうだコケ～！」

「ん……!?　おっ！　ココールじゃねーか！」

　リューに頭をカプカプやられて逃にげまどっているのは、間ま違ちがいなくココールだった。

　ギルド対たい抗こうミッションで優勝した後は、ココールの国であるミシュリアの騎き士しに登用されたらしく、服装が騎士風のものになっている。

　それでもこのコケ族の丸っこい体型なので、格好いいというよりはコミカルである。

「おお、蓮がいたコケ～！　良かったコケ～！」

「どうしてここにいるんだ？」

「休みだから遊びに来たんだコケが、ギルドハウスに誰だれもいなかったコケ～」

「ああ。俺おれ以外みんな今日は用事あるらしいからな」

　ギルド対抗ミッションの終しゆう了りよう後、各ギルドの英雄候補ＮＰＣ達は国へと帰った。

　ただ、俺達としてはそれでもうココールとバイバイというのも寂さびしかったので、いつでもココールが遊びに来れるように態勢を整えたのだ。

　具体的には優勝ギルドへのご褒ほう美びである好きなアイテム貰える権を一つ使い、『リターンホイッスル』というアイテムを獲かく得とくした。

　これは、設定しておいたワープポイントに一いつ瞬しゆんで戻れるアイテムである。

　何度使っても無くならず、アイテムの再使用時間リキヤストも短い。

　そのワープ先を俺達のギルドハウスに設定し、ココールにプレゼントしたのだ。

　全会一いつ致ちのご褒美枠わくの使い方だった。

　ちなみにアイテム貰える権は三つで、ほむら先せん輩ぱい達たちとの同盟で一つ譲ゆずる約束をしていたため、こちらが自由に使えるのは二つだ。

　一つはココールのために使い、もう一つはまだ使っていない。

　俺達の間では何かあった時のために使おう、という事になっている。

　別にすぐに交こう換かんしなくてもよい、という話だったので。

「そうコケか～。とりあえず誰もいないし暇ひまだったコケ。そしたら前にショップで素材の仕入れした時に貰った『クジ引き券』が余ってたのを思い出だしたコケから、ちょっと見に来たんだコケ～。いいのが引けたら、蓮たちへのお土産みやげになるコケからな」

「ああ、ココール仕入れもやってくれてるもんな」

　遊びに来たココールはいまだにギルドショップの店番やら仕込みやらを手伝ってくれる。

　商人の息子むすこだけあり、基本的に店をやるのが好きなのだ。

「この間は忙いそがしくて、蓮たちに『クジ引き券』を渡し忘れたコケからな～。今渡すコケから、使うコケ～。クジ引きやってたコケ？」

　と言ってココールは『クジ引き券』を五枚も取り出したのだった。

「おお五枚もあんのかよ！　これなら当てられる！　ありがとなココール！」

「もともと蓮たちのものだコケ～」

　俺は『クジ引き券』を受け取ると、ＮＰＣのおっちゃんに差し出した。

「よっしゃ！　もう五回だおっちゃん！」

「あいよ！」

　これならいけるぞ――！　泣きのもう五回だ！

「うおおおおおおっ！」

「４等！　４等！　４等！　４等！　はい、あと一回だね！」

　俺は早さつ速そく追い込まれていた！

「ぐぬぬぬぬ――マズいな……！」

「３等狙ねらいだったコケよな？　狙うとなかなか当たらんコケね～」

「こうなったら――ココールお前引いてくれ！」

「ええっ!?　おいらがコケか？　いいけど、外しても文句いうなコケよ？」

「ああ――頼むココール！」

　思えば俺のアイテム運は春の新人戦の途中でリューが『オート採集』で『隼はやぶさのアイアンソード』を持って来た時に尽きていたのだろう。

　きっと俺のアイテム運はリキャストされないに違いない。

「分かったコケ～。じゃあ行くコケよ～」

　ガラガラガラ――

　ココールが取っ手をぐるぐる回して――

　コトン。と排出されたのは金色の球だった。

「コケっ!?　如何いかにも３等じゃなさそうなのが出ちまったコケ～」

「おおおおおお～～～！　期間限定特別賞！　異世界サーマルの高級リゾート招待券だ！」

「高級リゾートコケか？」

「ああ、おめでとう！　さぁこれだ！　今年の異世界サーマルへの門が現れてる間はずっと有効だよ！　はいどうぞ！」

「ど、どうもだコケ～……」

「すげーなココール！　お前もアイテム運持ってる系なんだな――！」

　ラッキーボーイ？　ラッキーバード？　ラッキーチキン？　まあそんな感じだ。

「でも３等は外したコケな～すまんコケ～」

「いやいや全然いいぜ。また『クジ引き券』確保して狙いに来るからさ。期間限定モノだしこれはこれで何か楽しそうじゃね？」

「コケ～そうコケな。異世界サーマルコケか～」

　この異世界サーマルというのが、夏休み限定エリアの事である。

　ゲーム内の世界観としては、一年のうちある一定の期間にだけ現れる次元の門で繋がった異世界という事になっている。

　何故なぜわざわざそういうものがあるかというと――

　異世界サーマルは共用エリアなのだ。

　何との共有かと言うと――別サーバーや、あるいは外部の別システムとの共用だ。

　つまり世成学園の海外支部の生徒だとか、あるいは卒業生の皆みなさんだとか――

　期間限定だしお高いが、料金を払はらえば一いつ般ぱんの人も入れるんだよな確か。

　ＵＷアンリミテツド・ワールドの通常世界は学生用なのでそこは閉じているわけだ。

　外部に開放するのは、異世界という形の共用エリアですよと。

　そして生徒も行って遊んでいいよと。

　行った事は無いが、どんな風になってるんだろうな――

「『クジ引き券』のクエストはまだ次やれるまで時間かかるし――せっかくだし今から行ってみるか！　異世界サーマル！」

「おぉぉぉ～！　行ってみたいコケ～！」

「きゅ～きゅ～♪」

　ココールやリューも入れるよな？

　夏休み前に仲なか田た先生に期間限定エリアにリューを連れて行けるか聞いたら、大だい丈じよう夫ぶだと言っていた。

「異世界サーマルの入り口は飛空艇の発着港に現れてるよ。楽しんできなよ！」

　クジのおっちゃんがニコニコしながら教えてくれた。

「よし行くぞココール！　リュー！」

「コケ！」

「きゅ～！」

　俺達は早速、教えて貰った異世界への門へと移動した。

　現場に着くと異世界サーマルへの門はファンシーでメルヘンな感じで、如何にも夢の国への入り口だった。

　結構な人数がその前に集まっていた。

　ここで待ち合わせして、一いつ緒しよに異世界に向かうという感じだろうか。

　俺達には待ち合わせする相手はいないので、早速行ってみよう！

　だが――そんな俺達に声をかけてくる奴やつがいた。

「あれ？　おーい高たか代しろじゃねえか！」

「ん――？　ああ片かた岡おかか、おっす」

「何お前、今日は青柳さんと一緒じゃねえの？　何か寂しそうだな？」

「別にたまにはこういう時もあるぞ。あきらは今日はお爺じいさんのお見み舞まいに行くんだと」

「そりゃ残念だったな、せっかくなら一緒に行きたかっただろうに、男だけとはな」

「お前も男だけじゃねーか。しかも一人でぼっちかよ」

　俺にはリューとココールがいるから寂しくないぜ！

「ばっかお前、俺は遊びに行くんじゃねえよ！」

「うん？」

「いずれ希のぞ美み様も異世界サーマルに遊びに行くだろ？　俺はその時にきっちりナビ出来るように今のうちに下調べしとく必要がある！　これは義務だ！　従者は一日にして成らずだよ。分かるか!?」

「……言葉の意味は分からんが、とにかくすごい情熱ですね」

「おう、そういう事だよ！」

「……まあとりあえず――だ。俺達商店街のクジ引きで異世界サーマルの高級リゾート招待券を貰もらったんだよ。どんなもんか見に行くんだが――お前も一緒に行くか？」

「お？　いいのか？　そりゃあ希美様のために見ておける所は見ときたいぜ！」

「まぁ別にいいぜ。この券見てたら何人でもお越こしになれますって書いてるからな」

「そうか、じゃあ遠えん慮りよなく行かせてもらうぜ！」

「ま、男がさらに増えてより夢も希望も無くなったが我が慢まんしろ」

「お前いっつも可愛かわいい子に囲まれてハーレムしてるから、たまには男同士も新しん鮮せんでいいだろ？」

「……ああ、外部からはそういう感じに思われてるんだなぁ、俺って――」

「だな。俺の集めた情報によると、青柳さんも前田さんも矢野さんもみんな可愛いから、独り占めすんなって思われてるっぽいぞ？」

「気が合うからやってるだけなんだがなぁ。あきらなんか俺はじめ男と思ってたし――」

「まま。他人の目なんざ気にしても仕方ねえ、気にすんなよ。俺だって従者やってて変な目で見られるが、気にしねえし」

「いやお前はちょっと気にしろ」

「よし行こうぜ！　高代！」

　こいつ無視しやがった！

　とりあえず俺達は、異世界サーマルへの門をくぐったのだった――

　門をくぐると視界がぐわんぐわんと歪ゆがみ、それが元に戻ったかと思うと俺達は全く別の場所に立っていた。

　真っ青に澄すんだ空に、キラキラ輝かがやく太陽。

　足元はとんでもなくサラサラの白砂。爽さわやかな波の音が耳に入って来る。

　俺達は絵に描いたように綺き麗れいな浜はま辺べに立っていた。

　コバルトブルーの海が目に鮮あざやかだ。

　振ふり向むくとくぐって来た門はそのままあり、浜辺にドンと門が設置されているような感じになっている。

「おー！　これが異世界サーマルかぁ！　南の島って感じだな～」

　海岸線を見る感じ、俺達がいるのはかなり大きな島のように見える。

「コケー！　リゾートって感じだコケー！」

「お～。こりゃ希美様も喜んで下さるかねー！」

「どうだろうな。赤あか羽ばねさんはこういうとこ行き慣れてそうだけどな」

「そうかも知れねえな。なら希美様が喜ぶ何かをここで探すぜ！」

「お前はいつも同じ事ばっかだなー」

「お前だって魔改造だジャイアントキリングだしか言わねえだろ」

　と言い合っている俺達に、声をかけてくるＮＰＣがいた。

「いらっしゃいませ～！　異世界サーマルへようこそ！」

「皆さん、ごゆっくり楽しんでらしてくださいね～！」

「はい、パンフレットをどうぞ～！」

　ケモミミをしたＮＰＣの女の子達たちが、俺達に寄って来てパンフレットを渡わたしてくる。

　ここのリゾート施し設せつのスタッフって感じか？

　俺はそのうちの一人の、ウサミミのお姉さんに聞いてみる。

「あ、すんません」

「は～い！　どうなさいましたか？」

「これ――招待券貰ったんですけど、どこに持って行けばいいっすかね？」

　俺はクジで貰った高級リゾート招待券を見せる。

「あっ！　これは――ＶＩＰ用の招待券ですね！　少々お待ちください！　お客様をＶＩＰルームにごあんなーい！　二名と一羽と一匹ぴき様でーす♪」

　と、お姉さんがスマホみたいなのを取り出して、連れん絡らくしていた。

「おいらは一羽にカウントされてるコケな――」

「使い分ける意味は無さそうだけどな……」

　と言っているうちにすぐに、空から俺達に影が迫せまって来た。




　ギュオオォォォォン！




　大きな翼つばさを持つ魔ま物ものが四体、大きく鳴きながら俺達の目の前に着陸してきた。

　これはあれか――グリフォンって感じか？

「はいグリフォンタクシー到とう着ちやく～♪　どうぞお乗りになってください、お部屋にご案内いたしますねー！」

　お姉さんがさっと一体のグリフォンに跨またがる。

　ちゃんと鞍くらが取り付けられていて、座すわりやすいようになっていた。

　俺達もそれぞれ乗って、リューは俺が抱だっこした。

　そしてグリフォンが飛び上がると、俺達がいた場所の全景が目に入って来た。

「おーでっかい島だったんだなー！」

　島の両辺を真っ白な砂すな浜はまが覆おおっており、中心部には観覧車やらジェットコースターを備える遊園地的なものが。でっかいプールやウォータースライダーも見える。また、綺麗な緑に覆われた森も見えた。絵に描いたような南国のリゾート地という感じだ。

「はい！　この島は様々な世界の方が集つどう巨きよ大だいなリゾート施設です！　美しい海もありますし、遊園地もありますし、グリフォンのレースや、海底遺い跡せきのダンジョン探たん索さく、その他色々お楽しみいただけます！　こちらとの門が繋がっている間、どうぞごゆっくりお楽しみくださいね！　ＶＩＰルームは今シーズン中有効ですから」

「ほー！　シーズン中有効って事は、この夏休み中はずっと使えるって事かな――」

「はい！　メタ的な事を言いますとそうなりますね！」

　言うんだな。メタ的な事――まあ分かり易やすくて助かるが。

「はい！　あれがＶＩＰルームとなりまーす♪」

　とお姉さんが指差したのは――眼下に見えて来た水上コテージだった。

　コバルトブルーの海の上に家が浮ういているように見える。

　絵に描いたような高級リゾートという感じだ。

　そして立地もさることながら、コテージ自体が相当にデカい。

　平屋だが俺達のギルドハウスの数倍の面積がありそうだ。

　海に面したデッキにビーチチェアがいくつも並べられているのが見える。

「おおー！　広いな！」

「でっかいコケ～！」

「これだったら一クラスくらい泊とまれそうだな！」

　テンションの上がる俺達を、グリフォン達はコテージの入り口に降ろした。

「中にどうぞ。入ってみて下さいね～♪」

「よっしゃ行くぜ！」

「コケー！　おいらも行くコケ～！」

「希美様のために調べまくるぜ！」

　俺達は喜び勇んで水上コテージへと突とつ入にゆうする。

「うおおお広いなーーー！　しかも家具も全部高そうだな」

　リアルに泊まったら一泊ぱくいくらするんだレベルだな。

　百万とか二百万とかしそうだぞこれは――！

「コケー！　蓮、蓮！　こっちにいっぱい服があるコケよ～！」

　ウォークインクローゼットに入って行ったココールが声を上げていた。

　中にはリゾート地っぽいアロハシャツやら水着やらガウンやら何故か浴衣ゆかたやら、色々なものが揃そろっていた。

「おー！　何だこれ!?　すげー一いつ杯ぱい種類があるな！」

「こちらお好きにお使い下さって結構ですので～。ただし元の世界にお持ち帰りは出来ませんのでお気を付け下さいね。こちらは男性用で、あちらは女性用です」

　と、もう一つあるウォークインクローゼットを指差す。

「へぇ――」

　つまりあっちには女の子用の水着やら浴衣やらが満まん載さいされていると――

　ちょっと見てみたいが、何か見辛づらい気もするな……悪い事をしてるような気がする。

「よっしゃ現地調査！」

　片岡が何の躊躇ためらいもなく女の子用のウォークインクローゼットに踏み込んで行った。

「うわ！　お前よく行くな――！」

「今のうちしか見れねえぞ！　調べとかねえと！　お前も来いよ」

「ったく――」

　仕方なく俺も付いていくと、中は非常に華はなやかなものだった。

　水着やら浴衣やら、女の子用のものは非常に見み応ごたえがあるというか――

　あきらが着たら似合うだろうなーと思った。

　向こう何日かゲームできないみたいだが、早くここに連れてきてあげたいな。







第２章　幼馴染との再会







「コケーッ！　何人たりともおいらの前は泳がせないコケーッ！」

　ココールが凄すごい勢いで水上コテージの周りを泳ぎ回っている。

「おーすげーなココール！　はえええーーーっ！」

「きゅ～～！　ちきんすごーい！　はやーーい！」

　デッキから見守る俺とリューはココールの見事な泳ぎに度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

「こう見えてもコケ族は泳ぎが得意だからコケなー♪」

　言ってまた水上コテージの周りを一周しに、俺達の視界から消えて行く。

「蓮れんも早く泳ごうコケ～！」

　ココールの声だけが響ひびいて来た。

　俺達は水上コテージに到着すると、早速水遊びを始めていた。

　片かた岡おかは希のぞ美み様が遊ぶ時のためにこの島を調査するとか言って、遊ばずに探索に出かけたので、俺とココールとリューだけだが。

　とりあえず片岡には、俺が欲ほしかった紋もん章しよう術師の新魔ま法ほうを見かけたら教えてくれと言っておいた。

　異世界側で入手手段があるかも知れないからな。

「よっしゃ行くか！　うおおおおーーーっ！　待てココール！」

　俺も海に飛び込んだ！　いやー、ゲームの中で泳げるとはな！

　泳ぎは俺も苦手ではないし、追いついてやるぞ！

　俺とココールは、暫しばらく水上コテージの周りを泳ぎ回っていた。

　しかしココールの泳ぎはとんでもなく速く、俺は追いつけなかった。

「ぜーっ。ぜーっ！　ダメだとんでもねーなココールのやつ……！」

　これはとても追いつけない――！

「れん～れん～！　あれー！」

　と、リューが俺に何かを指示した。

　それはデッキの脇わきに係留されたジェットスキーだ。

　ファンタジー風のアンティークな感じにアレンジされているが、あれってそうだよな。

　これはあれだな――前まえ田ださんが喜びそうな……

　とにかくこれに乗ってココールを追うぜ！

「よっしゃ待てココーーール！」

　俺はジェットスキーを走らせてココールを追った。

「コケーッ!?　そりゃ反則だコケーッ!?」

　流石さすがにジェットスキーの方が速い。俺はすぐにココールに追いついていた。

「よっしゃ追いついたぞココール！　乗れよ、これで走ろうぜ！」

「コケーッ！　面おも白しろそうだコケなー！」

　ココールがジェットスキーの後ろによじ登っている時――

「キャーーーっ!?　デンジャラーースッ！　ランナウェイ、プリーーーズッ！」

　いきなり女の子の叫さけび声ごえが――!?

　しかしその姿は見えない――どこだ――!?

「スカーーーーイッ！　ランナウェーーーーイッ！」

　スカイ!?　空!?

「「!?」」

　空から女の子が!?　あれかよ、ラ〇ュタか!?




　ばっしゃああああぁぁぁぁーーーーんっ！




　盛大な音と水みず飛沫しぶきが上がり、落ちてきた女の子は水中にダイブした。

「コケーッ!?　な、何事だコケーー!?」

「おい大丈夫か!?」

　俺は水に沈しずんでがぼがぼ言っているその女の子を助けて引き上げた。

　肩かたくらいまでの金きん髪ぱつをした、俺と同じくらいの年とし頃ごろの女の子だった。

「うぅぅぅ……ソーリィ――サンキューベリマッチ――」

「!?　え、英語――!?」

　ああそうか、異世界サーマルは共用エリアなんだよな。

　うちの学校は日本が本体だが、海外にも提てい携けいしている分校のような存在がある。

　ここには、そっちの生徒達もアクセスして入る事が出来るのだ。

　恐おそらく、この子は海外の分校の生徒なのだろう。

　しかし最近はゲームのために成績もアップ傾けい向こうだが、俺は英語が苦手だ。

　どうしたもんか、ちょっと困るな――

　しかしその女の子は、にこっと笑え顔がおで言う。

「あ、大丈夫。あたし、日本語得意だから」

　おお、親日家だった――！

　しかしあれだな、この子どこかで見たような気が――するようなしないような。

「そりゃ助かる……！　で、何で落ちて来たんだよ？」

「決まってるわ。ＵＷアンリミテツド・ワールドの仕様では、飛空艇ていとか高い所から落ちたら戦せん闘とう不能判定になるでしょ？　でも実際どのくらいの高さから落ちたら戦闘不能になるのかなって、検証したかったの！　ここだとグリフォンタクシーで簡単に空を飛ばせてもらえるから、チャンスだと思って！　でも、騒さわがせてごめんなさい」

　女の子はキラキラした目でそんな事を言った。

　その無駄にも思える探求心――

　さてはこの子は――俺と同じ検証厨ってやつだな！

　これは仲間だぞ、仲間がいた！

「コケー……この子、蓮みたいなことを言う子だコケなー」

「蓮!?　あ――蓮？　高たか代しろ蓮なの!?」

「ん――？　あれ何で俺の事知ってるんだ？」

「あたしよ、あたし！　エミリーよ！　エミリー・モレッツ！　分からない？　直接顔を合わせるのって、もう十年ぶりくらいだもんね？」

「ええぇっ!?　おおおおおーーーー！　エミリーかよ！　久しぶりだなあ！」

　エミリーは、うちの親父おやじと仲のいい海外のゲーム開発者の娘むすめだ。

　昔一時的に日本に住んでおり、その時は家が近所だった。

　小学校の低学年の頃ころには、一緒の学校に行っていた。

　毎日一緒にゲームやっては、ＲＰＧとかで敵のＨＰやら何やらを調べて、まとめたデータで自作の攻こう略りやく本ぼん作ったり、制限プレイバトルと称しようしては、お互たがいにどっちがより厳しい縛しばり内容でゲームクリアできるか競争とか――色々やったなあ。

　今でも時々手紙やメールではやりとりをするんだが――

　エミリーは俺に合わせて、全部日本語でやりとりしてくれるんだよな。

　それに甘あまえ続けた俺は、アメリカ人の幼馴染がいるのに全く英語が出来んという――

「久しぶりねえ、蓮！　いつかまた会いたかったけど、こんな所で会えるなんて！」

「おお！　まさか上からエミリーが降ふって来るとは、流石に予想外だったぜ！」

「そうね、あたしもよ！　本当に嬉うれしいっ！　これってけっこう運命的よね!?」

　エミリーはそう言って、きつく俺に抱き着ついて来た。

　俺が覚えている、子供の頃のエミリーとはまるで違ちがう感かん触しよくである。

「お、おう……！」
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　だがこの感触を楽しんだり喜んだりするのは人道的にＮＧ。

　エミリーは無む邪じや気きなだけなのだ。何せあれだからな――あれ。

　まあ、他所様のものと言いますか――




　　◆◇◆




「コケー。エミリーは蓮の幼馴染だコケか～」

「そうなのよ！　まさかこんな所で蓮に会えるなんて、やっぱり地道な検証をしてるといい事があるってジンクスは本当よね！」

「何だそりゃ、聞いた事ないコケよー。ほんとに蓮みたいな事言う子だコケ」

「ありがとう、褒ほめてくれて！　ねえ、蓮？」

「ああ。検証は大事だからな、全すべての基本とも言えるしな」

「コケー。類が友を呼んだコケー」

「ふふっ。仲良かったからね、趣しゆ味みが合うのよあたし達」

　と言いつつ、エミリーは隣となりに座る俺の腕うでをすっと取る。

　これがアメリカンスタイルなのだろうが、距きよ離りが近いなーエミリーは。

　子供の頃はもっと内気で大人しかったような――？

　まあアメリカに帰って、ちゃんとアメリカ人っぽくなったという事で。

　俺達は海から上がって水上コテージに戻もどると、リビングのソファーで話をしていた。

　流石さすがのＶＩＰルームだけあって、内装も豪ごう華かである。

　リビングの壁かべに掛かけられているアンティーク調の大きな鏡のようなものは、これは実は大画面のスクリーンであり、テレビも映れば映画も見れる。

『ストリンの魔鏡』というゲーム内アイテムなのだが――普ふ通つうに手に入れようとすれば相当、高い。しかも最大サイズの最高級品だ。

『ストリンの魔鏡』は、リビングだけでなくコテージ全ての部屋に設置されており、それだけでも莫ばく大だいな価値がある施設である。

　更さらにはゲーム内で使えるノートＰＣである『ディールの魔ま卓たく』も各部屋に標準装備だ。

　一々ログアウトしなくても検証解かい析せきの作業が捗はかどるのは素す晴ばらしい。

　この南の島の豪華リゾートのＶＩＰルームで検証に精が出せるとは、何て贅ぜい沢たくなのか！

「しかし、いいわねーここ！　こんな広くてきれいな所で検証設備もバッチリ整ってるなんて、最高じゃない！」

「良かったらエミリーも好きな部屋でもモノでも使えよ。俺達だけじゃ使い切れないしな」

「わお！　助かるぅ！　まだ『ストリンの魔鏡』も『ディールの魔卓』も持っていなかったから！」

　と、エミリーは早速空いている『ディールの魔卓』を持って来て、いじくり始めた。

　諸もろ々もろの検証作業をするために必要なセットアップがあるからな。

　かく言う俺も自分用の『ディールの魔卓』をセットアップ中である。

「蓮、蓮……！　ちょっといいコケか？」

　と、ココールが耳打ちしてくる。

「ん？　何だよ？」

「おせっかいかも知れんコケが、勝手に決めていいコケか……？　あきらに聞いてからの方が――」

「え？　大丈夫だろ、あきらはそんな細かい事気にしねえよ。同じゲーム好きだしな」

「コケー……細かい事なのかコケ……？」

「まま、それにあきらは向こう何日かこっちには来れんらしいしな」

「だったら余計に、あきらの留守中の行動には気を付けた方が……何と言うか、変に怪あやしまれたりとかするコケよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。エミリーにそういうフラグは存在してねえから。それに、検証好きに悪い奴はいないって言うだろ？」

「知らんコケよ、初耳だコケ～。まあ蓮がいいならおいらは構わんコケが……」

「おう！　なら決まりな！」

「コケー」

　こちらの話が付いたところで、エミリーが声を上げる。

「あーこれＯＳが日本語版？　英語版に切きり替かえ出来ないかなあ？」

「ああ、確か――ここの設定で出来るぞ」

「おっ。ありがとう、蓮。よーしじゃあ早速表計算のマクロを――」

「あ、俺が作っといたやつ使うか？　インポートできるだろ」

「さんきゅ～。じゃあ頂ちよう戴だい。蓮が作ったやつなら信しん頼らいできるしね」

「どうだろうな。会うの久しぶりだし、今のお前が満足する出来かどうかは――」

「んー……うんうん全然使える！　やっぱりさすが蓮ね！」

「そりゃ良かった。しかし、いつの間にＵＷアンリミテツド・ワールド始めてたんだ？　全然知らなかったぞ」

「つい最近。世成学園のアメリカ分校からスカウトされてねー。蓮が世成学園に入ったって事はメールくれたから知ってたし、いい機会だなって。こっちから連絡しようって思ってたけど、その前に会えちゃったわね」

「スカウト？　あーそうか、エミリーってあれだもんな。プロのゲーマー」

　海外の方がそういうの盛んだからな。

　エミリーからメールで、プロのゲーマーになったというのは少し前に教えて貰っていた。

　一年前くらいだったか。俺おれより熱心にエミリーの活かつ躍やくをチェックしている親父によると、その世界では若手の注目株なのだそうだ。

　この通り見た目も可愛いので、人気も高いらしい。

「ええ。まだまだ駆かけ出しだけどね。本当は学校には行かずにプロゲーマーに専念するつもりだったけど……これも仕事といえば仕事だし」

「要はこう、イメージキャラクターっていうか、広こう告こく塔とうになってくれって事だろ？」

「ええ。そういう事。タダどころかお金貰って勉強もゲームも出来るのはありがたいわよね。いずれもっとＶＲＭＭＯが普ふ及きゆうしたら、ＶＲＭＭＯ内でのバトルがプロゲーマーの競技化して行くかもしれないし――時間の先行投資と言うか、勉強になるわよね」

「なるほど――まあエミリーはうってつけだよな……ちょうど学生の年ねん齢れいだし、人気のプロゲーマーで見た目も可愛いし」

「わお！　蓮が生身の女の子の事可愛いって言うなんて成長したわねー、よしよし。彼かの女じよでもできて、女の子を褒め慣れたのかしらねー？」

「撫なでるな撫でるな。子供じゃねえんだから」

　あきらのようにほっぺたをつんつんされないだけ、まだましだが――

「じゃあ、異世界サーマルにいられる間はここを使わせてもらうわね。久しぶりにいっぱい一緒にゲームしよ！」

「おう！　もちろんだぜ！」

「じゃあ何して遊ぼっか？」

「そうだな――何の検証をするか……」

「いきなり検証!?　いいけどせっかく可愛い幼馴染に再会したんだから、もうちょっと積もる話を――」

「おーい高代ー帰ったぞー」

　と、一人で偵てい察さつに出かけて行った片岡が水上コテージに戻って来た。

「ん？　何だ片岡かよ」

「何だとは何だ。せっかく情報を持って来てやったのによ」

「おお？　何だ？」

「お前が探してた紋章術師用の新魔法な。こっちでも取れるっぽいぜ、海底遺跡のダンジョンでな」

　片岡はそんな報告をしてきたのだった。

「おおマジか!?　海底遺跡のダンジョンって、ここに案内してくれたお姉さんが言ってたやつだよな？」

　俺は即そく座ざに片岡の情報に食いつく。

　確かあのウサミミのお姉さんＮＰＣが案内してくれる時に、そんな事を言っていた気がする。

「おおそれそれ。島の真ん中のあたりに入り口があったんだけどよ、正式にはアーズワース海底遺い跡せき群ぐんとかいうダンジョンらしいぜ。中は階層ごとに構造が変わるランダム生成らしい。それをどんどん下に潜もぐって、探索して行くんだと」

「ああ、不〇議のダンジョン的なやつだな」

　もしくは空の裂さけ目めの巨大版というか、連続版というか――

「身も蓋ふたもねえ例えだがその通りだ。ただし階層毎に先に進むには条件があって、そのお題をクリアしながら進むらしい。制限時間付きでな」

「……つまりちょっと凝こった不〇議のダンジョンだと？」

「あんま連呼すんなっての！　で、まあ海底遺跡から持ち帰った学術的に価値のあるアイテムを、装備やら魔法スクロールやら素材やらに交こう換かんしてくれるらしい。入場料は取られるけどな。島の真ん中の方に行ったら大々的に宣伝してたぞ、ほらこれが引ひき換かえのリストだと」

「ほうほう――」

　と、俺は片岡に手て渡わたされたチラシに目をやる。

　横にいるエミリーも覗のぞき込んで来た。

「どれどれ――わぁ、いっぱいあるわねえ！　で、蓮が欲しい魔法のスクロールって？」

「ああ『エレメンタルサークル』ってやつな。最近追加された新魔法なんだけど、まだ取ってなくてさ」

「えーと……あ、あったわよ！　『炎ほのおの化石』との交換だって」

「それが海底遺跡の中で取れるんだな――なるほどなるほど。商店街のクジ引きよりは取りやすいかもな」

　あれはランダムなクジ引きを経へないとダメだからな。

　こっちは取ってくればいいだけなら、その方が楽かもしれない。

「コケー。蓮はクジ運悪そうだコケからな～」

「ああ、見た所『炎の化石』ってそこまで大変そうでもなさそうだしな」

　リストを見る感じ『炎の化石』のグレードは低そうだ。

　こういうのは目玉が上に来るだろうが、下の方にある。

　それに『炎の化石』の交換候補はたくさんあり、他はそこまで高くない装備や素材が多いように思う。

　つまり、そのくらいの難易度だという事だろう。

　あきらの持っている『スカイフォール』は、上から二番目のグループに入っている。

　やはりレアな装備なのだ。

「そういや、一位ってどんなんだろうな――」

「これじゃない？　『レインボーガード』だって。あ、ここでしか手に入らない新アイテムなのね」

「目玉ってやつだな――ああ、性能も書いてるな」




　レインボーガード（Ｏ）

　種類：鎧よろい　装備可能レベル：１　防ぼう御ぎよ力りよく：装備者のレベルに応じて上じよう昇しよう

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ




　特とく殊しゆ性能１：装備者のレベルに応じて防御力アップ＆ステータスボーナス付ふ与よ


虹にじで形成された本体は決まった姿を持たず

装備者が任意に外見を決める事が出来る

独自にデザインも、既き存そんアイテムの外見をコピーする事も可能






　特殊性能２：キャラクターのタレント装備数＋１




「んんん……!?　おいおいこれかなりすごくねーか!?」

「確かに、いいわね……！」

　俺とエミリーの意見が一いつ致ちする。

　レベル１から装備出来て、レベルが上がる毎に装備の性能が上がる――

　つまりこれは、極きよく端たんに言うと他に鎧がいらなくなる一生モノだという事だ。

　しかも全ジョブで装備が出来て、デザインは自由に変えられるとなると――

　ソードダンサーでも、露ろ出しゆつ度ど少なめなまともな装備が出来るという事になるのでは!?

　またこの間の保護者参観の時みたいに、装備の見た目の問題でビクビクする必要は無くなるのである。

　これはあきらにうってつけだろう。

　俺の好きなソードダンサー装備が見られなくなるかも知れないのは残念だが、マイベストフレンドを失うよりはずっといい。

　更にこの装備、キャラクターのタレント装備数＋１が付いている。

　防御力などの装備性能がレベルに応じてアップよりも、実はこっちが強きよう烈れつだと思う。

　タレント枠わくは５で固定だったのが、６に出来るという事だ。

　１枠のタレントの効果分が、純じゆん粋すいなキャラ性能の強化に繋つながる。

　様々なセッティングの可能性を生むし、今までできなかった事も可能になるだろう。

　他にタレント枠を増加させる装備は、現在のところ存在しないはず――

　これは誰だれだって欲しい性能だ。

　さすがに目玉商品だけあって、あきらにうってつけと言うだけではない。

　万ばん人にんを納なつ得とくさせ、欲しがらせるようなプロパティをも備えているのだ。

「これ、絶対大人気になるだろ。異世界サーマルは期間限定だし――」

　異世界サーマルにいられるうちに取る！　という思考になるのは、ゲーマーなら当然と言える。

　夏の思い出は、ＶＲＭＭＯのリゾート地で薄うす暗ぐらいダンジョン探たん索さく三ざん昧まいでした――となるわけだ。

　そして戦利品はゲーム内の鎧一個、と。

　……最高じゃないかそんな夏！　やはり長期休みってのはそうじゃないとな！

「ようし……これは夏休みの宿題だなぁ」

「今から行ってみようか？　蓮。あたしも見ておきたいし」

「ああ！　行く行く！」

「『レインボーガード』も狙ねらうなら急いだ方がいいかもだぜ？　個数限定らしい」

「マジか!?　あ、10個限定って書いてる！」

「ああ。だから既すでにダンジョンの入り口の所、大おお賑にぎわいだったぞ」

「乗のり遅おくれたか――よし行くぜ！」

「きゅ～きゅ～！　いこいこ～！」

　部屋の中で退たい屈くつしていたのか、リューが嬉しそうに飛とび跳はねていた。




　　◆◇◆




　片岡から情報を聞いた俺おれ達たちは、早さつ速そく『アーズワース海底遺跡群』の入り口へと向かった。

　島の中央部にある遊園地的エリアの中で、さも遊園地のアトラクションの一つですよという感じで、洞ほら穴あなの入り口が開いていた。

　ここがリアルな遊園地なら、この奥おくには地下空間を巡めぐる的な乗り物があるんだろう。

　しかしここは、夢の国の楽しいアトラクションではない。

　期間限定かつ個数限定の目玉アイテムを目指して、ゲーマー共が攻こう略りやくレースを繰くり広ひろげる戦場である。

　探索を終えて出て来た者はその内容について反省会をし、これから行く者は攻略法やパーティ構成について話し合う。

　あくまでゲームは遊びなのだが、遊びでは済まされないような熱気が支配していた。

　やはり目玉アイテム『レインボーガード』の性能が、皆の目の色を変えさせているのだ。

　そしてそんな中でも特に熱くなっている集団が……

「いい、雪ゆき乃の。今度ばかりは本気で協力するわよ！　分かってるわね!?」

「ふん。いいだろう――あの『レインボーガード』の性能は、対人戦を極きわめるにあたっては必ひつ須すだからな。アイテム厨でなくとも欲しがらざるを得ん。そのためならお前とだって手を組んでやる」

　雪乃先せん輩ぱいとほむら先輩だった。

　宿命のライバルが劇的に和解したみたいな雰ふん囲い気きで、握あく手しゆを交かわしている。

　それを見たそれぞれのギルドのプレイヤー達たちが、おおっと歓かん声せいを上げ拍はく手しゆしていた。

　先輩達も、ギルドメンバーを動員して本気で攻略しに来てるな。

　お互い大手のギルドのギルドマスターで動員力もあり、更に双ふた子ごで同じ家に住んでいるのだから予定も合わせやすいだろう。

　二人してこの夏は家に籠こもってゲーム三ざん昧まいって感じだな。

　今は夏休みなので、予定が合う合わないは攻略メンバーを揃える上で結構重要になる。

　ウチなんかあきらも前田さんも矢や野のさんもいないからな。

「予定していた家族旅行は中止ね。行ってる場合じゃないわ」

「無論だ。これより重要な事は無いからな」

「じゃああんたが、お父さんとお母さんにそれを言ってね。任せたわ」

「それは断る。お前が言うがいい。言い出だしたのはお前だ」

「はぁ!?　あんたが一応お姉ちゃんでしょ、なら姉妹を代表しなさい！」

「都合のいい時だけ姉扱あつかいするな！　厳しい交こう渉しようになるのは間ま違ちがいないんだからな――！　よかろう、こうなったら――」

「「ジャンケンぽんっ！　あいこでしょ！　あいこでしょ！」」

　熱いジャンケンバトルが始まっていた。

　気持ちは分からないでもないが、旅行の予定があるならそれは行ってあげればいいのに――とちょっと思った。

　俺なんか、これを見み越こして初めから夏休みに何の予定も入れてないからな！　抜かりはないのだ！

「あいこでしょ！　やったー！　勝ったわ！　はい雪乃、あんたがお父さんとお母さんに言うのよ！　えげつないくらい怒おこられるといいわ！」

「くっ……！　仕方あるまい――！　こうなれば旅行までにクリアするのみだ！」

「いや、直前に言ったら余計怒られるような……」

　と、見ていた俺が突っ込むと二人ともこっちを見た。

「おお、蓮か。やはりお前は聞きつけて来るだろうなと思っていたぞ」

「俺には旅行とかの縛りは無いですからね。夏休みはひたすらゲームできる環かん境きようを整えてますんで！」

　うちの場合好きな事をとことん突つき詰つめろと言われているので、ひたすらゲームやりたいから旅行には行かないという主張が通るのである。

　まあ親父と母さんはどっか行くって言ってたような気がするが。

「ふふふ、今回は手は組めないけど、やっぱり君は手ごわいわね。でも負けないわよ！」

　と、ほむら先輩が不敵に笑った。

「済まないな蓮。組んでみたい気もするが、もう攻略メンバーを決めてしまったのでな」

「このダンジョン、ＰＴのレベルによって敵のレベルも変わるみたいなのよね」

「そうなんですか。レベルに見合った敵が出てくる、と――」

「ああ。それによって誰が入っても近い難易度を確保する仕様のようだが、高レベル帯の方がこちらの装備やアーツの種類は豊富になるからな」

「『レベルアジャスト』で下げちゃうと、大量にいいアイテムがあっても高レベル用のが使えないからね」

「実際どのレベル帯で挑いどむのが一番有利なバランスかは分からんが――せっかくなら私達のフルスペックで臨のぞんでみたいというわけだ」

「なるほどなるほど――」

　まあ確かにそうだろうな。

『レベルアジャスト』でレベルを合わせる時点で、タレント枠を１つ『レベルアジャスト』で持っていかれるわけだからな。

　それだけでも本来の戦力からダウンしていると言える。

　ガチンコの攻略なら、貴重なタレント枠を『レベルアジャスト』で潰つぶすのは勿もつ体たいない。
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　その分何か別の役立つものをセットすれば、それだけ攻略確率が上がる。

　小さい事に思うかも知れないが、そういう小さな事の積み重ねによって結果が大きく変わって来るのだ。疎おろそかにしてはならない。

　小さなことからコツコツと！　である。

「了りよう解かいです。俺達は俺達で頑がん張ばるんで、競争ですね！」

「ああ、負けんぞ、蓮！」

「じゃあね、そっちも頑張りなさいよ」

　と言って、雪乃先輩とほむら先輩達は洞穴の奥の方に進んで行った。

「うーん、先輩達も気合入ってたな……」

　ある意味当然だな。『レインボーガード』の性能が性能だからな。

　俺もうちのギルドで一つは是ぜ非ひ確保したいところだ。

　あきらが今後気き兼がねなくゲームできるためには絶対必要だし、アイテム属性がＯだけなので他人に渡わたすことが可能だ。

　性能的にタレント装備数＋１が欲しい時は、借りて使い回すことが出来るのだ。ギルド全体として戦力アップになると言える。

　誰かのタレント枠が１つ多いおかげで劇的に状じよう況きようが変わる事って、突き詰めると多分あるからな。

　工く夫ふうの余地が増える事はいい事である。

「じゃああたし達も早速入ってみましょうよ、蓮！」

「おう！　行ってみようぜ、とりあえず偵察だ！　中を見ない事には始まらん！」

　と俺とエミリーが洞穴の奥に進もうとするが――

「待った、高代にエミリーちゃん！」

「「ん？」」

　俺とエミリーが揃そろって片岡を振ふり向むく。

「中入るには、入場料代わりに転移用のアイテムを買わんとダメだぜ」

「ああそうなのか、どこに売ってんだ？」

「……あれだ」

　と、片岡が指差すのは、とんでもなく長く伸のびた行列である。

　まるで二時間待ちのジェットコースターに並ぶ行列だった。

　こんな所まで遊園地っぽくしてもらわなくてもいいんだが――

「……並ぶか」

「仕方ないわね――」

　俺達は列の最さい後こう尾びに並ぶ事にした。

「いらっしゃいませ～♪　アーズワース海底遺跡群への突とつ入にゆう用アイテム『転移石』のご購こう入にゆう希望の皆みな様さま～最後尾はこちらでーす！　順にお並び下さ～い。なお途と中ちゆうで在庫が切れる場合もございますので、その場合はご容よう赦しやくださ～い！」

　と、行列の整理をしているＮＰＣのお姉さんが笑顔で呼びかけていた。

　こちらもケモミミだった。異世界サーマルのスタッフのＮＰＣは皆こうなんだな。

　開発者の趣味か？　まあ俺も嫌きらいではないが。

「『転移石』の販はん売ばい価格は一つ５万ミラとなっております～♪　お得な十個セットは何と45万ミラでお求めいただけまーす♪　なお、突入可能な人数は１ＰＴ６名様まで。一度の突入での制限時間は30分となっておりまーす」

　む……結構するな。まあ、中で取れるアイテムはいいものと交換できるわけだし、そのくらいの入場料は取られるか――

　まあ宝探しのためのチケットってとこか。タダで遊べる夢の国なんてないもんな。

　しかし結構かかるだけに、資し金きん繰ぐりも考えて攻略しないとだな。

「コケー。結構金がかかるコケなー。蓮、お金は大だい丈じよう夫ぶコケか？」

「うーむ。あんま無いけどな。まあ、50万ミラくらいはあるぜ」

　ギルドショップの経営は相変わらず順調ではあるので、そこそこの蓄たくわえはあった。

　とはいえ最近ロマン砲ほう仕様の紋章術師のランニングコストがどんどん増しているので、50万ミラを溶とかそうと思えば簡単に溶かせる。

「コケー。じゃあそれ使うと、殆ほとんど無くなるコケかなー……奥おう義ぎに使う素材を買えなくなるコケ」

「大丈夫だ素材のストック自体はそこそこあるし、十個セット買うぞ！」

「ええぇぇぇ？　後で困っても、おいら知らんコケよ～？」

「いいんだよ、ハイリスクハイリターンを狙おうぜ！　うまく中でアイテムが取れりゃ、黒字もあり得るんだからな！」

「大丈夫コケかな～……」

「あ、蓮。あたしも半分出すわよ！」

「お!?　いいのか？」

「もちろんよ！　一いつ緒しよに楽しみましょ！」

　エミリーのレベルは79でジョブは重じゆう騎き士しだ。

　レベルも俺に近いし、純正盾役タンクのこの重騎士とは組んだことがないので、新しん鮮せんでもある。

　出来ればボンクラーズ寄りのジョブの方が燃えると言えば燃えるのだが、そこは仕方がないだろう。

　昔は俺と似たような事をやっていたエミリーが、優ゆう遇ぐうジョブの中に入る重騎士をやっているのはちょっと驚おどろきだが――まあそれを言っても仕方がない。

　ジョブなど関係なく、エミリーと久しぶりに一緒にゲームできるのは楽しい事だ。

「だけど蓮って相変わらずね？　紋もん章しよう術師って一番弱いって言われてるのに、しっかりそれ選んでるんだもの――昔はよく一緒に、わざと弱いキャラ使ってゲームしたわね。弱い奴やつが輝かがやく事こそロマン！　とか言って――」

「……今でも言ってるコケー。むしろ言わない日はないくらいコケ～」

「……お前昔からそーなんだなぁ」

　と、ココールと片岡から呆あきれたような目で見られた。

「あはははっ！　そうなんだ、やっぱり蓮はいいわね～。で、今はどんな風に紋章術師を使ってるの？」

「ああそれは――ずばり一いち撃げき大ダメージ特化のロマン砲だ！」

「へぇ……！　どれどれ？　どんな風にやるの？」

「ああそれはな――」

　と、目を輝かせるエミリーに、俺はロマン砲仕様について色々と解説した。

　これから一緒に攻略に臨むわけだし、こっちのスタイルを知って貰もらうのに丁度いい。

　俺の場合、ジョブのテンプレート的な役割とまるで違う事をするからな。

　言っておかないと戸と惑まどうだろう。

「なるほど――本当に一撃大ダメージ特化ね……！　清すが々すがしい位それしかないわ！　そんなだと、ソロでちょっと素材狩りするのも苦労しそうよね――狩るには狩れても壊こわす武器代で大赤字になるし、そうしないようにすれば、雑魚ざこモンスターにも負けるわ！」

「――何も言い返す事がないぜ。ついさっき、素材狩りでスライムが狩れずに逃とう亡ぼうした所だからな！」

「あはははは！　そうよね、そうなるわよね……！　でもジョブを変える気なんてないんでしょ？　このままロマンに生きるのよね？」

「ああ！　俺が紋章術師を引退するとしたら、世間一いつ般ぱんに紋章術師が見直されて、ボンクラーズじゃなくなった時だな！　それまではロマンを追い求めるのみだな！」

「うんうん。蓮はそうじゃないと面おも白しろくないわよね！」

「おう！　あ、そういや片岡」

「何だ？」

「お前のギルドで攻略本発行してるだろ？　ロマン砲仕様の紋章術師の事は載のらねーのかよ？　載せてくれたら、紋章術師の人気も出ると思うんだが……」

「いや俺にそんな権限ねえしなあ――だけど普ふ段だんの使い勝手が悪すぎて、人気にはならんと思うが――？　別に俺もすげえとは思うが真ま似ねしたくねえし」

「分かんねーだろ。取り敢えず試ためしてみようって奴は増えるだろうし、宣伝は重要だ」

「いやいや、いいトコだけ載せて騙だましたら詐さ欺ぎだしな。それでこっちが文句言われるんだぞ？　もっと手軽に使えるようにしてくれねーと、安心しておススメできねえよ。まあ一応ギルドの上の方に言っといてはやるけど、期待はすんなよ」

「くっ……まあ頼たのむぜ。しかしまだまだ世間の評価は追いついてないって事か――」

「まあ、ここの攻略で大だい活かつ躍やくすればそれが評判にもなるんじゃない？」

「そうか――そうだな、紋章術師の力を見せてやるぜ！」

　そんな風に盛り上がりつつ俺達は行列が進むのを待った。

　結構な時間がかかったが、無事『転移石』の十個セットを買えた。

　俺77、エミリー79、片岡78、ココールは１０３だったのでレベル合わせのために片岡に『レベルアジャスト』を使ってもらい、レベル77に統一した。

　さぁ夏休みの宿題こと『アーズワース海底遺跡群』の探たん索さく開始だ――！

「よし行くぜ――！」

　洞穴の奥に進むと、そこには某ぼう有ゆう名めい観光地の真〇の口よろしく、壁にあしらわれた大きな石の顔面があった。

　ライオンともトラとも言えるような恐おそろしげな獣けものの顔をしており、牙きばの生えた大きな口の奥が黄緑の光をたたえていた。

「こんにちは♪　中に入りたい人は、私の口に『転移石』を投げ入れてね♪　通常の『転移石』なら制限時間は三十分。『上級転移石』なら制限時間一時間。『超ちよう級きゆう転移石』なら何と二時間だよ♪　ちなみに一日に中に入れる回数は一人五回までだよ。ご利用は計画的にね♪」

　まさかのアニメ声の女の子の声!?

「……なんか調子狂くるうコケな～」

「ああ。そうだな――まあとりあえず普通の『転移石』で」

　俺は言われた通りに『転移石』をアニメ声のライオンヘッドの口に放ほうり込んだ。

「ありがとぉ♪　じゃあ、どこから始めるのかな？　『セルリアの銀ぎん盤ばん』があれば、途中でセーブしておいた場所から始められるよ♪」

「何だそれ？　持ってないけど――？」

「ああ初めてのお客さんだね。じゃあこれをどうぞ♪」

　ライオンヘッドが口から銀色の円えん盤ばんのようなものを吐はき出した。

　なかなか凝ったデザインで、綺き麗れいな幾き何か学がく模様が彫ほられている。

「中のどこかにセーブポイントがあるからね。それにこの『セルリアの銀盤』をかざせば記録がセーブされるから、次回はそこからスタートできるよ。当然奥に行けば行くほど先に進むのは難しくなるけど、その分いいアイテムが出る確率が上がるよ！　中にはまだ誰も知らないアイテムもあるかもね――頑張ってね！」

　なるほど、基本的に中にあるセーブポイントを目指して進み、記録を徐じよ々じよに伸ばして深い階層を目指していくわけだな。

　どのくらいの間かん隔かくでセーブポイントが配置されているかは分からないし、各階層ごとのクリア条件がどんなものかも分からないが――

　まあそれは、行ってみればすぐに分かる。

　百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずだ。だが一見したならばきっちりデータを取っておき、解かい析せき＆検証を怠おこたるべからず！　それが検証厨というものだ。

「では、よいダンジョンライフを！　お客様をごあんなーい♪」

　目の前がぐわんと歪ゆがんで行く。異世界サーマルに来た時のようなワープだ。

「さぁいよいよ始まるわね！」

「ああ楽しみだな！」

「希美様のために調査できるだけするぜ！」

「コケ～。おいらまで来ちまったが、来た以上は頑張るコケ～！」

　そして俺達の目の前の景色が歪んで変わって行き――

　歪みが元に戻った時には、そこはもう別の場所だ。







第３章　アーズワース海底遺跡群







　青黒い石の壁かべに覆おおわれた、四角い部屋の中。

　壁も天てん井じようも、細かく文様が刻まれた正方形の石を敷しき詰めたような構造になっている。

　正方形の石のブロックで作った巨きよ大だいな構造物――そんな感じだ。

　そしてその中に――乗車率１００超ごえの電車内くらいの密度で、茶色いスライムがうじゅうじゅとひしめき合っていた！　その数は優に数十を超こえている！

「な……!?　何だこれ!?」

「な、何よこれ聞いてないんですけどっ!?」

「うおおおおおっ!?　何だこれ罠わなか!?」

「コ、コケー!?　えらいこっちゃコケ～!?」




　じゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅる！




　スライムは当然そのど真ん中に現れた俺達に反応し、一いつ斉せいに襲おそい掛かって来る。

　大集団による出待ち奇き襲しゆうだ、ダメージログがとんでもない勢いで流れて行く！




　マッディスライムの攻こう撃げき。蓮れんに31のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。蓮に22のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。蓮に19のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。蓮に28のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。エミリーに13のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。エミリーに14のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。エミリーに15のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。エミリーに20のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。真しん一いちに55のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。真一に54のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。真一に66のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。真一に70のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。ココールに２５６のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。ココールに２８８のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。ココールに２２２のダメージ！

　マッディスライムの攻撃。ココールに２６６のダメージ！

　ココールは力ちから尽つきた……




　ダメー！　生身のココールに直接攻撃はダメー！

「と、とうとう天に還かえる時が来たようだコケ……」

「ココーーーーーールっ!?」

　死んだ！　開始三秒で死んだ！　秒殺にも程ほどがあるだろどうなってんだこれは!?

　と、そこでピンポーンという音と表示されるシステムウィンドウ。




　モンスターハウスだ！

　どうやらこの階層にはモンスターが大発生しているようだ！




「うるせー知っとるわぼけえぇぇぇぇぇぇっ！」

　俺は思わずシステムメッセージに突っ込んでいた。







[image: ]







　無情なメッセージはさらに続く。




　こんなことはめったに起きない。なんて運が悪いんだろう！




「いや一発目ですけど!?　どんなクソゲーだよって思ったぞ！」

　ゲートは既に開いている！

　とにかく早く次の階層へのゲートを探して逃にげ込もう！

「それしかねえわな――！」

「あたしが囮おとりになるっ！」

　エミリーが範はん囲いヘイト獲得タウントスキルの『名乗り』を発動。

　その場に詰めかけるスライムたちが一斉にエミリーへと集中する。

「よしここで――！　『ディアジルサークル！』」

　リューに向けて鈍どん足そく効果を持つ『ディアジルサークル』を発動。

　したつもりだったのだが――

「ん……!?　発動しない!?」

「うぉ何だこれ!?」

　声を上げる片かた岡おかの足元が赤い光に包まれていた。

　これは何かのトラップか!?

　ログに片岡が踏ふんだトラップの効果が表示される。




　静せい寂じやくの呪法結界が発動！　この階層では全すべての魔ま法ほうが封ふうじられます。




「うわちゃ～！　こんなのまであるのかよ!?」

「くっ――！　蓮たちは逃げて！」

　エミリーはガードを固めながらスライム達を別の部屋に誘ゆう導どうしようとするのだが――

　鈍足フィールドで引き離はなせないとなると、敵の攻撃をもろに受けてしまう。

　いくら何でも多勢に無勢。ゴリゴリＨＰを削けずられてやがて倒たおれる。

「あうっ！　ご、ごめんね蓮――！　こんなの聞いてなかったわ！」

　続いて片岡も倒れる。

「うげええぇぇぇっ!?　こ、こうなったら盗ぬすむだけ盗んどくか！」

　片岡は、最後の力を振り絞しぼってアイテムを盗むのを試みていた。

　そして俺おれもサークルでＭＰ捨てが出来ないので、上手うまくＨＰ調整が出来ない――

　何とかガードを固めるが、流石さすがに敵が多すぎて背中からも殴なぐられる。

　満員電車で周りを人に囲まれて、ぎゅうぎゅうにされているような状態なのだ。

　奥義を撃うとうにも『ターンオーバー』を組み込んでいるから、発動した瞬しゆん間かんに満タンのＭＰがＨＰになってしまい、敵を一撃で沈しずめるだけの火力にならない。

「ぐぬぬぬぬぬ――！」

　ＨＰ半分のイエローゾーン突とつ破ぱ。三割以下のレッドゾーン突破。

　残り一割――だが――

　特に見せ場もなく俺も死んだ！

「ちくしょー……どうしようもなかったぜ――」

　何て事故だ、初回で即そく死しとはな……俺は床ゆかとキスしながら唸うなる。

「まあ高たか代しろよ、何もなかったわけじゃねえぜ？　戦利品はあるさ」

「……？」

「まま、取りあえず戻もどろうぜ――」

「ああ」

「分かったわ」

「コケー……」

　というわけで俺達は死に戻りの処理をしたが――

　復活ポイントは例の水上コテージだった。

　異世界サーマルにいる間は、ここがベースになるらしい。

「やれやれ酷ひどい目に遭あったぜ……」

「ほんと初見殺しもいいとこだわ。メッセージを見る限りじゃ、そう頻ひん繁ぱんには起きないみたいだけど――」

「いきなりそんなもの引き当てるなんて、運がいいやら悪いやらコケ～」

「まあまあ。さっきも言ったが、一応戦利品はあったぜ」

　と、片岡だけは満足気だった。

「ああ言ってたな？　何がだよ？」

「これだぜ。最後に盗んだら取れたわ」

　と、片岡は俺に赤い化石のようなアイテムを手て渡わたして来た。




　蓮は『炎ほのおの化石』を真一から受け取った！




「ん!?　おおこれ俺の新魔法の交こう換かんアイテムじゃねーか！」

「おう。まあお前にやるよ、あれで取れるなら結構他にも取れるだろうしな」

「おお悪いな、ありがとよ！」

「やるぅ！　意外に有能なのね、君って！　蓮のためにありがとう！」

　エミリーが自分の事のように喜んでくれた。

「いや、最後トラップ踏んでなきゃまだ粘ねばれたかも知れねえからなあ……ミスった詫わびって事にしといてくれ」

「よし、じゃあ気を取り直してもう一回行くか！　『炎の化石』も交換したいしな！」

「オッケー。じゃあ行きましょ！　リベンジよ、このままじゃ引き下がれないもの！」

「コケ～！　行くコケ～！」

　と言うわけで俺達は再び『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』の入り口に戻る事にした。

　着くとすぐに、景品の引ひき換かえカウンターで『炎の化石』と紋章術師の新魔法『エレメンタルサークル』を引き替かえてゲット！　使用して早速覚えた。

「っしゃあ！　どれどれどんな効果だ……」




　エレメンタルサークル（消費ＭＰ30～∞　再使用時間　０／10秒）

　　〈効果〉足を踏み入いれた味方の攻撃に精せい霊れいの加護を与あたえる紋もん章しよう陣じんを設置

紋章術師専用




　お？　足を踏み入れた味方に――と書かれているという事は、これは味方の強化効果なのか!?　おおおー！　ついに紋章術師にも強化系の魔法が来たか！

　これはあれだな、いわゆるテコ入れというやつですな。

　相変わらず世間ではボンクラーズの王扱いされてるのを救済してくれるのか。

　俺もこれまでそこそこ紋章術師で結果を残してると思うが――

　片岡も言っていたが、まだまだ使い勝手が悪過ぎるのか紋章術師のジョブ人口は増えて行っていない。

　銭ぜに投げにも程がある攻撃スタイルだし、戦法が周りに依い存ぞんし過ぎると言うか――

　ソードダンサーが一緒に居てくれないと真の力が発揮できないからな。

　ソロだと素材狩りのスライムにも逃とう走そうするレベルだし。

　この『エレメンタルサークル』で使い勝手が良くなってくれるといいな！

「足を踏み入れた味方に精霊の加護を与える――か。具体的にどんな効果なのかしら」

　俺が開いたシステムメニューを覗のぞき込みつつ、エミリーが言う。

「何にせよ使ってみないと始まらん、さっそく検証を兼かねてもう一回突入しようぜ！」

「そうね、行きましょ！」

　エミリーが俺の腕うでに抱だき着ついて引っ張る。

　振る舞まいがアメリカンで無む駄だに距きよ離りが近いから、無駄にドキッとしてしまうな……

　ジョブが重騎士だけにバトルエリアだとガチガチのアーマー装備だが、普段はソードダンサー装備ほどでは無いが多少肌はだの露ろ出しゆつが多い服だ。

　腕に抱き着かれると胸の感かん触しよくが気になる――無駄にリアルだからな、このゲームは。

　いやいやダメだダメだ。俺は心頭を滅めつ却きやくする。

　エミリーはあきらと違ちがうのだから、そういうのをあまり意識してはいけない。

　あきらが相手なら、素す直なおに喜んで全力で楽しむんだが！

「あれえ？　さっき来たばっかりだったのにまた来たんだ。早かったね♪」

　入口のアニメ声のライオンヘッドが、わざわざ言わなくてもいい事を言って来る。

　うるせーな言わせんなよ、速そつ攻こうで死んだんだよ。

「ちょっと事故っただけだ！　次はやってやるからな！」

「うんうん頑張ってね♪　では、お客様をごあんなーい♪」

　さて再び目の前がぐわんと歪んで行き――

　また、正方形の石のブロックで作られた遺い跡せきのようだが、今度は大きな広間のような場所に出た。




　ピンポーン。

　ゲート開放条件。全ての敵を倒せ！




　そうメッセージが流れる。

　当然だが先さき程ほどの様にいきなりモンスター大発生というわけではない。

　遠目に何体かは見えるが――

　ここの敵を殲せん滅めつすれば、次の層へのゲートが開くわけだ。

「よしよしこういうのだよ！　早さつ速そく倒たおしていこうぜ！」

　倒しつつ実戦で『エレメンタルサークル』の性能も検証するぞ！

　初期配置から手近にいたモンスターは、これだ。




　アーズワース・ドール　レベル77×２




　魔法で動いてるマジック・ドール系の敵である。

　足元が車輪になっている、機械の案山子かかしという感じだ。

　先っぽに鉄球が付いた痛そうな両手杖を携たずさえている。

　アーズワースの名前を冠かんしているからか、ボディの材質がこの遺跡を構成する石のブロックと同じような色合いである。

「よぉし――！　片かたっ端ぱしから倒して行くわよ！」

　エミリーが二体の敵に真っ向から突っ込んで『名乗り』を発動してターゲットを取ってくれる。それに合わせて片岡は敵の背後を取りに行き、ココールはインフェルノアーマーを呼び出して『装着憑ひよう依い』していた。

　そして俺は――

「よっしゃ！　『エレメンタルサークル』！」

　まずは検証だ！

　俺は自分の足元に小しよう範はん囲いのサークルを展開した。

　この魔法、消費ＭＰ30～になっているように、他のサークルよりＭＰ消費量が多い。

　当然効果範囲を大きくすると、その分ＭＰ消費も加速度的に増える。

　今はＭＰを捨てて大ダメージを取りに行くロマン砲の動きではなく、この『エレメンタルサークル』の可能性を試すシーンだ。

　ＭＰはちゃんと刻んで使うぞ！　俺だっていつもいつも馬ば鹿かみたいにＭＰを捨てるばかりではないのだ！

「どれどれ――？　おお赤いな」

　俺が唱えた『エレメンタルサークル』は赤色の光を発しており、チラチラと炎の影かげのようなものも見える。

　という事は火属性か？　説明文によると攻撃に精霊の加護を得るんだよな？

　今俺がサークルの上に乗っているわけだが――？

　これで攻撃に精霊の加護を得てるわけだよな？

「ふーむ？」

　とりあえず、仕込杖の杖モーションで通常攻撃を出だしてみる。

　すると――




　ボウゥッ！




　俺の攻撃に合わせて、仕込杖から炎の弾たまが発射されたのだ。

　それが、エミリーと向かい合うアーズワース・ドールに当たった。




　蓮の攻撃。アーズワース・ドールに66のダメージ！




「おお――!?」

　普ふ通つうに当たった！　普通にダメージが出た！

　物理攻撃判定だとヒットさせるのにＤＥＸ器用が必要となり、そちらの育成を完全に捨てている俺ではレベルの近い敵にはまず当たらない。

　それが当たるという事は、このファイアボール的なのは見た目通り魔ま法ほう攻こう撃げきって事になるな。言わば、あきらのスカイフォールが発する衝しよう撃げき波はと一緒だ。

　つまりこういう効果のサークルだと――これは結構いいんじゃないか？

　少なくともさっき素材狩りをしている時にこれがあったらスライムを倒せていた。

　つまり、足りていない紋章術師のソロ活動能力を補う効果はあるわけだ。

「なるほどな――よしもう一発！」




　ボウゥッ！




　蓮の攻撃。アーズワース・ドールに66のダメージ！




「おおーー！　いいねえ！」




　ボウゥッ！　ボウゥッ！　ボウゥッ！




　蓮の攻撃。アーズワース・ドールに66のダメージ！

　蓮の攻撃。アーズワース・ドールに66のダメージ！

　蓮の攻撃。アーズワース・ドールに66のダメージ！




　エミリー達たちが出しているダメージに比べれば決して高くはないダメージだが、何もできないよりはずっとましだろう。

　似たような事はタレントで攻こう撃げき魔ま法ほうを使えるようにすれば可能だが、デフォルトの能力でそれが出来るようになったのは大きい。

　その分を他のタレントに回せば、紋章術師としての総合力は増す。

　課題のソロ能力が改善されれば、ジョブの評価も上がるしな！

　俺が喜んでサークルから火か炎えん弾だんを放ちまくっているうちに、エミリー達が二体のアーズワース・ドールを撃げき破はしていた。

「よし次行くわよ次！」

　走りながら、エミリーが俺に話はなし掛かけてくる。

「今のが新魔法の効果？　あの上に立ってると魔法の追加攻撃が出るようになるのね？」

「ああ――そうみたいだ！　結構いいと思う！」

「次はおいら達にもかけて欲ほしいコケ～。サークルを敵の近くに置いてくれコケ」

「そうね。その方が削りが少しでも早くなるし！」

　ココールの提案にエミリーが頷うなずく。早さつ速そく役に立つようで嬉うれしい！

『エレメンタルサークル』で広がった戦せん闘とうの幅はばにロマン砲が組み合わされば、とうとう世間から評価を受けて、紋章術師がボンクラーズを卒業して大人気になるかも知れん！

「おうよ、任せとけ！」

　俺はウキウキと、エミリー達の少し後ろを進む。

「お！　いたぜ次の奴――！」

　片岡が敵を発見する。




　フリーズリザード　レベル78×３




　氷のような水色の表皮を持つ大トカゲだ。

　いいねえ、『エレメンタルサークル』の追加効果の炎がよく効きそうだ！

「さぁかかって来なさい！」

　エミリーが『名乗り』を発動しながら突っ込む。

「リュー！　エミリーに付いて行け！」

　と指示しつつ、リューをターゲットに再び『エレメンタルサークル』！

　だが今度発動したサークルは、赤ではなく青い色をしていた。

　冷気のようなエフェクトもチラチラしている。

「んん……!?　炎じゃねーな！」

　そしてリューが近くにいるためサークルの上に乗った状態のエミリー達が、フリーズリザードに攻撃を仕し掛かける。




　エミリーの攻撃。フリーズリザードに１６５のダメージ！

　エミリーの攻撃。フリーズリザードのＨＰが66回復した！




「あ――!?　回復させちゃった!?」

　フリーズリザードは名前の通り氷属性の吸収能力を持っているのだろう。

　そこに追加効果の氷ダメージを入れてしまうとこうなる。

　そうか『エレメンタルサークル』で発動する属性はランダムなのか……!?

　これはちょっと使い辛づらいな。

　属性を選べないので、今みたいな特定属性吸収の敵に当たると回復させてしまう。

　続いてココールや片岡も攻撃を開始してしまっていた。




　インフェルノアーマーの攻撃。フリーズリザードに87のダメージ！

　真一の攻撃。フリーズリザードに１０７のダメージ！




　あれ、ココールも片岡もサークルに乗ってるのに敵が回復しない？

　追加効果が出ていないみたいだぞ？

「リュー！　戻って俺の所に！」

　リューが動くと青い色の『エレメンタルサークル』も付ふ随ずいして動く。

　これがリューの持つ『ターゲットマーカー』の効果である。

　そして今度は俺がサークルの上に乗り――試しに武器を振ふってみる。




　ピキィィンッ！




　今度は氷結弾が生まれて、フリーズリザードに当たった。




　蓮の攻撃。フリーズリザードのＨＰが66回復した！




　ああ今度は発動してしまった！　みんなすまん！

　しかし、さっきココールと片岡が攻撃しても発動しなかったのはどういう事だ？

　俺が首を捻ひねっている間にも、エミリー達はバトルを継けい続ぞく。

　ゴリゴリとフリーズリザードを削って行く。

　そして締しめに、エミリーは槍やりをぐさりと地面に突つき立たてるモーションを取った。

「奥おう義ぎ『赤き災厄レツド・デイザスター』ーーーッ！」




　ズゴオオオオォォォォッ！




　地面に突き立てた槍を中心に、猛もう烈れつな炎が吹ふき上あがる。

　それが放射線状に広がっていき、フリーズリザード達を焼やき払はらった。




　エミリーの赤き災厄レツド・デイザスターが発動。

　フリーズリザードに１８７７のダメージ。エミリーはフリーズリザードを倒した。

　フリーズリザードに１８７７のダメージ。エミリーはフリーズリザードを倒した。




「おー！　それデッドリー・キングの技わざだろ？　やるなあ！」

　次のターゲットを探して走りつつ、俺はエミリーに話しかける。

　あいつにはいろいろお世話になったからなあ。

　覚えられるんだなコレ。

　そういや倒せたら赤き災厄レツド・デイザスターを習得できる奥おう義ぎ書しよを落とすって話だったか――

「お。さすが蓮、お目が高い。『スキルチェーン』なしで覚える単体の奥義って貴重だしこれは取るわよね！　蓮も取ってるんでしょ？」

「いや――俺は取ってないけどな」

「え？　そうなの？　まだ倒してないの？」

「いや倒したけど、仲間にしたからドロップアイテムは無かったなあ」

「えー勿もつ体たいない！　初回撃破時しか落とさないのよ、赤き災厄レツド・デイザスターの奥義書！」

「そうだったのか!?　まあ――別にいいか、あれはあれで必要だったしな」

「今さらながらすまんコケ～、蓮。おいらも知らなかったコケよ」

「いやいいって事よ。一発のロマンの方が大事だからな。あれは役に立ったぜ」

「どういう事？」

　首を捻るエミリーに、俺とココールはギルド対たい抗こうミッションでの事を説明する。

「あははははっ！　でも蓮らしいわね！　そういうのっていいと思うわよ、あたし！」

　笑い声を上げながらもエミリーはしっかり次のターゲットを見つけ、『名乗り』を発動していた。




　アーズワース・ガーディアン　レベル85




　多少強めの、石で出来た巨きよ人じん型の敵だ。

　アーズワースの名前が付いているからか、やはり体の材質がダンジョンを構成している石ブロックに近いようだ。

　こいつには特定属性の吸収能力は無さそうだ。

　もう一丁例のやつ行くぞ！

「『エレメンタルサークル』！　リュー！　エミリーの横に！」

「りょうかい～！」

「ん……また色が違うなこれは――」

　今度は黒と紫むらさきの中間くらいの色だ。色的にこれは闇やみ属性とかか？




　エミリーの攻撃。アーズワース・ガーディアンに１２２のダメージ！

　エミリーの攻撃。アーズワース・ガーディアンに60のダメージ！

　エミリーのＨＰが60回復した。

　エミリーのＨＰ上限が60増えた。

　インフェルノアーマーの攻撃。アーズワース・ガーディアンに58のダメージ！

　真一の攻撃。アーズワース・ガーディアンに70のダメージ！




「お!?　何だこれ!?」

　ログを見るに、闇属性の『エレメンタルサークル』にはＨＰ吸収効果も付いてるって事か。しかもＨＰ上限が増えたというログまで――？

　俺はＰＴメンバーのＨＰＭＰリストに注目。

　ああ確かに分母の数字が増えている――




　アーズワース・ガーディアンの攻撃。エミリーはガード。23のダメージ。

　エミリーの攻撃。アーズワース・ガーディアンに１１９のダメージ！

　エミリーの攻撃。アーズワース・ガーディアンに60のダメージ！

　エミリーのＨＰが60回復した。

　エミリーのＨＰ上限が37増えた。




　次に流れたログはこうだ。

　エミリーのＨＰが満タン状態から23のダメージを受けた。

　っていうか重騎士は固いなやっぱり――

　で、ＨＰが23減った状態から60回復と。

　上限から溢あふれた37の分がＨＰ上限に足された――と。

　ほほうなかなか面おも白しろいな。

　ＨＰ回復だけでも支し援えん効果としては役に立つだろうし、ＨＰのブーストは盾たて役の強化にもなる。コレどのくらいの効果時間があるんだろうな？

　それから、ＨＰＭＰリストを見ていて気が付いたことが――

　エミリーが一発敵に攻撃を当てるごとに、ＭＰが５消費されているのだ。

　つまりこのサークル、武器攻撃に追加効果を乗せるたびにＭＰを食うのだ。

　エミリーの重騎士はデフォルトのＭＰは持っていないがタレントで魔法を使えるようにしてあるらしく、ＭＰがある程度はある。片岡やココールはＭＰはゼロだ。

　勿もち論ろん俺おれにも無駄に多いＭＰがある。

　追加効果の発動に必要なＭＰが無いと効果は発動しない、と。

「なるほどな――しかしこれは……」

　正直どうなんだ？

　ＭＰ５消費で追加ダメージが約60か。

　魔道士ウイザードならＭＰ５使えばもっとダメージを出せそうな気がするぞ。

　それにタレントによる補強に頼たよらず、紋もん章しよう術師生はえ抜ぬきの能力でダメージ能力を得たのはいい事なのだが――

　ＭＰが無いと追加効果発動しないのはイマイチだな。

　支援相手を全員ＭＰ持ちにする必要がある。

　しかもそこまで構成を縛しばったところで、ＭＰを強制的に食ってしまうのだから――

　聖騎士パラデインのように回復魔法を頻繁に使うジョブ相手だと、逆にＭＰを削る弱体化にも成り得る。

　ちょっとした追加ダメージより回復用のＭＰの方が欲しいジョブだからな。

　エミリーも今タレントで回復魔法を使えるようにしているのだが――

　追加効果が発動する度に回復リソースをゴリゴリ削ってしまっている事になる。

　しかも今までの所、どの属性のサークルが発動するかはランダムだ。

　闇属性はＨＰ吸収や最大値増加があり、使いようによっては面白そうだが――

　ＰＴ戦で役立てるには条件が厳しいな、これは。

　確実に計算できる能力しか評価されないのが世の中だからなあ。

　ＭＰを無駄に余らせている俺みたいな奴やつには丁度いい遊び道具って感じか？

　俺だけ入るサークルにして、後ろから追加効果ぶんぶんしとけば、多少なりとも削りの攻撃の役には立つからな――

　……つまりあれだな。ゲーム開発側の意図としては、紋章術師に劇的な強化能力を与えてジョブ評価が上がるような新魔法追加はする気が無いって事だな。

　苦手なソロでもちょっとダメージ与えられるようにしてやるから、これで遊んどけと。

　……いいだろう。だが俺はまだ諦あきらめんぞ！

　こいつを検証しまくって、何とか活いかすようにしてやるからな！

「『スケープゴート』！　『シャドウウォーク』！　奥義『ダブルバックスタブ』！」




　真一のダブルバックスタブが発動！

　アーズワース・ガーディアンに２７２４のダメージ！

　真一はアーズワース・ガーディアンを倒した。




　今度は片岡がスキルでブーストした奥義で敵を撃破していた。

「やるぅ！　いい火力ね、君！」

　エミリーが片岡にニコッと笑いかける。

　こいつ銭も投げずにいいダメージ出しやがるぜ――！

　盗賊ローグは瞬間火力は結構あるからな。

「ああ――このくらいで褒ほめてくれるなんて、なんていいHimechanなんだ。希のぞ美み様もこうだったらなあ……」

　片岡は何やら感動している様子だった。

「Himechan？」

　流石に日本の独自文化なのかな、片岡みたいな奴って。

　いや外国にもありそうだが、言葉が違うのか――

　まあ面めん倒どうなので、触ふれずにいよう。

「いや、こいつの言ってることはスルーしといてくれ。先行こうぜ！」

「そうね――！」

　と、ここでピンポーンと音がしてシステムメッセージが。




　ゲート開放条件を達成！　次の層へのゲートを目指せ！




「お!?　もう全部倒したのか」

「結構少なかったコケな～」

「ゲートってどれかしら？」

「あれじゃないか？　あそこ！」

　と、片岡が指差した先に円状に並んだ柱とそれぞれを繋つなぐ光のラインで構成されたゲートが見えた。

　なるほどあれに入れば次へのワープだな――！

　俺おれ達たちは次の層へのワープへと飛び込んだ。

　ワープを進んで次の階層も、内部の雰ふん囲い気きは変わらずだった。

　文様入りの四角い石のブロックで構成されたダンジョンである。

　そして次のワープの条件も同じだった。




　ピンポーン。

　ゲート開放条件。全ての敵を倒せ！




「また同じね！　じゃあ行くわよ！　キミは先に行って、敵をかき集めて来て！」

　エミリーが片岡に指示を出す。

「おう分かった！」

　片岡は『スプリント』を発動して走り出す。

　フロアを一ひと巡めぐりして、敵をかき集めて戻って来るのだ。

　その方が、残りのメンバーの移動距離は少なくて済む。

　そして全部片岡が連れてくるので、敵を探す事は考えずにただ倒すだけで良くなる。

　エミリーは範はん囲い奥おう義ぎの赤き災厄レツド・デイザスターも持っている。

　がっとかき集めて一いつ斉せいに吹き飛とばす方が絶対に早い。トータルな攻こう略りやく時間を切きり詰つめる事が出来るだろう。

　エミリーなら固いから囲まれても生き残るし、俺が『ディアジルサークル』でマラソンも出来る。

　そこそこの数が集まっても問題は無いだろう。一発目に死んだのは、あれは不幸な事故だったのだ。

　こうやってだんだん動きを最適化して行くべし！

　そんなこんなで片岡が敵を集めて来て、その間に十分ＡＰアーツポイントを溜ためたエミリーが赤き災厄レツド・デイザスターで吹き飛ばした。

　――特に問題なくＢ２Ｆもクリア！

　続いてＢ３Ｆ、Ｂ４Ｆ、Ｂ５Ｆと敵の殲滅指令の連続だった。

　片岡が敵をさっくり集められるのと、エミリーの範はん囲い攻こう撃げきが強力。それに固くてＨＰ高めの敵には俺おれのロマン砲ほうが火を噴ふくので、４人だけのＰＴながらもそこそこのスピードで進めたと思う。

　ロマン砲を見たエミリーが笑って喜んでくれていて何よりである。

　そして、Ｂ６Ｆに侵しん入にゆうした所で30分だった制限時間が残り３分になっていた。

「もう時間ねえよな――セーブポイントとやらはどこだよ!?」

　セーブポイントでセーブしないと、次もまたＢ１Ｆからになるシステムだ。

　何フロア進めばセーブなのか分からないんだよな。

「お……何かあるぞ高代！」

　ワープの出現位置は狭せまい通路だ。

　真っすぐ進んだ突き当あたりの小部屋に、何かの宝玉が置かれた台座が設置されていた。

　お。ご丁てい寧ねいに上に名前が浮うかんで、セーブポイントって書いてるぞ！

「よっしゃセーブポイント来たな！」

「やったわね！　今回の攻略は成功って感じよね」

　俺は早速『セルリアの銀ぎん盤ばん』を取り出して、セーブポイントに翳かざしてみる。




　セーブしました！　次回以降はこの階層から再開が可能です！




「よーしよし！　行けた行けた！」

「これを繰くり返かえして、どんどん深い所に進むコケな～」

「で、最後まで行きゃあ『レインボーガード』の交換アイテムが手に入るってわけだな」

「きっとボスもいそうよね――どんなのかしら、わくわくするわね！」

「だな！　よし、制限時間まで適当に敵でも狩かっとくか」

　というわけで残り時間を適当に潰つぶすと、俺達は強制ワープでダンジョンの外へと排はい出しゆつされた。

　とりあえず一回行ってみて、大体の雰囲気は掴つかめたな。

　各層ゲートの開放条件は他にも色々ありそうだが、その辺は追々情報を蓄ちく積せきして行かないとな。

　で、パターン解かい析せきして法則性が見いだせればいいな。

　自分の好きな開放条件を狙ねらって出したりできると素す晴ばらしい。

　もう一回行っても良かったのだが、ココールと片岡は用事があるらしいので続きは明日以降に持もち越こす事にした。

　４人ＰＴで制限ぎりぎりだったので、流石さすがに俺おれとエミリーだけでは次のセーブポイントまで辿たどり着くのは難しいと判断した。

　明日になったら前まえ田ださんや矢や野のさんも来るだろうし、焦あせる事は無い。

　あきらは数日来れないって言ってたから、もうちょっと待ちだな――

　とりあえず三人にはこの水上コテージの事はメッセージで知らせておいたから、ゲームにログインしたらメッセージを見てここに来てくれるだろう。

　とりあえず俺としては、明日また『アーズワース海底遺跡群』に行く前に『エレメンタルサークル』の検証をしておきたい所だ。

　発動する属性はランダムのようだが、正確には何種類あって、どんな確率分布なのかを調べたい。

　割と複雑な仕様をしている魔ま法ほうなので、検証のし甲が斐いもあるというものだ。

　第一印象では、ＰＴメンバーへの支援として使うには、むしろデメリットになる場合も多いので微び妙みよう。自分のみサークルの効果を受けて追加攻こう撃げきを出す分には、まあ使えなくもない？　という感じだ。

　総じてソロ能力をちょっとプラスする趣しゆ味み的てき魔法と言ったところだろう。

　こういう困ったちゃんを活かして輝かがやかせることこそ、俺の喜び！

　やりがいがあるってもんですなあ！

「それじゃあおいら達は帰るコケー。まただコケ～」

「そんじゃーなー。また寄らせてもらうわ」

「おうお疲つかれさーん。いつでも来いよ！」

「ココちゃん片岡くん、ありがとね～。楽しかったわよ。またね～」

　エミリーは帰って行くココールと片岡に、にこにこと手を振っている。

　水上コテージには俺とエミリーの二人が残る事になる。

「さて……と。じゃあ今日のデータを纏まとめとくか！」

　俺はリビングのソファーに着くと早速『ディールの魔ま卓たく』を起動する。

　これはゲーム内で使えるノートＰＣといった所である。

「そうね。って言ってもまだＢ５Ｆまでだし、そこまで多くの情報は無いわよね」

　エミリーも付き合ってくれるらしく、俺の隣となりに座すわった。

　俺はリューがドラゴンレコーダーで出力したログも参照しつつ、出てきた敵の種類やゲート開放条件のリスト、それから各階層のマップの構造などをまとめて行く。

　マップ構造については恐おそらくランダムなのだろうが――

　ランダムと言いつつ何らかの法則があるのはゲームの世界ではよくある事。

　なので人より頭一つ先の攻略を目指すのであれば、こういう細かい部分を深ふか掘ぼりして行くのが大事である。

　俺は記き憶おくを頼りに複数の正方形を組み合わせたマップをＰＣ上で製図して行く。

「あれ――ここどうだっけな……？」

「右に曲がり角があって、三ブロック分先が行き止まりだったわ」

「お。さすがエミリーだなぁ！　ナイス記憶力、さすがプロゲーマーは違うな！」

「ふふふっ。でも蓮の方が覚えてる範はん囲いが広いわよ？　蓮なら絶対あたし以上になるわ。そういう事は考えないの？」

「うーん……あんまり考えたことねえなあ」

「そう。まあ日本ってｅスポーツの分野じゃ遅おくれてるもんね」

「っていうか今は、このゲームでロマン砲を極きわめる事しか考えてないからな！」

　まあリアルな話将来どうするかといったら、プロのゲーマーに興味が無いわけではないが……仕事としてやるなら、ゲームを作る方に興味があるかもなあ。

　それもどうなるかは分からないが――

「あははは、楽しそうねー。そういう所、蓮は全然変わってないのねー。今日も楽しそうにやってたし、おかげであたしも楽しかったわ」

「何だよ？　プロゲーマーは楽しくないのか？」

「楽しいわよ。けどまあ、そればかりじゃなくなったわよねぇ。このゲームでも蓮みたいにあえて不ふ遇ぐうジョブ使ってやり込むとか、やり辛いし――ある程度プレイヤーとして結果を残さなきゃだから……本当はあたしも紋章術師気になったんだけどねー。まあ重騎士も気に入ってるわ」

「なるほどなあ。仕事としてやる事の悩なやみってわけだ。大人な悩みだなー」

「ふふふ。だから蓮を見てると気持ちいいわ。清すが々すがしいくらい好きにやってたしねー」

　と、エミリーは俺の腕うでに腕を絡からめて、こてんと肩かたに首を預けてくる。

　日本人とアメリカ人の人との距きよ離りの違ちがいってのもあるんだろうが――

　エミリーにとっては兄妹きようだいみたいな感じでやってるんだろうけどな……

「……」

　俺はあえて何も言わず、空いた片方の手で『ディールの魔卓』を操作していたが――

「あら？　こんばんは！」

　と、エミリーが誰だれかを見つけたのか声をかけていた。

「あ、こ、こんばんは……」

　そう面食らったかのように応じていたのは――制服姿のあきらだった。

「あれ？　あきら、どうしたんだ？　今日はもう来れないって――」

「あ、うん……メッセージ来てたし、寝ねる前にちょっと様子見に来たんだけど――蓮くんは何してたのかなぁ？」




　ゴゴゴゴゴゴゴ……！




　あ、やべぇ。何かあきらの背後に闇のオーラみたいなのが見えるんだが――!?

「わぁ！　あなたがあきらなのね！　男の子だと思ってたら、凄すごい美少女だったって蓮が言ってた……！　ほんとに可愛かわいい～～～！」

　エミリーは立ち上がってあきらに駆かけ寄よると、手を取ってキャッキャと喜んでいた。

　出鼻をくじかれたみたいに、あきらはポカンとしていた。

「え、ええと――あ、ありがとう……」

「あ、あたしエミリーよ！　蓮の幼おさな馴な染じみなの！」

「幼馴染!?　へぇ――そ、そうなんだ初めて聞いたかな――」

「夏休みの間は異世界サーマルで一いつ緒しよに遊べるから、よろしくね！」

「う、うん。よろしくね、エミリーちゃん」

　あきらにもようやくちょっと笑え顔がおが。
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「ねえねえあきらって蓮の彼かの女じよなの？」

　人との接し方がアメリカンスタイルのエミリーは、速そつ攻こうで直球を投げていた。

「ええぇっ!?　ち、違うよお……！　わたし達はそんなんじゃ――」

　ぶんぶんとあきらは首を振って否定する。

「あ、そうなんだ――じゃあ、あんまり蓮を怒おこらないであげてね？　別に悪い事をしたわけじゃないんだし」

「……！　あははははは……！　そうだね、そうだよね――ごめんね蓮くん」

「あ、ああ――別にいいけどさ……」

「それじゃあ、そろそろあたしも帰るわね。家族が待ってるから」

　今ここで帰るのかよ！　何か空気があれな感じなんだが!?

「じゃあまた明日ね、蓮。あきらも、今度一緒に遊んでね～」

　と、エミリーはひらひらと俺とあきらに手を振るのだった。

「お、おう――」

「う、うん。バイバイ、エミリーちゃん」

「あ、そうだ蓮。あの事はみんなには内ない緒しよにしておいてね？　まだバレちゃうと困るし」

　と、エミリーが俺に釘くぎを刺さした。

　まあ何かと言えば、エミリーのプライベートに関する事なのだが……

　俺は手紙貰もらって知ってたんだが、まあ言うなと言うなら守らなきゃか。

「ああ分かった」

「うんうんありがと。それじゃあね～お休み～」

　笑顔でエミリーは水上コテージから帰って行った。

　……で？　残された俺達はどうするんだこれは――？

「……いや、エミリーってアメリカ人だから人との距離が近いんだよ。悪気はないんだきっと」

「ああうん――それよりここ、すごい大きいね！　ギルドハウスより広いよきっと！　ココールくんさまさまだね！」

　あきらはニコッと笑って、いつも通りの顔になってくれた。

　よかった……と俺はちょっとほっとした。

　さっきの闇のオーラが復活したらどうしようかと思ったぜ――

「ああ。夏休みの間ずっと使えるみたいだからさ、ここを拠きよ点てんにガッツリ攻略してやろうかと！」

「攻略？　何の？」

「ああそうか、それはメッセージに書いてなかったな――ほらこれ見てくれよ！」

　と、俺は片岡が持って来た『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』のチラシをあきらに見せる。

「えーと何々――『アーズワース海底遺跡群』で採れるアイテムとの引ひき換かえ……？　わ、この『レインボーガード』って凄くない!?　レベルに合わせて防ぼう御ぎよ力りよく上がるし、見た目が選べてタレントのスロットも増えるとか――!?」

「ああすごいぜ！　先着で10個までらしいから、絶対取ってやろうと思ってさ。あきらには絶対必要だろこれ？」

「え？　わたし？」

「これがあれば、ソードダンサーでもまともな見た目でまともな装備に出来るだろ？　見た目問題解決したら、もう保護者参観があっても辞やめさせられる危険は無くなるしな！」

「ああ――そっか……わたしのために頑がん張ばろうとしてくれてたんだね～」

「まあ純じゆん粋すいに面白そうっていうのも大きいけどさ。あきらがいない間エミリーにも手伝ってもらって、先に進めるだけ進めとくからな！」

「憧あこがれの姫ひめプレイだね、姫プレイ！　何もしなくてもいいアイテム貰えちゃうなあ♪」

「……いや早くゲームに復帰してくれよな。やっぱあきらと組まないと真の力が発揮できねーし、俺も」

「そうだね。蓮くんにはソードダンサーがいなきゃだしね。希美さんも明日からわたしと一緒だから手伝えないし――」

「まあ今の所は詰まってねえから、大だい丈じよう夫ぶだけどな。ところでお爺じいちゃんの怪け我がは大丈夫だったのか？」

「あ、うん元気だよ？　ちょっと退たい屈くつだけど、ある意味いい休みになるって言ってたよ」

「そっか――まあ元気そうなら良かったな」

「うん。あ、そうだ！　今からちょっと外にお散歩に行かない？　ダンジョンに行ってたなら、まだ回ってないんだよね？　このパンフレットによると色々あるみたいだし！」

　とあきらは俺達も貰った異世界サーマルのパンフレットを取り出だして目を輝かせた。

　こっちにワープした時にＮＰＣのお姉さんに貰ったのだろう。

「ん？　あーそうだな。でも早く寝なくていいのか？　明日も用事なんだろ？」

「いいのいいの！　暫しばらく家のしがらみってやつでゲームできないんだから、今のうちに楽しんでおかないとね！」

「んーじゃどこ行く？　遊園地とかか？　夜には縁えん日にちの屋台も出てるとか片岡が言ってたな――」

「わ！　パンフレットにも書いてるね！　じゃあ縁日行こうよ！　わたし、人生で一回も行った事ないんだよね～。ちょっと憧れてたの！」

　なるほど――あきらみたいな良家のお嬢じよう様さまって、そういう庶しよ民みんな所には行かせて貰えないのかもな。

「あ、だったらさ――」

　確か女の子用のウォークインクローゼットには浴衣ゆかたが置いてあったよな――？







第４章　浴衣ギャルとミニゲーム







「じゃじゃーん！　どうどう？　似合う？」

　あきらがニコニコしながらウォークインクローゼットから出てくる。

　服は制服ではなく、置いてあった浴衣に変わっていた。

　おお――いい眺ながめだなぁこれは。勧すすめた甲か斐いがあるな。

「――シンプルに可愛いの一言！」

「きゅ～！　あきら、きれー。きれー！」

　リューも浴衣が好きみたいだ。確かに、柄がらとか鮮あざやかだからな。

「ありがと～♪　蓮れんくんも似合ってるよ」

「そっか？　あざっす！」

　男用の浴衣も置いてあったので、俺も着替えていた。

「ゲームとは言え、浴衣なんて久しぶりだな――」

「そうだねえ。夏と言えば家でゲームだもんね？」

「ですよね！　夏休みは攻略も検証も捗はかどるからなあ」

「だよねえ。思えば去年の夏休みも、一昨年の夏休みも、その前の年も一緒にゲームやりまくりだったね～」

「ああ。今思えば素晴らしい中学生時代だったな！」

「……小学生の時は、エミリーちゃんと一緒にやってたの？」

「四年生まではな。四年の終わりにエミリーはアメリカに帰ったから」

「そうなんだあ。それは楽しかった？」

「ああ！　そりゃあもちろ……痛っ!?」

　何か足を踏ふまれた！

「あ、ごめーん。ちょっと下げ駄たが歩きにくくって」

　てへぺろって感じの表情だが、何故なぜか背後に闇のオーラが漂ただよっている感じもする。

「……い、いや大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。それじゃ行こうぜ」

「うん。それにしてもこの浴衣、結構いい装備だよね――」

「あ？　そっちもか？」

　防ぼう御ぎよ性能は皆かい無むなのだが、いい特とく殊しゆ性能が付いているのだ。




　高い浴衣（♂）

　種類：鎧よろい　装備可能レベル：１　防御力：１

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ




　特殊性能：ＨＰＭＡＸ＋１００　ＨＰ自動回復（10ＨＰ／Ｓ）




「何故かＨＰ自動回復あるもんな」

「え？　そっちＨＰなんだ？　こっちＭＰだよ？」

「ぬ……!?　男女用で性能違うのか？」

「うんほら見て？」




　高い浴衣（♀）

　種類：鎧　装備可能レベル：１　防御力：１

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ




　特殊性能：ＭＰＭＡＸ＋50　ＭＰ自動回復（５ＭＰ／Ｓ）




「おぉ……マジだ！」

「これダメージ貰わないなら、かなりいいＭＰ回復装備になれるねー」

「だなぁ。異世界サーマルから持って帰れないのが惜おしいな」

「持って帰れないんだ？　だから性能いいのかなぁ。まあわたしはＭＰ使わないけど」

　ソードダンサーは回復ダンスとかもＡＰアーツポイントで賄まかなうからな。

　ん？　いや待てよ、無む駄だにＭＰが溢れて来るなら俺の『エレメンタルサークル』を受けて貰うには最適じゃないか!?

　敵のターゲットさえ取らなければ、防御力が紙だろうと関係ないしな！

　これは結構面白いものを見つけたかも知れん！

　そうか『エレメンタルサークル』は浴衣ギャルを支援するための魔法なんですね！

「いやこれはＭＰ使わない人こそいいかも知れん――ああ検証してぇ……！　この辺モンスターいねえかな……!?」

「ええええ!?　先に縁日行こうよーーー！」

「ああ。でも途と中ちゆうで見つけたらちょっとだけやらせてくれ！　ちょっとだけ！」

「うんそれはいいけど～。じゃあ行こっか？」

　で、俺達は水上コテージから出て――そこでお客さんと鉢はち合あわせをした。

「お？　高たか代しろにあっきーじゃん！　こばわー！」

「高代君のメッセージを見たから、様子を見に来てみたわ」

　前まえ田ださんと矢や野のさんだった。

　二人とも俺が送っておいたメッセージが気になって見に来たみたいだな。

「お。琴こと美みちゃん優ゆう奈なちゃん！」

「見てくれよ二人とも、これがココールが当ててくれたＶＩＰルームだぞ！」

「おー凄いですし！　夏の間これ使い放題とか熱いですし！」

「ココールさまさまね――凄く素す敵てきなところだわ！」

「こんなとこ、リアルじゃ一生来れそうにないですし！　ゲームでもいいからメチャクチャ満まん喫きつしてやりますし！」

　この水上コテージのロケーションは女の子の心を掴むらしく、前田さんも矢野さんもテンション高めだった。

「ねえねえ、二人とも見てこれ！　コテージの中に用意してあったよ！」

　あきらがくるんと一回りして、浴衣を二人に見せる。

「おーいいですし！」

「可愛いわね」

「島の中で縁日やってるんだって！　二人も着替えて、みんなで行こうよ！」

「オッケーですし！　行きますし！」

「ええ分かったわ。じゃあ私達たちも着替えるわね」

　という事で少し待って――浴衣ギャルが三人に増えました！

　いやすげー華はなやかだなあ。うちのギルドは美少女揃ぞろいなので、こういう時のクオリティは半はん端ぱないのである。

「よっしゃ、じゃあ行きますか！」

「「「おー！」」」

　と言うわけで、グリフォンタクシーを使って会場に移動！

　会場に到とう着ちやくすると、そこは神社の境けい内だいのような場所に屋台が並ぶ光景だった。

　スタンダードな日本のお祭りって感じか。

　しかしこの異世界サーマルはエミリーがいるような外国の分校とも繋がっているから、そっちの人には新しん鮮せんだろう。

　日本文化を楽しんでもらうって意味のイベントなのかな――と。

「わぁ――！　すごーいこういうの初めてえぇぇぇ！」

「……」

　まあ約一名、純粋な日本人なのにメチャクチャテンション上がってる人もいますが！

　あきらは目をキラキラさせて！　あちこちの屋台を走り回っている。

「ははは――あっきーはしゃいでますし……」

「こういう所行った事ないみたいだしなあ」

「いいお家だからって、自由が無いのは少し窮きゆう屈くつね」

「ねえねえみんなー！　これ食べてみようよー！」

　あきらは、わたあめの屋台の前で手を振ふっていた。

　俺達があきらに付き合って、全員でわたあめを食べていると――




「「「おおおおおおーーー！」」」




　近くの屋台から、やたらと気合の入った歓かん声せいが聞こえて来た。

　ん……何だ盛り上がってるな？

　見てみると、射的の屋台のようだが――ちょっと様子が違った。

　単なる射的ではなく、ガンシューティングのゲームだった。

　そこにやたらと人だかりができているのだ。

　そして店員のＮＰＣのおっちゃんが、声を上げていた。

「さぁさぁ寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　本日の設定ポイントは５万点だよ！　クリアした人には『転移石』をプレゼント！　そして10万点越ごえの人には『上級転移石』をプレゼントだよ！」

「何イィィ!?」

『アーズワース海底遺跡群』への突とつ入にゆう用アイテムじゃねーか！

　普ふ通つうの『転移石』ですら一個５万ミラするのに！

　そうかここは――ただのお祭り気分が味わえる場所じゃなく、『転移石』獲かく得とくのためのミニゲームが集まってる所なのか!?

　そういや所々、やたら熱気に満みち溢あふれてる屋台があるんだよな――

　やべぇこれは、ガチで取りに行くべしだ！

「おおおおおお～～！　みんな！　あれやろう！　『転移石』を集めようぜ！」

　俺は射的の屋台の皮を被ったガンシューティングゲームコーナーを指差す。

「蓮くん『転移石』って何なの？」

「来たばっかで、あたしら何も分からんですし」

「そうよね。あそこにいる人達も、やけに盛り上がっているけど――」

「ああ『転移石』ってのはだな……実はかくかくしかじか――」

　と俺は『アーズワース海底遺跡群』の事や目玉商品の『レインボーガード』の事、それにダンジョンアタックには『転移石』が絶対必要な事を説明する。

　ここで『転移石』を安定的に取れるなら、ダンジョンに挑いどみ続けるための資し金きん繰ぐりをどうにかしなきゃならん問題はクリアされるわけだ。

　正直一日五回突入ペースを続けていたら、俺達の資金は夏休み終しゆう了りよう前に燃もえ尽つきてしまうだろう。

　これはいいポイントを見つけた！　来て良かったな。浴衣の美少女達を見て目の保養以上の実利があるぜ。

「よーし分かったですし！　あたしが『転移石』取ってやるし！」

「自信がありそうね、優奈」

「普ふ段だん銃じゆう使って戦ってますし！」

　そうだなあ、矢野さんのこのゲームでのメインウェポンは銃だからな。

　出来そうな気はしなくもないな！　頑張ってもらおう！

「ガンシューティングかぁ……わたしはちょっと自信ないなあ。蓮くんは？」

「まあそこそこってとこかねえ――」

「私もちょっとやり慣れないわね……レースゲームなら自信はあるけど」

「後でレースゲームの屋台も無いか探そうぜ」

「あ。じゃあわたし格ゲーの屋台がいいな！　格ゲーならいける！」

「とりあえずあたしがやってみますし！　おっちゃーん、あたし一回やりますし！」

「あいよー！　挑ちよう戦せんは一人一日だけだからね、よーく狙って頑張ってくれよ！」

　なるほど――一日一回の『転移石』ゲットチャンスって事だな。

　確かに何度でも挑戦出来たら『転移石』を量産しまくれてしまうからな。

　他のゲームもそういう仕様か？　そこまで甘あまくないって事だ。

　しかしＮＰＣのおっちゃんは金を取ろうとはしないし、一日一回タダで挑戦させてもらえるなら十分良心的なシステムである。

　おっちゃんが射的の銃に見せかけたライフル型コントローラーを矢野さんに渡わたすと、的の代わりにゲーム画面がポンと浮き上あがりゲームがスタートした。

　結構スタンダードなガンシューティング――か？　ゲーセンとかで普通に置いてある感じだろう。

　世界観的には、このＵＷアンリミテツド・ワールドに近いファンタジー世界が舞台になっており、そこに悪の死し霊りよう術師が現れてゾンビを大量生産して暴れ回っており、それを銃で撃うち殺ころしまくる感じだった。

　ファンタジー世界のゾンビものと言えばいいのか？

　とにかく矢野さんは、ビシバシとゾンビを撃ちまくり先に進んで行く。

　結構敵は多いのだが、ミスしない。おおーやるなあ。

「わ～優奈ちゃん、うまいうまい！」

「ふっふ！　こっちで銃使うようになってから何となく愛着湧わいて、家でガンシューやり込むようになってますし！」

　ああ俺が家で採取したログのデータ解析とかしてる時に、矢野さんはガンシューやり込んでたんだなあ。

　まあ、『レイブラの魔筆』用の新デザインの考案とかもしてるようだが。

　で、快調に進む矢野さんのスコアはどんどん積み上がって行き――

　そしてとうとう、『転移石』の貰える５万点間近に！

「矢野さんもうちょいで５万点だぞ！」

「オッケーですし！」

　しかしその時である。画面の中で敵のボスらしきオッサンがおのれぇぇぇ的な事を言った瞬しゆん間かん、ゲーム画面の領域が横にグンと広がってワイドになった。

　おおそういう手で来るのか!?

　ガンシューティングにとって画面が広くなるという事は、その分敵の数が増えるという事だ。順調だった矢野さんのペースが途と端たんに乱れてしまう。

「うわわわっ!?　ちょっと数多いって！」

　大量のゾンビが押おし寄せ、ガンガンライフが減って行く！

　完全に殺しに来たなこれ！

「ああっ!?　あーーー死んじゃったし！　点数いくつですし!?」

　あえなく撃げき沈ちんした矢野さんが、悔くやしそうに声を上げる。

「あー惜しいねえお嬢じようさん！　スコアは４６０００点だね！」

「ああんもう！　おしーですし！　くやしいーーーっ！」

「ようし、俺が仇を討うつぜ！　配置は覚えたからな！」

「おー蓮くん頑張れ～！」

　という事で俺が挑戦する。

　さっき矢野さんが死んだ、画面がワイド化して敵の量が激増するエリアまで到とう達たつ！

　ここまでは問題ないぜ――
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「こっから気を付けるべし！」

「おう！　一回見てるし５万は行ける！」

　しかし――である。

「!?　うわこいつ出現パターン違うぞ!?」

　難易度上じよう昇しようからの敵の攻撃のパターンが、矢野さんの時と変化していたのだ。

　むむむ――なかなか手て強ごわい！

　これは思ってたより５万点取るのがキツイな――！

　どのくらいパターンがあるかは知らないが、もっと本ほん腰ごし入れて解析しない事には10万点クラスはむずいかもな……！

　それでも何とか耐たえていたが――

　７万、８万とスコアが積み上がり、またボスらしきオッサンが画面に出て来た。

　そして、更さらにもう一段階画面がワイド化した！

「うお!?　またエリア広がった！」

　さすがにもうヤバい！　暫くして俺も撃沈した！

「おー兄ちゃんよく頑張ったなぁ！　スコアは８２０００点だね！　はい『転移石』だよ持って行きな！」

「あざーす！」

　10万行きたかったが、まあ『転移石』貰えたし良しとするか！

「ナイス蓮くん！　さすがだね～！」

「あー負けたぁ。くやしー！　結構やり込んだつもりだったのに！」

「まぁ俺おれははじめに矢野さんがやったの見て、あれである程度覚えたからな。どうせなら10万点行きたかったけどなぁ……」

「ねえねえみんな、あれを見て！」

　と、前田さんの目が輝いていた。

　何か見つけたらしく、指差した先の屋台には――？

「あ!?　レースゲームだ！」

「私の出番よね!?　次はあれをやりましょう！」

　前田さんなら『上級転移石』も期待できるかもな!?

　レースゲームの屋台もさっきのガンシューティングの屋台と同じく大だい盛せい況きようで、かなりの人数が集まっていた。

　こちらは普通にゲーセンにあるようなレースゲームの筐きよう体たいが並んでいる。

　だが普通のものよりスクリーンが大型で、かなり迫はく力りよくがある感じだ。

　画面を見る感じ、障害物の多い街中で走る系のゲームのようだ。

「さぁ本日の設定はクリアタイム３分以内で『転移石』、２分半以内で『上級転移石』をプレゼントだよ！」

　ここも屋台のおっちゃんＮＰＣが威い勢せいよく声を上げている。

　うん。やはりここでも『転移石』が貰えるんだな。

「じゃあ私がやるわね！」

「あ、待った前田さん。俺が偵てい察さつ用として先にやるぜ。それ見て覚えて『上級転移石』を狙ねらってくれ！」

　俺が先にやって一回見せれば、前田さんなら『上級転移石』を取れるはず。

「なるほど。ええわかったわ」

「よし、おっちゃん！　俺がやる！　やらせてくれ！」

「んー？　兄ちゃんは今日はもう『転移石』取ってるからプレゼントはやれんが、それでもいいかい？」

「ん……？　そういう事かよ、全ゲームで『転移石』は一日一個か」

　俺はさっきガンシューティングで取ったからな。

　ゲームが別になればくれると思っていたが、そうじゃないって事か。

　まあ、前田さんに見せるためだし問題は無いだろう。

「分かった、じゃあやらせてくれ！」

「あいよ！」

　と言うわけでゲームスタート！

　俺は日本のオフィス街のようなエリアを爆ばく走そう！

　飛び出してくる別の車やら、上から降ふって来る看板とか窓ガラスのような落下物を避けつつ、ゴールに向かって行き――

「おっ！　クリアタイムは２分50秒だね！　『転移石』はもうあげられないけど、いいタイムだぜ！」

　と、おっちゃんが俺を褒ほめてくれた。

「おー蓮くん、どのゲームでも『転移石』取れるねー。これだと」

「『上級転移石』を取りたいけどな、まあ今日の所は前田さんが取ってくれるはず！」

「……ええ任せて！　あなたの犠ぎ牲せいは無駄にしないわ！」

「いやそれ死んだ奴やつに言うセリフですし。死んでないですし」

「ふふっ。ちょっと言ってみたかっただけよ！」

　やっぱりこういう系になると普ふ段だんよりテンションが上がるなー前田さん。

　普段は言わないような冗じよう談だんまで言うしな。

「じゃあおじさん、次は私がやります！」

「はいはい。頑張ってね～！　ではスタート！」

　そして前田さんのゲームがスタートして――

「……！　ステージが違うわね……！」

「うわ変わりやがったか！」

　今度は京都っぽい神社仏閣の並ぶ街を爆走するエリアだった。

　ひらひらと舞まい散ちる桜が綺き麗れいなのだが――それが視界をある程度遮さえぎるため、コースの難易度を上げていた。

「えぇ!?　ここさっきより難しそうじゃない!?」

「あー！　運悪いですし！」

　ぶーぶーと文句を言うあきらと矢野さんだった。

「大丈夫よ――飛空艇ていのニトロほどのスピードは無いから、簡単についていけるわ！　それに、初見の面の方が燃えるし！」

「だったら俺の偵察意味ない……って言うかうめぇ!?」

「おおおおおおーーー!?　すごい！」

「何かとんでもない動きしてるですし！」

　明らかにケタ違いの速さで走り終えた前田さんのタイムは――

「１分55秒！　に、２分を切った子は今までで初めてだよ――！　おめでとう！　『上級転移石』をどうぞ！」

「ありがとうございます！」

「ナイスナイス！　さすが前田さんだな！」

「さすが琴美ちゃんだねー！」

「いいぞことみー！　ナイスですし！」

　ギャラリーからもぱちぱちと拍はく手しゆが起こっていた。

『上級転移石』を受け取った前田さんも、えっへんと鼻が高そうである。

「だけど注意してくれよ、『上級転移石』を一度受け取るとそのゲームでは次から『上級転移石』は貰えなくなる。次からは今のタイムでも普通の『転移石』だからな」

　むう……！　前田さんに『上級転移石』量産してもらおうと思ったのだが！

　となると『上級転移石』は貴重だから大事に使わないとな――

　いざって時に投入しないとだ。

　まあ前田さんには、毎日確定で『転移石』を取って貰えればいいか――

　この腕うでなら、まあ『転移石』を取とり逃にがすことは無いだろう。

　ともあれ、レースゲームには無事勝利したので――

「よし、次はわたしの番だから！　格ゲーいこうよ格ゲー！」

　と言うわけで俺おれ達たちはあきらのお目当ての屋台を探して――

　少し歩いて、それっぽいゲームの屋台に辿たどり着ついた。

「これは――格ゲーと言えば格ゲーか……？」

　大きなモニターが一つあり、赤コーナーと青コーナーを模した左右にプレイヤーの操作台がある。操作台と言うにはコントローラーらしきものが無いのだが、これはこの台の上に乗ったプレイヤーの動きをトレースするらしく、その上に乗って攻こう撃げき動作を取る事で、モニター上のロボットがパンチやキックを繰くり出したりする。

　画面は３Ｄロボ格かく闘とう風のゲームの画面だが、これは操作がリアルファイト寄りだよな。

　一言で片づけるならモ〇ルトレースシステム的な何かだ――！

　大がかりなゲームなので、対戦台はひとつだけ。そこでプレイヤー同士が戦っている最中で、ギャラリーはそれを歓声を上げて楽しんでいた。

「おおおお～！　これはロボ格闘だね！　面おも白しろそう！」

「やるのか？　これモーショントレース式みたいだから、あきらがやりたい格ゲーとはちょっと違ちがうんじゃ――？」

「でもわたし、こう見えてもリアル護身術とか習わされてるからね？　結構自信あるよ！」

　と、あきらはやる気満々の様子だった。

　今行われている試合の様子を見ると――ちょうど決着がついた所だった。

　実じつ況きよう役の声がその場に大きく響ひびく。

「おおっと決まったあぁぁぁぁ！　ＨＰを半分以上残しての圧勝！　さぁさぁこれで四連勝で『上級転移石』にリーチだあああぁぁぁ！」

　ここは若い女の声だな――おっちゃんＮＰＣじゃないのか。

　それにしても何か聞き覚えがあるような……？　と思ってその姿を確かく認にんしてみる。

　あ――仲なか田た先生かよ！　こんな所でも実況役やってんだなあ！

「さぁさぁ次の挑ちよう戦せん者しやは誰だれかいるかなー!?　このゲームは対戦専用、一回でも勝てば『転移石』！　五回勝かち抜ぬきで『上級転移石』！　十回勝ち抜けば何と『超ちよう級きゆう転移石』をプレゼント！　『超級転移石』が貰えるゲームはここだけよ！　現在こちらのお姉さんが九回まで勝ち抜き中でーす！」

　と、勝ち名乗りを受けているのは二十歳前半くらいの女の人だった。

　ちょうど仲田先生と同じくらいだろう。

　肩かたくらいまでの黒くろ髪かみの、純和風な雰ふん囲い気きの美人だった。

　割と童顔なのだが、纏まとっている雰囲気はぱりっとしているので、ちゃんと年上に見えるという感じの人だった。

　俺達より年上なので、学園のプレイヤーではなく異世界サーマル限定でログインしている外部の人なのだろう。

　ＶＲＭＭＯに興味があってやりに来たゲーマーの人とかか？

　ここにいる奴やつ等らはゲームやり込んでる奴等ばかりなのに、その中で九連勝は凄すごいな。

　まあこのゲームに関して言えば、モ〇ルトレースシステム的な何からしいので、純粋な格ゲーの腕と言うよりリアルファイト力を試ためされそうな気がしなくもないが。

　ともあれ、仲田先生がギャラリーの中から挑戦者を募つのるが、中々名乗り出る者は出てこない。一回勝てば『転移石』が貰えるので、勝てそうな相手とやりたいのが自然と言えば自然な考えである。

　九連勝中のこのお姉さんとやっても負けそうなら、様子見して勝てそうな相手の時に『転移石』を狙いに行った方がいいしな。

　だがそんな中で――嬉き々きとして手を上げる誰かさんがいた！　俺の隣となりでな！

「はいはい！　わたしー！　わたしやりまーす！」

「……！　おいおい相手すげー強いっぽいぞ!?　いきなり行くのか？」

「ふふふ――今のわたしの心境を一言で表すね？　俺より強い奴に会いに行く！　もしくはオラワクワクして来たぞ！」

「いや二言言ってるし！　どっちかで分かるっての！」

　まあ、あきらはこういう所あるよな。

　こういう系統のゲームは上手うまいので、あながち無む茶ちやというわけでもない。

　手を上げてアピールするあきらに、仲田先生が気付いた。

「あら、青あお柳やぎさん――!?　えーとどうします？　私の一存で却きやつ下かもできますけど……？」

　と、仲田先生が勝ち抜き中のお姉さんに尋たずねていた。

　キャラネームは――『シズク』さんらしい。

　とりあえず仲田先生が思いっきり揉もみ手でしてへこへこしている所を見ると、この人結構偉えらいのか？　学校のスポンサーとか何かそういうＶＩＰ的な感じか？

　まあ異世界サーマルが外部開放されている今は、そういう立場の人がお試しプレイしていても不思議ではない。

「構わんよ？　お相手しようではないか。さあ少女よ、こちらへ上がってくるといい」

　随ずい分ぶん時代がかった喋しやべり方かたをする人だが、見た目は童顔で可愛かわいい系けいなのでちょっと合っていない感じはする。まあゲームだからキャラ作りかも知れないが。

　何もゲームでリアルと同じ振る舞いをする必要は無いからな。

　赤あか羽ばねさんのところのお兄様なんか、ゲーム世界を己おのれの性せい癖へきのために１２０％フルに利用してるしなあ。

　正直あそこまで行くとドン引きだが、多少の非日常感を味わうというのは、それはそれで楽しい事だろう。いわゆるロールプレイと言うやつですな。

　片かた岡おかの従者プレイもその一いつ環かんである。俺としてはあれにも引くが。

「はい、お願いしまーす！」

　あきらは嬉うれしそうに対戦台に走って行く。

「ふふふ――」

　と、シズクさんはあきらが対戦台に着くと笑えみを見せた。

「随分楽しそうではないか？　この世界と学校は楽しいのか？」

「はい、楽しいですよ？」

　あきらはにこにこと笑え顔がおで応じている。

「そうかそれは結構。だが、手心は加えんのでそのつもりでな？」

「はいっ！　勿もち論ろんです！　勝たせてもらいますからね！」

「はいそれでは、二人とも準備いいですか!?　構えて下さーい！」

　二人が対戦台に着いて、お互たがいに構えを取る。

　気のせいか、その二人の構えが結構似ているようにも見えた。

「３――２――１……はい試合開始ですっ！」

　仲田先生の声に反応するように、二人の操あやつるロボが同時に拳こぶしを繰り出だして行った。

　そこから始まるのは、一進一退の激しい攻こう防ぼうだった。

　シズクさんも強いがあきらも負けていない。

　俺の見た所、身につけた技量というか攻せめのパターンの豊富さ、もっと言うと攻撃する能力はシズクさんが上、ただし反応速度であきらの方が上回っていて、それが防御の上手さとなって表れている。

　攻こう撃げき力りよくはシズクさん。防ぼう御ぎよ力りよくはあきら。

　結果として、試合はほぼほぼ同じペースで両者のＨＰが減って行く。

　観客ボルテージも上がって行き、格かく闘とう技ぎの試合を見ているのと変わらないような熱気が辺りを支配していた。

　そして――決着の時が来た。

「はああぁぁぁぁぁっ！」

　シズクさんのロボが繰り出した拳の乱れ打ちが、あきらのロボのガードを上から叩たたき、ＨＰを削けずり切ったのだ。

　向こうのＨＰも残り１割くらいで、本当に僅きん差さの決着だった。

「試合終了ーッ！　シズクさんの十回勝ち抜きで『超級転移石』をプレゼントでーす！」

　わああああああ！　と歓声が上がる。

「あー負けちゃったぁ。みんなごめんね～」

　そんな中、あきらがしょんぼりして戻もどって来た。

「いやあ惜しかったぜ、ナイスファイトナイスファイト」

「ええ。見み応ごたえがあったわよ」

「おもろかったですし！　気にしない気にしない！」

「また次来たら『超級転移石』取ってくれよ！　今度俺おれも取るからな！」

「うん……でも勝ちたかったなぁ～くやし～！」

　と、悔しがっているあきらにさっきのシズクさんが近づいて来た。

「そんなに怒おこらないでくれ――またいつでも相手になろう。これは君にあげるから、機き嫌げんを直してくれると助かる」

　と、あきらに『超級転移石』をポンと手て渡わたすのだった。

「えええぇぇぇっ!?　も、貰もらえませんよこんな貴重なアイテム――！」

　あきらはびっくりして声を上げる。

「とはいえ私には使い方も分からんし、そのアテもないのでな。君の方が有効活用できるかと思ったのだが……」

「で、でも――」

　とあきらは困った様子である。

　横で聞いていて俺は思った事がある――なので、それをそのまま提案する。

「あのー。じゃあ、一いつ緒しよにＰＴ組んでこれの使い方と遊び方、見に行ってみます？」

　使うアテがないのなら、一緒に使えばいいじゃない！







幕間　直結厨!?







　そして、翌日――

「ふあぁぁぁ……」

　キラキラしたパーティー会場の中で、わたしは欠伸あくびをしていた。

　昨日は結構夜よ更ふかしをしてしまったから、早朝から移動してのパーティー出席は結構眠ねむたい。

　今日は政財界の人達が、まだ社会に出る前の子し弟ていを連れて集まるという趣しゆ旨しのパーティーだから、わたしも出ないわけには行かない。

　これも前々から言われていた家のお仕事みたいなものだ。

　一緒に来るはずだったお爺じいちゃんは怪け我がで入院になってしまったので、今日はわたしがその代わりもしておかないといけない。

「そんな大きな欠伸をなさっては、はしたないですわよ、あきらさん」

「あ、希のぞ美みさん。ごめんなさい、気を付けます」

　今日から四日間似たような社交界のパーティーというやつに出なければいけないけれど――

　今回は全部希美さんも一緒だから、まだ多少は気が楽だ。

「これでも飲んで、目をお覚ましになるとよろしいですわ」

　希美さんがアイスコーヒーの入ったグラスをくれた。

　わたしはそれに口を付けたけれど――苦かった。

　ちょっと顔をしかめてしまう。

「どうなさいましたの？　お疲つかれですか？」

「い、いいえ。大だい丈じよう夫ぶです――」

　怪我したお爺ちゃんのお見み舞まいに行って忙いそがしかった夜に、ちょっとのつもりが結構長くゲームをやってしまったせいだ。

　浴衣ゆかたを着て縁えん日にちの屋台に行って皆でいろんなゲームのはしごをしたのは楽しかったけれど――

　その前の段階の事が気になっていた。

「……」

　蓮れんくんたちは、今日は昨日の最後に『超級転移石』を譲ゆずってくれようとしたシズクさんと『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』に行く予定だそうだ。

　きっとあのエミリーちゃんも一緒に――

　ココールくんが当ててくれた水上コテージで一緒にいた二人は仲が良さそうだった。

　幼おさな馴な染じみだからそういうものかも知れないけど――やっぱりモヤモヤする。

　あの後すぐエミリーちゃんは帰って、琴こと美みちゃんや優ゆう奈なちゃんが来てみんなでお祭りに行ったから、ニコニコしていられたけど――

　あのまま三人だったらわたし、どんな顔をしていたんだろう。自分でもちょっと分からない。

　正直――幼馴染属性持ちの新キャラなんて聞いてない、ずるい。

　蓮くんってゲームバカだから、あんまり彼かの女じよとかそういうのに興味示さないのかと思ってたけど――

　もしかしたらそれはわたしの勘かん違ちがいで、単にエミリーちゃんの事が好きだっただけなのかも……とか。

　そんな考えが浮うかんで来る。

「……！」

　わたしは頭をぶんぶんと振って、イヤな考えを頭から追い出す。

　だけどまたすぐ――同じ光景が頭に浮かんでくる。

　また頭を振って――でもすぐに復活して――ああもう！

　今わたし、物もの凄すごく気が焦あせっているんだと思う。

　こんな所でこんなことしてていいのかって、凄く思っている。

　何をどうすればいいのかは分からないけど――何とかしなきゃって思えて仕方がない。

　そんな時――突とつ然ぜん首筋に冷たいものがぺたりと触ふれた。

　希美さんが持っていた飲み物のグラスを、わたしの首筋に触れさせたのだ。

　氷入りなので、凄く冷たくて驚おどろいてしまった。

「ひゃっ!?」

「何があったのか仰おつしやいなさい。こ、これでもわたくしはあなたのゆ――友人ですのよ？」

「は、はぁ……？　ええと、でも――結構イヤな話というか、どうにかなるものでも――」

「いいから早くなさい！　相談には乗って差し上げます！」

　と、強く促うながされてわたしは口を割ってしまう。

　わたし自身、どう処理していいか分からなかったから――

　本当は聞いて欲ほしかったのかも知れない。

「……なるほど幼馴染ですか――高たか代しろ君にそんなお相手がいましたのね。意外ですわ」

「ええ。何かどうしても、気になっちゃって――今日もわたしがいない所であんな風に仲良くしてるんだと思うと、ちょっとイヤかもって――」

「それは自然な事でしょうね。誰だって自分の好きな人が他人に取られたと思えば、嫌いやな気持ちになりますわ」

「だけど蓮くんたちは楽しんでゲームやってるだけなのに――こういう気持ちを持ち込んじゃダメって、分かってはいるんですけど……」

「あら？　何を言ってますの？　あなたは元々そういう人でしょう？　いわゆる恋れん愛あい直結厨と呼ばれるスタイルですわね」

「ええぇぇぇっ!?　ち、違いますよお！　わたしはそんなんじゃ……！」

「ですが、高代君の事を世成学園に誘さそったのはあなたでしょう？　あなたの事を男性と思い込んでいる高代君に本当のあなたを知って貰いたくて、そうしたのではなくて？」

「そ、それもちょっとはありますけどぉ――でも純じゆん粋すいに蓮くんともっとゲームしたかったっていうか……人生を楽しく生きたかっただけで、そんなやましい気持ちじゃあ――」

「あなたがそう思っていただけでしょう？　ですが実際エミリーさんが現れた事により、自分で思っていたよりやましい気持ちが強かったのが露ろ呈ていしたのですわ」

「……!?」

「だって単に楽しくゲームがしたいだけなら、高代君に恋こい人びとがいようがゲームフレンドとして楽しめますわよね？」

「……うううぅぅそうかも――」

「お認めなさいな。あなたは直結厨です。何かを変えるには、まずは自分を知ることが大事だと思いますわ」

「は、はい……」

　そうか――わたし、そうなんだ……確かに客観的に見たらそうかも――？

　うううう――いざ具体的に言葉を当てはめられると凄い恥はずかしいよ……！

「まあとりあえずの対策として、高代君とエミリーさんがおかしな事にならないように手は打って差し上げますわ」

「で、出来るんですかそんな事？」

「ええ大丈夫です。ですから安心なさっていいですわ」

　希美さんは妙みように自信満々だった。

「あ、ありがとうございます……？」

「ですが、根本的な対応ではありませんわ。根本的な対応はあなたにしかできません」

「わたし？　どうするんですか？」

「そんなの、決まっていますわ。あなたと高代君がお付き合いなさればよろしいのです。直結厨なら直結厨らしく告白なさいませ。応おう援えんしますわ」

「ええええええっ!?　で、でもわたしの場合は家とかややこしいから……！　蓮くんに迷めい惑わくかけちゃうし――」

「そんなもの、関係ありませんわ。自分の気持ちを貫つらぬくのが一番大切な事です。わたくしは世成学園でそれを学びました。我が慢まんは体に毒ですのよ？」

「で、でも実際蓮くんがどう思ってるか分からないし――！」

「では高代君がエミリーさんとお付き合いされても良いと？」

「そ、それはイヤですけど……で、でもわたし、まだ今まで通りで良かったのに……！」

「もはや状じよう況きようがそれを許さないという事ですわ。押すか引くか、二つに一つですわね。よく考えなさいませ」

「……」

　希美さんの言葉に、わたしは何も返せなかった。
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第５章　アーズワース海底遺跡群２







　異世界サーマル――俺達の水上コテージ。

　水着に着替えた前まえ田ださんが、同じく水着に着替えた矢や野のさんを後ろに乗せて、ファンタジー版ジェットスキーでそこらを爆走していた！

「あっはははは！　なかなかいいわねー、これ！」

「ひいいぃぃぃっ!?　うわちょっと速すぎですしぃぃっ！　ちょっとスピード落としてことみー！」

「まだまだよ！　まだ行けるわ！　限界まで機体性能を引き出すのよ！」

「いやあああぁぁぁっ!?　助けてえぇぇぇ～!?」

　物凄い勢いで水みず飛沫しぶきを立てつつ、水面をバウンドするように疾しつ走そう！

　いや、実際勢いが出過ぎて高くバウンドしている。

　だが前田さんのドライビングテクニックで、空中で錐きり揉もみ回転しつつも上手く着水。

　更に爆走を続けてまた高くバウンド――という変態軌き道どうを先さき程ほどから繰り返かえしている。

　前田さんは実に楽しそうだが、付き合わされている矢野さんは半泣きになっていた。

「うわすっごーい！　この子、出る所に出ればかなりいいセン行きそう……！」

　エミリーが前田さんに感心していた。

　エミリーも水着に着替えてジェットスキーで前田さんとレースしていたのだが、全く追いつかないようだ。

　レースゲームが専門では無いらしいから、仕方がないのかも知れない。

　ともあれそんな、水着の美少女達たちが戯たわむれる光景が見られるテラスで――

　俺はひたすら検証作業に精を出していた！

「『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！」

「きゅ～。あかあおみどりきいろあお～」

　リューが色を見て教えてくれた。

「おうありがとな、リュー。火氷風土氷っと」

　俺は結果を『ディールの魔ま卓たく』の集計シートにメモする。

　シンプルにだが『エレメンタルサークル』を連打して、各属性の発動確率の分布を調べているのだ。

　検証の数が少ないと運に左右されるから、少なくとも千回単位のデータは取っておきたい所である。

「『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！」

「みどりみずいろきいろきいろむらさき～」

「ふむ……風水土土雷――」

　とまあこのノリで千回までは行くぞ！　こういう地道な検証が大事なのだ！

　取り敢えず数百回まで試行回数を積み上げた所だが、現在見えている傾けい向こうとしては――

　発動する属性は８種類。火水土風雷氷光闇だ。

　このうち火水土風雷氷の発動率が高く、それぞれ約15～16％程度。

　光闇の効果はレアらしく、それぞれ２～５％程度だ。

　確かに、火水土風雷氷の属性は武器攻撃にあきらのスカイフォールのような属性攻撃が付加されるだけであるのに対し、闇属性のサークルの場合は属性攻撃プラスそのダメージをＨＰとして吸収。更には吸収したＨＰが最大値を超こえて溢あふれる場合はＨＰ最大値のブースト効果が発生する。光属性の場合はそれがＭＰになる。

　ＨＰＭＰの吸収＆上限ブーストの効果が付いている分、他の属性より上位という扱あつかいで発動率が低いのだろう。

　ちなみにＨＰＭＰの上限ブーストの効果時間は約３分と短いが、元々の上限値の倍まで上限を増やせるようだ。

　ここに来る前にいつものトリニスティ島第一層で、アイランドバニー師し匠しよう相手に確認してきたからな！

　効果の詳しよう細さいや効果時間はこれで確定だ。

　ここからは装備を変えたり、撃うつ場所を変えたりして更にセット数を追加して、確率に変動が無いかを調べて行くべし。

　完全にランダムなのか、確率を変動させる要因が存在するのか。そこの所を確かめないとな。

　闇サークルや光サークルは結構使えそうだからな――これが良く発動する条件とかがあれば、ぜひ見つけたい。

　特に俺が惹ひかれるのは闇サークルだ。

　ＨＰが上じよう昇しようするという事はつまり、俺の奥おう義ぎの威い力りよくが更に上がるという事を意味する。

　暗器系アーツはＨＰが最大値に比べて少なければ少ない程ほどダメージが上がる。

　ＨＰ最大値がブーストされれば、その分ダメージが上がるのである。

　暗器系アーツを組み込んだ奥義も同じく、だ。

　ロマン砲ほうのロマンが更さらに加速するとは、何てロマンスなのだろう。

　やはり夏といえばロマンスですなあ！

「よっしゃ次！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！」

「きゅ～。あかむらさきみずいろあかみどり～」

「火雷水火風――っと。よし次行くぞ……！」

「それは一体何をやっておるのだ？」

　俺の背後から声が聞こえた。

　振ふり向むくと昨日縁日のロボ格ゲーで会ったシズクさんと、それに仲なか田た先生がいた。

　仲田先生がこの人を案内して来たのか？

　とにかく、せっかくなので『超級転移石』を一緒に使おうという俺の提案を聞き入れてくれて、今日こうして訪ねて来てくれたのだ。

　俺達は夏休みだが、仕事とか大丈夫なのだろうか。

「あ、こんちゃーすシズクさん。新魔ま法ほうの属性の発生確率を検証してたんですよ。いろんな属性が発動するらしいんで――」

「……属性？」

「あ、それはですねえ――」

　と、隣の仲田先生が説明していた。ホントにＶＩＰだなこの人。

「ほう……？　細かい話だが、それが不規則に現れるのを観察していると？」

「ええそういう事になりますね」

「まるで科学や何かの実験だが――それは楽しいのか？　高たか代しろ君よ」

「はい楽しいですけど！」

「そういうものなのか――？　ゲームとしては派手に戦ったりするのが楽しいのではないのか？」

「人それぞれじゃないっすか？　俺おれはどっちも好きですよ。ただ、事前にこうやってしっかり準備した方がより派手な活かつ躍やくが出来るんです。っていうか俺の場合はやらないと、全然役に立たないジョブなんで……」

「ふむう――？」

「まま、彼かれは変わった生徒なので……でもこういう作業が苦にならないのは、研究職や分ぶん析せき職に向いているという資質と言えるかと。実際分析力という点では、全生徒中でも屈くつ指しの能力を持っている子ですから――」

「ほほう、なるほどな……まあいい。昨日の約束通り、こうして訪ねさせてもらったぞ」

「はい。じゃあ早さつ速そく行きましょう！　おーいみんな、シズクさんが来たから『アーズワース海底遺跡群』に行くぞー！」

　俺はジェットスキーではしゃぎ回っている前田さん達に声をかける。

「「「はーい！」」」

　というわけで水遊びと検証は切り上げて、水上コテージを出ようとした所で――

「だが待って欲しい――！」

　上からイヤなフレーズが飛んで来た！

　これはもしかして、ヤツが……!?

「！　もしかして――!?」

　俺は声がした水上コテージの屋根の方を見る。

　フルフェイスの鉄仮面に、クリムゾンレッドの小さなスカーフマフラー。他は海パン一丁に、胸むな元もとには不本意ながら俺が入れた薔薇ばらのペイント。

　そんなド変態が、腕うで組ぐみをして屋根の上から俺達を見下ろしていたのだ。




　赤あか羽ばね竜りゆう太た郎ろう（３－Ａ）

　レベル２１２　ソードダンサー　ギルドマスター（真実の姿トウルーフオーム）




　で、ででででたーーーー！　異世界サーマルに来てもいつもの変態ルックだ！

　ここには学園外の人も、外国のプレイヤーの皆さんもいるのに日本のプレイヤーの恥はじを晒さらさないで頂きたいものである。

「うひいぃぃぃぃっ!?　ことみー何とかしてえぇぇぇぇ！」

　まるで家にゴキブリが出たかのように怯おびえる矢野さんである。

　矢野さん、アレ苦手だからなー。

　アレに対するリアクションは一番女の子っぽいのが矢野さんだ。ギャルだけど。

　いやギャルでも何でもアレは苦手でも仕方ないよな、変態だし。

「そ、そんな事を言われても――でもほら、この間見た中身の事を思い出せば少しは耐たい性せいが……」

　中の人、イケメンだったからなー。

　イケメンで家も金持ちで、既すでに会社の経営にもタッチしている出来る男なんだが……

　残念な事だなあ。天はイケメンと出来る能力と露ろ出しゆつ癖へきを与あたえたんだよなあ。

　その三物がフュージョンするとこうなるんだな……与えすぎて失敗したよな。

「だが待って欲しい！　中身などいない！　私は見ての通りの者だ！　それ以上でもそれ以下でもないッ！」

　と言いながらジャンプして、くるくる回転しながら俺達の近くに着地して来た。

「ひいぃぃぃぃっ!?」

　矢野さんが思いっきり後ずさりしていた。

「わぁ～！　あははっ！　すっごーい、絵に描いたみたいな変態ね！　おもしろーい！」

　エミリー的には結構面白いらしく、ウケていた。

「先生、一つ聞きたいのが、アレは国会議員の赤羽竜りゆう三ぞうの孫の赤羽竜太郎かね？」

「ええまあ……そうですねえ」

「なんとまあ――うつけそのものではないか。あの様子では、赤羽家の未来は暗いな」

「その辺は私はノーコメントでお願いします。大事な学園のスポンサーでもありますし」

　と、シズクさんと仲田先生がこそこそ話し合っている。

　取り敢えずあまり絡からみたくはないのだが――俺がお兄様に話しかける。

「あのー。何か用ですか？」

「うむ――妹から君達の手助けをするように頼たのまれた。人手が足りぬのだろう？」

　あれ、赤羽さんは最近の事を知らないような――？

　暫しばらくゲーム内で会ってないけどな。

　ああ、あきらが言ったのかも知れないな。

　家の用事で色々パーティーとかセレモニーとかに出かけるけど、赤羽さんも一緒だって言ってたような気がする。

　セレブの世界の事は良く分からんが、同じ位の良家のお嬢じよう様さまだと、同じような所に顔を出さなきゃいけないものなのだろう。

　だが――だからと言って助すけっ人とがこのド変態ではなあ……

　性能的にはともかく、見た目的な問題やメンバー間の相あい性しようの問題が――

　俺は仲田先生をちらりと見た。

　俺、前田さん、矢野さん、エミリー、シズクさんで五人。

　ＰＴは六人までなので、仲田先生が手伝ってくれるなら――

「いや、私はシズクさんをご案内に来ただけよ？　流石さすがに君達のダンジョン攻こう略りやくまで手伝ったら肩かた入いれし過ぎで不公平だし、この後合コンあるし」

「おおおー。先生もやる事やってるんすねー」

「まあねー。夏くらい楽しみたいじゃない？　たまにはね～」

「ならば私が六人目で問題はあるまい？」

「ま、まぁ……」

　やっぱロマン砲とソードダンサーの相性は抜ばつ群ぐんだからなー。

　ＰＴを構成する上で一人はいて欲しいのは事実。

　お兄様を雇やとうとすればジョブ構成は――紋もん章しよう術師（ロマン砲仕様）、学者、空賊、重じゆう騎き士し、格かく闘とう家か、ソードダンサーって感じだ。

　シズクさんはジョブは格闘家なんだよな。

　全体的にはまあまあなバランスか。

　この構成でザコ連戦とかだと、俺が一番微び妙みようになるか。

　ロマン砲をぶちかます程ではないし、かと言って支し援えん能力は大した事ない。

　ザコを弱体しても所しよ詮せんザコというか、こういう場合は強化系の能力の方が喜ばれるし効率もいい。

　今までなら――な！

　ここは『エレメンタルサークル』の活いかしどころだな――！

　支援対象のＭＰまで消費させるのがネックだが、異世界サーマルなら神アイテムの浴衣さんがある！

　というわけで女の子には浴衣を着て攻こう撃げきを頑がん張ばって欲しいし、回復役は男の方が実は都合がいい。

　回復役は回復に手を取られて、あまり攻撃できないからな。

　……まあまあニーズにはあってるんだよな、この人は――

「んじゃあ、お願いします」

　と俺は頷うなずいた、

「ええぇぇぇっ!?　一緒にいる所を見られたら恥ずかしいですし！」

　矢野さんは悲鳴を上げていた。

「フフッ……だが待って欲しい」

　いや何を待つんだか知らないが、とにかくお兄様はニヒルに笑っていた。

　この人はこういうリアクションが嬉しいのだ。

　変態だから見られてドン引きされるのが快感なのである。

「ま、まぁほら矢野さん。ダンジョンに入ったら専用エリアだから他からは見えねーし」

「うむ。街中では少し離はなれて物もの陰かげから付いてゆくのでお構いなく！」

「ええぇぇぇ～……」

　と、まだイヤそうな矢野さん。

「だが待って欲しい。ならばこれでどうだ？」

　とソードダンサーの『バニッシュフリップ』を発動させて姿を消した。

「ああまあこれなら――見えませんし」

　と矢野さんが納なつ得とくした。

　しかし、見られるの大好きな露ろ出しゆつ狂きようが姿を消すとか、本ほん末まつ転てん倒とうでは……？

　まあこちらとしてはありがたいが――どういう風の吹ふき回まわしだ？

「よしじゃあ決まりね、行きましょ！」

　エミリーが俺の腕うでを取り、歩き出そうとする。

「ちぇすとおぉぉぉ～！」

　いきなりドンと何かが当たって来て、俺はその場にコケた。

「いってて……何だ――？」

「だが待って欲しい。済まないな、新作のステップを試ためしていて激げき突とつしてしまった。なかなか激しい動きでな」

　いや姿を消した途と端たんに何をやってんだよ、この人は――




　　◆◇◆




　さて、俺おれ達たちは『アーズワース海底遺跡群』に到とう着ちやくした。

　これからダンジョン探たん索さくに向かう訳だが、今日もダンジョンは盛せい況きようだな。

　まだ『レインボーガード』をゲットしたプレイヤーは誰だれもいないようである。

　なぜ分かるかと言うと、中で手に入る交こう換かん用アイテムの引ひき換かえカウンターに紙が張ってあり、残り在庫数が書かれているからだ。

　残り10個の在庫が、昨日から変わっていない。

　まあ一日五回までしか突とつ入にゆうできないという制限があるわけだから、そこまで超ちよう速そくでダンジョンの最下層まで辿たどり着つくことは出来ないだろう。

　難易度設定的には夏休みの後半になって『レインボーガード』の交換アイテムである『銀河の虹にじ』が出土し出すのではないかと――

　まだまだ夏休みは始まったばかりだ。この夏は『レインボーガード』に捧ささげるぜ！

「シズクさん。これから行くのは、階ごとに構造とか先に進むための条件が変わるダンジョンです。条件は例えばその階のモンスターを全ぜん滅めつさせたりとか。色々です。途と中ちゆうにセーブポイントがあって、そこでセーブすれば次はそこからスタートできるんで、毎回次のセーブポイントを目指して先に進んで行くって感じです」

「なるほど――先の見えぬ冒ぼう険けんというわけだな。面おも白しろそうじゃないか」

「シズクさんはこのゲーム自体不慣れっぽいですから、まあ適当に敵と戦ったりして慣れて行って下さい。俺達に付いて来て貰えばいいですから」

「分かった。郷ごうに入れば郷に従えだな」

「何気にあたしらも初めてですし、高代とエミりん先導よろしくっ」

「まっかせて！　ピンチになったらあたしの所に逃にげてくれればいいからね！　ガンガンターゲット取るから！」

「あ、それから前田さんと矢野さんとシズクさんはコテージから持って来た浴衣装備でお願いします」

　女の子用の浴衣でＭＰ自動回復している状態なら、『エレメンタルサークル』で効果を受ける側のプレイヤーまでＭＰを消費してしまう件は緩かん和わされ、純粋に攻撃力の向上が見込める。

　ただし浴衣の防御力は１しかないので、今回メインで盾役タンクを務めるエミリーが装備するのは流石にマズい。

　逆に他のメンバーは、エミリーというしっかりした盾役タンクがいるので、浴衣装備でも敵のターゲットが来なければ問題ない。

　何と言うか、初めて支援系の後衛ジョブとして活躍が出来そうだな！

　異世界サーマル限定装備である浴衣の力を借りたマジックなので、元の世界に帰るとゴリゴリ味方のＭＰを削るデメリット付きの趣しゆ味み用魔法になるが。

　この夏の、この異世界サーマルでしか体験できない支援ジョブとしての輝かがやき！　一夏の思い出として堪たん能のうさせてもらおう！

『エレメンタルサークル』の性能については説明してあるので、前田さん達はぱっと浴衣に着替えてくれる。

　シズクさんはシステムメニューの使い方がまだおぼつかないので、エミリーが説明しつつ着替えていた。

「いいなあ、あたしも浴衣で戦いたいなあ」

「いや、さすがにエミリーが着るのはまずいだろ。タゲ集めるんだからさ」

「えぇ～？　蓮れんはあたしの浴衣見たくないのぉ？」

「いやさっき見たし――」

　水上コテージを出る前に喜んで着ていたのを見ている。

　まぁ確かに可愛かわいかったが――外国人の女の子の浴衣ゆかた姿すがたもいいものだ。

「オホン！　だが待って欲しい。では早く突入しようではないか。そろそろ姿が現れてしまうぞ」

「……あのー。中で浴衣着て貰ってもいいんですよ？」

　浴衣の防ぼう御ぎよ力りよくは１だが、裸はだかよりは１だけ高いぞ。

「フッ……気持ちだけ頂いておく」

　つまり着る気はないって事だな――

「じゃあ行きますよ！　いきなり『超ちよう級きゆう転移石』はもったいないからまず普ふ通つうの『転移石』で！」

　俺はアニメ声のライオンヘッドの口に『転移石』を放ほうり込んだ！

「ありがとぉ♪　どこから始めるのかな？　最新の記録だとＢ６Ｆからになるよ！」

「じゃあそこからで！」

「は～い。では、よいダンジョンライフを！　お客様をごあんなーい♪」

　目の前がぐわんと歪ゆがみ始める。

　さて、Ｂ６Ｆからだな。どんな指令が来るか――

　俺達がＢ６Ｆに転移すると、早速システムメッセージが！




　ピンポーン。

　ゲート開放条件。巨きよ大だい化かモンスターを倒たおせ！




「巨大化モンスター？」

「はじめて見る条件ね」

　俺とエミリーは顔を見合わせる。

　昨日は開幕早々のモンスターハウスと、後はフロアのモンスター殲せん滅めつだけだった。

「だが待って欲しい。恐おそらく、通常よりもサイズが大きいモンスターがこの階にいるのだろうな。それを倒せばいいというわけだ」

「でしょうね――」

　俺達の今いる場所から何体かの敵は見えるが、どれも通常サイズだ。

　なら別の場所を探しに行くか――

「よしじゃあ、こっちに！」

　俺とエミリーが先頭に立ち、転移して来たセーブポイントの部屋から出る。

　通路を進んで、また別の部屋に。

　そして――

「あーなるほど……」

「あはははっ！　バレバレね！」

　俺達が見つけたのが何かと言うと、デカい宝箱だ。

　通常サイズの十倍くらいはあり、見上げるほど大きい。

　そして、ここのフロアのゲート開放条件は『巨大化モンスターを倒せ！』だ。

　つまりこれ、巨大化したミミックだよなあ――エミリーの言う通りバレバレだ。

「まあ、さくさくやっちゃいましょ！」

　エミリーが宝箱に近づき、手を触れる。




　キュイイィィィィ！




　待ってましたとばかりに飛とび跳はねる巨きよ大だいミミックだが、いやバレてないと思ってたのお前だけだから！

　動き出だしたミミックにエミリーは『名乗り』を発動させてがっちりとターゲットをキープ。

　よしこっちも攻撃に出るぞ！

　俺は『エレメンタルサークル』の詠えい唱しようを始めた――！

「『エレメンタルサークル』！」

　いつもの事ながらターゲットはリューに設定。

　リューをターゲットしておけば、サークルが移動できるからな。

「きゅ～みどり～！」

　またリューが『エレメンタルサークル』の色を教えてくれる。

　俺が水上コテージでこれを検証していた時に、色を口に出して貰もらっていた癖くせが残っているようだ。

　よしよし、えらいえらい。俺の言った事、まだ守ろうとしてくれてるんだな。

　リューの言う通り今度のサークルの色は緑。風属性か。まぁこれで逆にミミックが回復する事は無いだろう。

　風の精せい霊れい系とかそういう奴やつだと回復しそうだが。

「リュー！　俺に付いて来いよ！」

　俺はリューを連れて巨大ミミックの側に。

　ヤツはエミリーの方を向いているので、側面に回る。

　エミリーをサークルに巻き込まないための位置取りでもある。

「前田さん矢野さんシズクさん！　こっち来てサークルの上に乗って攻撃！」

　呼びかけつつ俺も杖つえのまま仕込杖を振る。

　ＤＥＸ器用を完全に捨てている俺の攻撃はスカスカだが、追加の風属性の魔法ダメージだけは入る。

　杖からあきらのスカイフォールよろしく、衝しよう撃げき波はのようなものが出るのだ。

「おー！　いいですしこれ！」

　矢野さんが繰くり出す銃じゆう剣けんの刺突にも衝撃波が乗る。

　刺突、振り上あげて銃じゆう身しんで殴おう打だ、更に追つい撃げきの中段蹴げり。

　矢野さんは最近ＭＥＰメリツトポイントで皆かい伝でんの証〈蹴撃〉をゲットして、接近戦の能力を強化していた。

　雪ゆき乃の先せん輩ぱいが二刀流プラス蹴撃の戦せん闘とうスタイルだが、それに結構憧あこがれたらしい。

　夏休み直前のテストで頑張ってギリギリ取れて喜んでいた。

　浴衣ゆかたで蹴りを出すと裾すそが大きく割れて生足が覗のぞくので、結構セクシーな感じですな。

　ビシビシと繰り出す攻こう撃げき全すべてに衝撃波が乗るので、ミミックのＨＰはゴリゴリ減る。

　巨大化してＨＰも数倍に増えているようだが――この分なら問題ないだろう。

「直接攻撃をするなんて、新しん鮮せんだわ」

　言いながら前田さんも杖を振るっていた。

　前田さんの場合攻こう撃げき魔ま法ほうは使えるので、普通に浴衣を着て魔法を撃つだけでＭＰを殆ほとんど減らさずに攻撃できる。

　そう考えると凄すごいのは『エレメンタルサークル』ではなく浴衣だという話になるな――

『エレメンタルサークル』に関係なく、前田さんは常時浴衣で使えるＭＰ量が跳ね上がるもんな。使えるＭＰ量が上がれば、取れるダメージ量も多くなるし回復できるＨＰ量も多くなる。

　浴衣まじすごい。見た目も性能も最高！

「ほうほう――？　ほほう、こういう動きになるのか――！　少し自分が思ったのと違ちがう動きになるようだな……！」

　具合を確かめるようにして、シズクさんがミミックに攻撃を加えている。

　拳こぶしでビシバシ殴なぐる一発一発からも衝撃波がバンバン発射される。

　蹴り、極きめ技わざ、体当たりからも同じく。極め技は投げ系統なんだよな。

　ミミックのどこを極めるんだって話だが、箱の蓋ふたあたりに飛びついてゴキっとやるとデバフ効果がちゃんと出ていた。

　って――んん？　あれ格かく闘とうモーション全部使ってるのか!?

　シズクさんの格闘家は、流派選せん択たくという事で拳打、蹴撃、投げ、当て身の四つの格闘モーション系のうち二つをデフォルトで使える仕様だ。

　そう、デフォルトでは二つだ。

　残り二つをタレントで使えるようにしてるって事か？　格闘マスター的なセッティングですな。

「はーーーーーッ！」

　更にシズクさん、手からエネルギー波を放って見せる。

　ああそうだ、ジョブが格闘家で格闘モーション全セットすると見ての通り気功波が出るのだ。

　見た目はモロドラ〇ンボール的なアレに近いので、そりゃあもう大人気――かと言ったらそうでも無い。

　何故なぜかと言うと普通に弱いからだ。

　エネルギー波はつまり遠えん隔かく攻こう撃げきになるのだが、その威力は銃じゆうや弓よりかなり下になる。

　そりゃあ銃や弓は一発ごとに矢や弾だまを消費するわけで、無消費のエネルギー波がそれを上回るのはゲーム的にアレだろう。

　なので威力はかなり低めに抑おさえられ――格闘家にとってもスクショ映えする宴えん会かい芸げいの域を出ないものになっている。

　気功波目当てにタレント枠わくを二つ使って残り二つの格闘モーションをセットするくらいなら、タレント枠一つで銃なり弓なり装備すればいいわけで。

　というわけで格闘家自体は決して不ふ遇ぐうジョブとは言いがたいが、エネルギー波については死にスキルだ、残念ながら。

「ほう……!?　これは――!?　はははっ！　面白い！」

　ドシュンドシュンとエネルギー波を撃つシズクさんは楽しそうなので、まあ何も言うまい。

　しかしエネルギー波は遠隔攻撃だからか、『エレメンタルサークル』の効果も乗っていないようだ。

　うーん微妙！　絶対普通に殴った方が強いな。

「わぉ！　威力はともかく、アニメのアレみたいでカッコいいわね！」

「うんうん、見み栄ばえがしますし！」

「そうね！」

　エミリー達も喜んでいるようだった。

「ふぅむ……そのようなものか？」

　しかし、シズクさんはピンと来ていない様子。

　おやドラ〇ンボール的なアレが分からない……？

　まあ俺達の親父世代の話ではあるが――世代が違うのか？
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　俺達より更に下？　それとも親父世代より上？　まぁもしくはアニメとかゲームとか興味無い派？

　まあどれでもいいんだが――ちょっと意外だったな。

　まあともあれ、程ほど無なくして巨大ミミックは沈しずんだ。

　ＨＰが数倍になっていて、攻こう撃げき力りよくや防御力も２～３割増し位には強くなっていたが――

　まあ皆で戦えばそれ程問題になる相手でもなかった。

　何気に『エレメンタルサークル』も役に立ってくれて良かった。

　支援役としてＰＴメンバーの役に立つとか初めてなんで、新鮮だな！

　局地戦ではロマン砲、雑魚ざこ連戦では役立たずってのがお決まりだったからな。

「よしこれで次行けるぞ！　さぁ次行こう次！」

　俺達はＢ７Ｆへのゲートに急いだ。




　　◆◇◆




　それからＢ７Ｆ、Ｂ８Ｆ、Ｂ９Ｆと特に問題なくクリア！

　で、Ｂ10Ｆ。前と同じノリならここをクリアすればセーブがあるか？

　５層刻みでセーブポイントがある説だな。

　で、このＢ10Ｆだが今までの階層とは少し様相が違う。

　フロアの材質は今までの通りの石っぽいものだが、今度は全体が円柱状の巨大な広間だった。

　俺達がいる場所は壁かべにぐるりと囲まれて、その上部には無人の観客席が無数に並んでいる。

　雪乃先輩の所の闘とう技ぎ場じよう――のような感じだ。ただし無人で何の活気も無く、妙みような物もの寂さびしさに包まれている。




　ピンポーン。

　ゲート開放条件、ボスモンスターを倒せ！




　おお!?　それは聞いた事ない指令だな……！

　そして、俺達の向こう正面――の奥おくの壁にある鉄てつ格ごう子しが重い音を立てて開いて行く。

　奥からかなり巨大な、いかにもボスサイズのモンスターのシルエットが見えた。

　ギャリギャリギャリ――と、何か金属が軋きしむ音が大きく響ひびく。

　その姿がはっきり見えてくると、何の音か分かった。

　モンスターの下半身と化している、禍まが々まがしいトゲの生えた戦車の車輪だ。それが回ると軋んだ音を立てるのである。




　デスチャリオット　レベル１０５　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




　簡単に言うと、上半身は黒ローブにホラー映画のスク〇ーム的なお化けフェイス。

　それが巨大な鎌かまを携たずさえているのだが、腕と腕はトゲ付きのチェーンで結ばれていた。

　ローブには何か呪じゆ詛そのような血文字が書かれており、更にその周りに怨おん霊りようがたむろしているような恐ろしげなエフェクトを発していた。

　そして下半身が金属トゲトゲスパイク付きの車だった。

　ローブの裾から車輪と、車体を牽ひいているであろう首の長い竜の頭が二つ覗いている。

　竜の口には炎ほのおがチロチロしていて、いかにも火を噴ふきそうだ。

　中々凄い見た目をしてるなーこいつ。

　黒ローブで隠かくされて見えないのだが、上半身と下半身の接合部分はどうなってるんだ？

　実は中でセ○ウェイ的なものに乗っているスタイルだったら笑うが。

　是ぜ非ひともローブの中に潜もぐり込んでみたいものだが――まあ、やっても真っ暗で何も見えない系かもな。

「なかなかロックな感じのボスね！　気に入ったわ！」

　エミリーが目を輝かせていた。

　うんうん昔から少々ゲテモノ趣味はあったよな、エミリーは。

　ジェイ〇ン的なのが主役のアクションゲームとか大好きだったもんな。

「ロック……って言うかちょっとキモイですし、あたしは苦手～」

「そうね――どうせなら可愛い方がいいもの」

　矢野さんと前田さんは女の子らしい反応と言うか、まあそうだろうなと。

「だが待って欲ほしい――重要なのは見た目ではなく中身だよ。恐れる事はない」

　と、もっともらしい事を言う人がいるが――どの口が言っているのか。

　この人の見た目は中身の人格を疑うレベルだし、見た目の時点で恐ろしいのでまるっきり説得力がない。

　誰か突っ込んでやってくれ！　俺は嫌いやだ！　触さわりたくないからな！

「その見た目でそれを言っても、説得力が皆かい無むなのだが――今の君の姿を赤羽竜三が見たら泣くぞ、竜太郎君よ」

　心底呆あきれ返かえった目をしたシズクさんがそうツッコんだ。

「フッ……だが待って欲しい！　どうかご内密に！　これはあくまでゲームの中の話でありまして、現実の姿とはかけ離れた、単なる余興でございます！　どうかご内密に！」

　何かちょっと焦あせってるのか？　この人も。

　親か何かのリアル知り合いかと思って、ヤバいと感じたんだろうか。

　こんな事やってたら遅おそかれ早はやかれいずれバレると思うが――どうなんだ？

「シズクさん、赤羽竜三って人は誰なんですか？」

「この者の祖父でな。代議士などをやっている」

「……まあ見たら泣いてもおかしくないでしょうね」

「ああ全くだ」

　俺とシズクさんは頷き合った。

「みんな！　あいつ、こっちに来てるわよ！」




　ギャリギャリギャリ――！




　車輪を軋ませて突っ込んで来たヤツに、エミリーは『名乗り』を叩たたき込んでターゲットをキープ！

　さすがエミリーは反応が早いな。

「よし矢野さんシズクさんはさっきのミミックの時と同じ感じで！　前田さんはさすがに後方でサポート頼む！」

「オッケーですし！」

「いいだろう――！」

「わかったわ！」

　で、まあお兄様に特に言う事はない。

　この人はボスだろうが雑魚だろうがやる事一いつ緒しよだろうし――

　何をしているかと言うと、まあソードダンサーなので回復役ではあるのだが……

　本人が昔、自分はバリバリのリベラリストでベジタリアンなので殺せつ生しようは好まないとか言っていたが、本当にそれを貫つらぬこうとするので、敵には一いつ切さい攻こう撃げきしないのだ。

　ソードダンサーのソードの部分を完全に捨てているが、本人がいいならいいんだろう。

　回復魔ま法ほうを『皆伝の証あかし〈回復魔法〉』のタレントで使えるようにし、ダンスと魔法の両方での回復行こう為いを可能としている。

　そしてタレントの『タクティカルマジック』で、ＭＰを消費すればＡＰアーツポイントが溜たまるようにしつつ、『タクティカルアーツ』で逆にＡＰアーツポイントを消費すればＭＰが溜まるようにもしている。

　更さらに『闘神の息い吹ぶき』でＡＰアーツポイントが自然回復、『魔ま神じんの息吹』でＭＰが自然回復。

　最後に手にしたファンシーな魔ま女じよっ娘こステッキのような代しろ物ものは、攻撃力は皆無だが持っているだけで『タクティカルマジック』及および『タクティカルアーツ』の変へん換かん効率を高めてくれる。まあ殴ろうとしても、ソードダンサーは杖の適性は無いのでスカスカになる。

　つまりタレント枠は『皆伝の証〈回復魔法〉』、『タクティカルマジック』、『タクティカルアーツ』、『闘神の息吹』、『魔神の息吹』になる。

　これはすなわち、回復超ちよう特化である。

　何処どこに行ってもやる事は適てき宜ぎ回復を飛ばす事のみ。

　だから指示もいらないというわけだ。

　それをいいことに、俺達の視界の中で見えるように変なポーズ取って魔法唱えたり、意味もなく敵の周りでダンスし始めたりするのがうざったいのだが、まあそれ以外は回復行動のみ行うＮＰＣ的なので、面めん倒どうが無くていいと言えばいい。

「だが待って欲しい！　魔ま物ものよ、わが舞まいをその目に焼き付けるがよい！」

　その言葉通りエミリーの後ろ、デスチャリオットに見えるように陣じん取どり、変なポーズを決めていた。

　うーん。キモイが回復は的確にやってくれるのでまあ放っておこう。

　さぁデスチャリオットを倒すべし！　攻略開始だ！




　デスチャリオットの攻撃。エミリーはガード。39のダメージ。

　ドラゴンヘッドの攻撃。エミリーは攻撃をガードした！

　ドラゴンヘッドの攻撃。エミリーは攻撃をガードした！




　デスチャリオット本体の鎌の攻撃に、黒ローブの裾から頭を突つき出すドラゴンヘッド２体の攻撃。

　ガードを固めたエミリーは、さすが重騎士だけあってやはり固い！

　本体の攻撃も大して効いていないし、ドラゴンヘッドの攻撃はガードでノーダメに出来ている。

　物理攻撃には滅めつ法ぽう強いな、重騎士は。

　これは頼たよりになるわなー。さすが純正の盾役タンクジョブである。

「よしこっちも！　『エレメンタルサークル』！」

「きゅ～あお～！」

　氷属性な。まあ可も無く不可も無くだろう。

　闇やみ属性とかここで出たら回復させかねんし、無難なこれでいい。

　エレメンタルサークルの範はん囲いに俺おれと矢野さんとシズクさんが入り、デスチャリオットに攻撃開始。

　氷属性サークルの追加効果の氷の弾たまは、キッチリとデスチャリオットにダメージを入れてくれる。

　エミリーが敵のターゲットを受け持ってくれるので、こちらはゴリゴリと攻撃して行けばいい。

「奥おう義ぎ『ハイド・ライジングブラスト』！」

　矢野さんが早さつ速そく奥おう義ぎ発動！

　高く飛び上がってデスチャリオットに飛び蹴りを見み舞まい、その反動を利用して後方に宙返り。

　そのまま空中で銃を二連射して着地した。

　更に蹴りを出した時から、矢野さんの身体は半はん透とう明めいのエフェクトに包まれている。

　これは『スキルチェーン』で構成する奥義に、効果中はヘイトが増えない『ステルスショット』を組み込んでいるからだ。

　蹴りの動きは蹴撃アーツの『雷迅閃』、銃の連射は銃アーツの『ダブルブラスト』だ。




　優ゆう奈なのハイド・ライジングブラストが発動。デスチャリオットに１１１３のダメージ！




　うん、そこそこのダメージ出てるな。

　しかも『ステルスショット』を乗せているので、エミリーから変にターゲットを奪うばう事なく削けずれている。

　序じよ盤ばん戦せんでいきなり奥おう義ぎ撃うつと、盾役タンクからターゲットを奪う事もあるからな。

　そうしないための安全策だと言えるだろう。

　見た目ギャルなのに案外空気を読む派の矢野さんらしいと言えばらしい。

　ちょっとしたプレイスタイルに性格出てるよな。

　うーむ俺も奥義をぶちかましてロマン砲ほうの威い力りよくを見せつけたい所だが、ここで下手に撃うつと絶対タゲくるよな――

　稼かせぐヘイトが膨ぼう大だい過ぎてアレだからな。

　まあ矢野さんが『ギルティスティール』してくれればいいんだが、それはそれで矢野さんにタゲが行くだけで、せっかくのエミリーの盾役タンク能力が活かせなくなる。

　お兄様に『剣の舞い』してもらえれば、更にもう一発は撃てるが……

　それで敵が沈まないとなると、ヘイト関係がぐちゃぐちゃになってもはやエミリーにタゲが戻もどらないからな。

　あきらと赤羽さんのダブルソードダンサーシフトなら『剣の舞い』の数がさらに増えるので、奥義乱発で一気に沈める事も出来るだろうが――

　まあ、後１発ないし２発の奥義で倒せるくらいに削るまでは、俺は『エレメンタルサークル』役に徹てつした方が安全かもな。若じやつ干かん暇ひまだが――

　ボス戦なのに暇ってどういう事だって話なんだが、これでも今までよりはマシなんだ！　『エレメンタルサークル』して自分でも追加効果でチマチマ削ってるからな。

「ようし――ならばこちらも！　奥義『昇竜三華閃』！」

　と、シズクさんも奥義を発動させる。

　初段はアッパーパンチ、その後サマーソルトを三連打！

　物もの凄すごいアクロバティックな奥義である。格闘家の動きは激しいな――！




　シズクの昇竜三華閃が発動。デスチャリオットに１５４４のダメージ！




　いい感じで押おしてるな！　みんな頑がん張ばれ！　俺は自重だが！

　とその時――




　ドラゴンヘッドはファイアーブレスの構え！

　ドラゴンヘッドはファイアーブレスの構え！




　ドラゴンヘッドが同時に炎のブレスを吐はき出した！

　重騎士は物理攻こう撃げきには滅法強いが魔ま法ほう攻撃系には弱めである。

　ＨＰバーがぎゅーンと一気に減らされる。




　ドラゴンヘッドのファイアーブレスが発動。エミリーに６２５のダメージ！

　ドラゴンヘッドのファイアーブレスが発動。エミリーに６１１のダメージ！

　ドラゴンヘッドのファイアーブレスが発動。竜太郎に４２５のダメージ！

　ドラゴンヘッドのファイアーブレスが発動。竜太郎に４０８のダメージ！




　……いや後ろで変な踊おどり踊ってる変な奴が巻き込まれてるし！




「きゃああっ!?　うー……結構効いたわね！」

「だが待って欲しい！　何も問題は無いぞ回復するからな！」

　即そく座ざにダンスと回復魔法で回復するお兄様。

　前田さんもそれを手伝って、二人のＨＰはすぐにリカバリーされる。

　……お兄様は何も言わず、エミリーの後ろからちょっとずれた位置に移動していた。多少反省したらしい。

　という感じで回復は出来たのだが――今度はデスチャリオットがくるりとシズクさんの方を向いた。

　敵から攻撃されてＨＰが減れば、その分その敵のヘイトは下がる。

　今エミリーが大ダメージを貰ったので、持っているヘイトが減少してシズクさんがヘイト量トップになったのだ。矢野さんは『ステルスショット』を奥義に組み込んで、ヘイトの上じよう昇しようを抑えているからな。




「む……!?」




　デスチャリオットの攻撃。シズクはガード。２０７のダメージ。

　ドラゴンヘッドの攻撃。シズクはガード。１１５のダメージ。

　ドラゴンヘッドの攻撃。シズクはガード。１０７のダメージ。




　浴衣は防御力は低いので、ガードしてもダメージは相当なものだ。

　ちょっと不味まずいか――？

「大だい丈じよう夫ぶよ、任せて！」

　エミリーが『名乗り』を発動。

　しかしそれでもデスチャリオットはエミリーに向かない。

「奥義『赤き災厄レツド・デイザスター』ッ！」




　ズゴオオオオォォォォッ！




　足元に突き立たてた槍やりから放射線状に、真っ赤な火柱が吹ふき上がる。




　エミリーの赤き災厄レツド・デイザスターが発動。

　デスチャリオットに１５７７のダメージ！




　赤き災厄レツド・デイザスターのダメージヘイトで、今度こそデスチャリオットはエミリーの方に向き直る。

　ターゲットを奪い返したという事だ。

　いざという時にヘイトを取れるように、赤き災厄レツド・デイザスターを即そく打ちせずに取っておいたんだな。

　まあ流石さすがエミリーなのでプレイヤースキルが高い。安心して見てられるな。

　そこから更に戦闘は続き、デスチャリオットのＨＰも残り３～４割という所に。

　そこで流れるシステムメッセージが！




　突とつ入にゆうから28分が経過しました。後１２０秒後に強制排はい出しゆつとなります。




　あ、やばい時間切れが近いか!?

「マズいわね――！　倒せない相手じゃないけど、時間が……！」

　エミリーの顔に焦りが浮うかぶ。

　確かにこのままでは、倒し切る前にタイムアップを迎むかえそうな気配だ。

「ぬう――せっかくいい所だというのに……！」

　シズクさんもエミリーと同じく。

　だが俺や前田さんや矢野さんはそこまで焦っていなかった。

　打てる手がある事を分かっていたからだ。

　瞬しゆん発ぱつ火力の鬼おに！　いわゆるひとつのロマン砲！

「高代！　残りちゃちゃっと削っちゃって！」

「任せたわ、高代くん！」

「オーライ！　ようやく俺の時代がやって来たようだな！」

　俺は早さつ速そく、大規模の『ディストラサークル』を発動。

　残りＭＰを調整しつつ捨てにかかる。

「奥義を撃ったら『剣の舞い』頼たのみます！」

　お兄様に事前申しん告こくしておく。

　お兄様はあきらではないので、一応言っておいた方が安心だ。

　しかしやっぱりソードダンサーはあきらがいいなあ。

　何も言わなくても合わせてくれるし、可愛かわいいし、非の打ちどころが無いからな。

　こちらのお兄様は何しでかすか不安だし、ド変態だから話しかけるのも怖こわいし、非の打ちどころしかないからな。

　早くあきらに帰って来て欲しいもんだ。

　俺も我わが儘ままになったもんで、この学校に入った時は男同士でむさ苦しくも楽しくゲームしようと思っていたのだが、今やあの超ちよう美び少しよう女じよが隣となりでにこにこしてくれていないと、物足りなく思えたりもするのだ。

　美少女ソードダンサーの存在は麻ま薬やくですなあ。慣れると戻れないというか――

　そんな俺の内心を知ってか知らずか、お兄様は無む駄だに腕うで組ぐみでかっこつけたポーズを取った。

「うむ！　君と我わが妹との連れん携けいも見ていたからな！　任せたまえ！」

　どうでもいいが、ポーズなしに普通に答えられないのか。頭が痛くなってくる。

　だがまあ――時間も無いしやる事はやるぞ！

「じゃあ行きます！　『ファイナルストライク』！」

『ファイナルストライク』を先出し発動。

　そして、腰こしを落とし半身を捻ひねった『抜ばつ刀とう術』の構えを取る。

　俺の体が、真っ赤な炎の鳥――朱雀すざくに包つつみ込まれる。

『ターンオーバー』『爆炎タックル』『抜刀術』の組み合わせ！

「奥義！　『朱雀すざく一いつ閃せん』ッ！」

　俺は炎に包まれたまま、デスチャリオットに高速突とつ進しん！

　そして、勢いそのままダッシュ斬ぎり！




　オオォォォーーー！




　クリーンヒットし、デスチャリオットが悲鳴を上げる。

　俺は高速で斬り抜ぬけて、デスチャリオットの逆側に移動して止まっていた。




　蓮の朱雀一閃が発動！　デスチャリオットに５８６６のダメージ！




　うむ！　今日もいいダメージだ！

　当然ながら俺が握にぎったダマスカス製の『仕込杖』はキラキラした粒りゆう子しになって消しよう滅めつして行く。

　うむ！　今日もさようなら、金！

　だがデスチャリオットはまだ沈んではいない。俺の方に突進しようとして来る。

　いきなり極大ダメージを与あたえたせいだ。

　俺のヘイト量はエミリーを軽くぶっちぎっていた。

　これはエミリーが頑張ってターゲットを取とり戻せる範囲を超こえている。

　しかも俺のＨＰは奥義後はいつもの如く瀕ひん死し状態。一発貰ったら即そく死しである。

「蓮あぶない！　そっちに向いてるわよ！」

　エミリーがそう警告してくるのも自然な事だろう。

　だが大丈夫だ。

「ほいっ！　『ギルティスティール』！」

　矢野さんが俺のヘイトを全部抜いて持って行く。

　そして俺に向いていたデスチャリオットのターゲットは、あっさり矢野さんに移った。

　矢野さんは装備を盾たてに持もち替かえ、完全ガード体勢。

　エミリーの重騎士ほどではないが、盾でガードを固めればそう簡単には沈まない。

「あっ……!?　なるほど優奈ナイス！」

　エミリーが手を打っていた。

　そしてお兄様が『剣の舞い』のモーションとは関係のない、変な踊りをはじめた。

　何だそれは――男ソードダンサーだとモーションが違うのか？

「さぁ――我が祝福を受け取るがいい！　天よ地よ火よ水よこの者に大いなる加護を与えたまえ……！」

　いやいやなんか言ってるが、効果発動してないし！

　つまりこれ、スキルに関係のない単なる趣しゆ味みの踊りだろ!?

「いやその動き関係ないでしょ!?　早くしてくれます!?」

『仕込杖』を再合成しつつ俺は叫さけんだ。

　ツッコんだら負けだが、さすがにツッコんでしまった！

　だって時間無いしさ！　急いでんだよこっちは！

「では『剣の舞い』！」

　やっぱり『剣の舞い』のモーションは男女でそんな変わらないだろ！

　まあともあれ、俺のスキルは全すべて再使用可能になる。

「『ファイナルストライク』！」

　もう一発、行くぞ！

　俺は再び炎の鳥に包まれて、高速ダッシュからの一いつ閃せんをデスチャリオットに見舞う。

「奥義！　『朱雀一閃』ーーーッ！」




　蓮の朱雀一閃が発動！　デスチャリオットに５８６６のダメージ！

　蓮はデスチャリオットを倒たおした。




　オォォォ……オオォォォーーー！




　デスチャリオットの身体がぼろぼろと崩くずれて行く。

　よっしゃやったな！




　デスチャリオットは暗黒憑ひよう依いの構え――




　んん!?　何だ？　倒したログは出たのに、まだ動くのか!?

　これってあれか、ファイナルアタックってやつか!?

　死ぬ間ま際ぎわになんか嫌がらせして去って行く的なアレだ。

　一体何が――!?

　俺おれ達たちが身構える中、デスチャリオットの身体が小さな黒い光となり――

　お兄様に向かって行き、その体に光が吸い込まれた。

　次の瞬しゆん間かん、ポワンとお兄様の全身が黒い光に包まれた。

　そしてそれも消えると、後に残ったのは――

「……ぬ？」

　デスチャリオットが纏まとっていた、血染めのローブを着させられたお兄様だった！

「おお――！」

　俺は喜んだ。裸はだかよりこっちの方がまだ見れる。

「あれ？　これはあいつの着てた――」

　エミリーがそう呟つぶやく。

「あいつナイス！　ちょっと見た目が緩かん和わされましたし！　ね、ことみー？」

「そ、そうねえ……でもまだ怪あやしいけれど――」

「服が無いのを憐あわれんで、置いて行ったか――武士の情けだな」

　なるほどシズクさん、面おも白しろい考察だ！

　こいつ着るものもねえのか――仕方ないこれでも着てろ……！　的な？

「あっははは！　あいつ意外といい奴やつなんですね！」

「わぉ――敵に塩を送るってヤツね！　上うえ杉すぎ謙けん信しんイズムだわ！」

　エミリーは日本の歴史も好きだし詳くわしい。

　一緒に歴史系のシミュレーションゲームもやったからな！　そこから入った系だ。







[image: ]







「ぷくくくっ……！　戦ってるのに服くれるなんてツンデレですし！」

「もしくは、あれで身だしなみにはうるさいタイプだったとか……？」

「あははははっ！　お母ちゃんみたいですし！」

　どっちにしろいいやつだな、デスチャリオット！

　あんな見た目なのにあいつの好感度が俺達の中でうなぎ登りだった。

　しかしお兄様は気に喰くわなかったようだ。

「ええい！　このような怪しい格好をしていられるか！」

　速そつ攻こうで装備解除して裸に戻っていた。

　いやどの口が言ってんだ、そっちの方が十分怪しいわ！

　確か血ち糊のりや血文字があちこちに付いたような黒ローブで、周囲に怨霊が纏わり付つくようなエフェクト付きだが――

　これ着ててもまだホラー好きな人のコスプレかな？　で済むからな。

　言い訳不能のド変態よりはいいと思う！

「このようなものはありがた迷めい惑わくだ。私には不要ゆえ、君に差し上げよう」

　強ごう引いんに押し付けられた！




　血冥のローブ

　種類：鎧よろい　装備可能レベル：50　防ぼう御ぎよ力りよく：77

　装備可能ジョブ：ＡＬＬ




　特とく殊しゆ性能：全ステータス－１００　移動速度ダウン




　うっはシンプルにすげー呪われ系装備だな！

　あいつこれ着てたって事は、本来のスペックより大分弱くなってたんじゃないか――？

　ステータスが全部下がるって事はどんなシーンであれバトルには向かない。

　なら移動中に着るかと言うと、移動速度が下がるので着るのもめんどくさい感じだ。

　これは中々の問題児ですぞ。

　ぱっと見た感じ喜ぶのは、コレクター魂を持つアイテム厨だけだろうな。

　――ほむら先せん輩ぱいなら高く買ってくれるだろうか？

「はあ……？　貰もらってもあれですが、どうも――」

　取り敢えずアイテムボックスにポイしとくしかないわな……




　突入から29分が経過しました。後60秒後に強制排出となります。




　そうシステムメッセージが！

「あ、やばい！　先急ごう、ダッシュダッシュ！」

　俺達は慌てて、フロアの中央に現れていたワープ地点に飛び込んだ。

　そしてＢ11Ｆへと進む。

「お！　よっしゃセーブポイント発見」

　ワープを出た所にセーブポイントが配置されていた。

　また５層刻みでセーブできるっぽいな。よしよし。

　セーブを済ませて一息つくと、タイムアップで強制排出。

　目の前がぐわぐわんと歪ゆがみ、『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』の外に戻されたのだった。

　とりあえず今の所の攻こう略りやくメモとしては、５層おきにセーブポイントが設置されている。それから10層おきにボス戦がある。という感じか？

　この先もっと進んで行くと、そのパターンも変わって行くかもしれないが。

　ああ後重要な情報があるな。デスチャリオットはいいやつ！　と――メモメモ。

　それから早く内部のマップ構造について資料に残さないと、頭から抜けるな！

「よしエミリー！　マッピングだ！」

「オーケイ、蓮！」

　俺とエミリーはすぐに『ディールの魔ま卓たく』を取り出だしてマップの作製にかかる。

　ちゃんと持って来たぞ！

　今日はマックスの五回潜るつもりだから、速く資料化しておかないと忘れてしまう。

「えーとここはこうで――こうなってて……」

「あ、そっちはこうよね。それでこうで、こう――」

「君達たちは何をいきなり始めている？」

　シズクさんが不思議そうに聞いてくる。

「ああ、出てきたフロアの地図を残してます。後で見返すと役に立つかもしれないんで」

「何らかの法則とかが見つけられれば、攻略の役に立つの！」

　俺とエミリーの返事を聞くと、シズクさんは呆れ半分、感心半分という顔になる。

「それは――地味そうだが楽しいのか？」

「「はい！」」

「そうか。まるで研究者だな、確かに――そういう楽しみ方もあると言えばあるのか」

　シズクさんは納なつ得とく顔で頷うなずいている。

「シズクさんはどうでした？　ダンジョン探たん索さくは楽しめましたか？」

「ああ、なかなか面白い。こういう体験は新しん鮮せんだ。戦せん闘とうで派手に動き回れるのもいい。もう暫しばらく君達に付き合わせて貰おうかと思う」

「大歓迎っす！　人手足りてませんしね！」

　マップの作製を終えると、俺達は再びダンジョン探索に入る事にした。

　一日五回まで入れるわけだからな。今日は五回行くぜ！

　それから、ダンジョン探索と出てきたら即マップ作製を繰くり返してその日は終しゆう了りようした。




　そしてその後数日間、俺達はダンジョンアタックを繰り返した。

　やはりセーブポイントは５層おきにあって、ボスは10層おきに配置されていた。

　毎回必ずセーブポイントに到とう達たつできるわけではないが、そこそこの確率でセーブ成功して記録を伸のばして行く事が出来た。

　他のプレイヤー達の進行度も俺達と大差無いようで、まだ『レインボーガード』がゲットされたとの話は聞かなかった。

　そして俺達の記録がＢ50Ｆを超えた時だ――

　Ｂ51Ｆスタートで５層進み、Ｂ56Ｆでセーブポイント……と思いきや、セーブポイントが無かった。

　セーブ間かん隔かくが広くなったのだ――

　どうも、Ｂ51Ｆ以降は進行難易度が一段上昇するらしかった。

　更にガチで攻略して行かないとな！

　そろそろあきらも戻って来るし、俺達の本気を見せてやるぞ！







第６章　難敵







　早朝の水上コテージで――

　俺とエミリーは、難易度の上昇した『アーズワース海底遺跡群』のＢ51Ｆ以降の攻略について検討していた。

「うーん――今の所、出現するゲート開放条件について法則性は見られねーなぁ……」

　どの層でどの指令が出たかは完全に記録してあるのだが、そこに法則性は今の所見られなかった。

『空の裂さけ目め』でゴールデンバニーを乱獲した時みたいな、分かりやすいフラグが見えれば楽だったのだが――

　ちなみにゴールデンバニー乱獲方法は設定ミスだったらしく、後で修正されていた。

　まあ使いたいだけ使わせてもらったので、別に構わないが。

「そうねえ。多分、Ｂ51Ｆ以降は通常の『転移石』じゃなくて『上級転移石』や『超ちよう級きゆう転移石』で進むのが王道なんでしょうね。そのためにわざわざ『転移石』が複数種類あるのね」

「まぁそうなんだろうな――『上級転移石』は『転移石』の倍でタイムリミットが一時間になるから、進むべき階層も倍の10層になる感じかな」

「恐おそらくそんな所よね。『上級転移石』の入手先は限られているから、各パーティの進行速度は鈍くなるわね、きっと」

「ああ。屋台のミニゲームか、『アーズワース海底遺跡群』でとったアイテムとの交こう換かんだよな」

「ええ。屋台のミニゲームはハイスコアを出さなきゃならないし、貰える個数も一ゲームあたり一人一つ限定でしょ？　入手のハードルは結構高いわ。しかも一日に一個しか取れないし」

「けど、無いよりあった方が全然いいわな。俺とエミリーは全屋台で『上級転移石』は取ろうぜ。一日一個ずつな」

「そうね。まああたしと蓮れんならやれるでしょ！」

「おう！　で、それはそれとして、後の入手先はダンジョンに潜もぐって交換アイテムと引ひき換かえか――」

「『上級転移石』の交換アイテムを探すために『転移石』でダンジョンに潜るって事が増えそうね」

「実際、屋台でハイスコア出せない攻略班はそうするしかないよなー。意外と重要な意味を持つよなあ、屋台」

「そうね。『上級転移石』を取るためにダンジョンに潜るなんてタイムロスだもの。別口の供給ですべて賄えればそれが早いわ」

「問題はダンジョンが何層まであるかだよな……」

「そうよねー。そこは分からないから取れた分だけ『上級転移石』を突っ込むしかないんじゃない？」

「それか、ただの『転移石』で10層ぶち抜けるくらい攻略スピードを上げるかだよな」

「今のあたし達の構成と装備じゃあ、良くても７～８層が限度じゃないかしら？　かなりゲート開放条件に恵まれたとしてもね」

「今日からあきらが帰って来てくれるから、もうちょっと火力は上げられるはずだ。なんせあの人攻撃しねーからな」

　博愛主義者でベジタリアンだから、敵に攻撃しないらしい。

　どうやってレベル上げたんだというのが謎だが、まあ誰だれかのＰＴに寄生して経験値を頂いたんだろうな。

　あの人を寄生させてくれるＰＴがいる事が驚おどろきだが……

「まあそれが竜りゆう太た郎ろうのプレイスタイルだものね。何のロールプレイかは知らないけど、そういう楽しみ方もまたゲームだわ」

「んー何のロールプレイだろうな……はははは」

　露ろ出しゆつ狂きようのロールプレイに決まっているのだが、そんな事をわざわざエミリーに言うのも憚はばかられるのでお茶を濁しておいた。

「あたしにはできないから、あの自由さにはちょっと憧あこがれるわね。勿もち論ろんあの格好を真ま似ねしたいわけじゃないけど」

「あープロとして金貰ってる以上、それなりに結果がいるって事だよな？」

「うん、そうよね。トッププレイヤーの一角にはなっておかないとまずいわよね。あたし自身の名誉のためにもね」

「それはそれで大変そうだなぁ」

「何でもそうだろうけど、プロとして仕事にしてしまうと、それなりの大変さはあると思うわよ？　だけど自分で選んだことだし、充実もしてるわ。この異世界サーマルはバカンスだから、羽を伸ばさせて貰ってるけどね」

　と、エミリーはぐっと腕うでを上に持ち上げて背伸びをする。

　それからこてんと、俺に背を預けてもたれかかってくる。

「蓮も一いつ緒しよのチームでプロゲーマーやってくれたら頼もしいんだけどなー。本気で考えておいてね。あたしチームに蓮を紹介できるから」

「いやムリだ。俺英語出来ねえし」

「大丈夫よ。ウチは日本語出来るし――」

　などと他愛もない会話をしているところに――

「おはよ～う♪」

　猫なで声と共に、制服姿のあきらが俺達のいるソファーの対面に座すわった。

　声と笑え顔がおに反して荒っぽく腰こし掛かけたため、ぼすっ！　と大きな音がしていた。

　よく沈むソファーだなー……わーい……

「お、おう。おはようあきら」

「あら、おはようあきら！　久しぶりね！」

「うん、久しぶりだね。今日はよろしくね？　楽しみにしてたの」




　ゴゴゴゴゴゴゴ……！




　あ、やべえぇまた闇やみのオーラが見える！

　しかしエミリーは闇のオーラの無効化スキルを持っているので、平然としていた。

「あのね、あきら。あたしと蓮に嫉しつ妬とする必要なんてないわよ？　あたし達たち幼おさな馴な染じみだからこうなだけなんだから。それに――」

「何言ってるのかな？　わたしそんなこと思ってないよ？　平気だから気にしないで？」

　にこにこ笑顔なのだが、頑として聞く耳は持たないという姿勢。

　……うーむしかし、エミリーとあきらの相あい性しようが良くなさそうなのは、俺おれとしてはちょっと悲しいものがあるなあ。

　これから『アーズワース海底遺跡群』に攻略に行くんだが大丈夫かこれは……？

　というわけで、少々不安ながらも俺達は今日も『アーズワース海底遺跡群』へのお勤めに出向いた。

　今日のメンバーは俺、あきら、前まえ田ださん、矢や野のさん、エミリー、シズクさんだ。

　あきらは『アーズワース海底遺跡群』は初めてだし、お試ためしという事で通常の『転移石』で入って見た。

　お兄様からあきらにメンバーチェンジして10層ぶち抜けるか手応えを掴みたいというのもあるし、あわよくば『上級転移石』の交換アイテムが手に入ればいい。

　俺思うに、Ｂ51Ｆ以降の探索は『上級転移石』を使用するのが王道というか設計側の意図なんだろうが、その通りにやっていたら恐らく攻略レースには勝てない。

　他が『上級転移石』取りにタイムロスしている間に普ふ通つうの『転移石』でぶち抜いて行けてこそ、頭一つ抜け出すことが出来るのだ。

　勿論今ある『上級転移石』を投入するのは別に構わないのだが、『上級転移石』を集めるためだけにダンジョンに入るのは極力避けねばならない。

　マイベストフレンドさえ復帰すれば10層だってぶち抜ける……！

　――というわけにはいかなかった！

「「奥おう義ぎ――！」」

　あきらとエミリーが同時に奥義のモーションに入る。

「クロスクレセント！」

「赤き災厄レツド・デイザスター！」

　あきらの斬撃とエミリーの火柱。

　同時にそれがフリーズリザードに着弾！　フリーズリザードに止めを刺さした。

　――うん。オーバーキルですね！

　普通の『転移石』の30分制限で10層ぶち抜きを成功させようとすると、動きにはかなりの効率を要求される。

　貴重なＡＰアーツポイントをオーバーキルで無駄にしている余裕はない。

　それが結果的にタイムロスに繋つながってしまうのだ。

　あきらもエミリーもそれは分かっている。

　だがどうにも呼吸が合わないらしく、様々な行動がバッティングしてしまう。

　奥義やアーツのタイミングもそうだし、回復行動のタイミングや、移動方向までも。

「ああごめんあきら、被っちゃった」

「ううん、こっちこそ――」

　お互たがいわざとやってるわけじゃないだろうが、タイムロスが多くなってしまっている。

　これでは、お兄様がいた時とあまり変わらない――かもな。




　突入から30分が経過しました。強制排出となります。




　終了のシステムメッセージが来た。今の階層はＢ57Ｆだった。

　ちょっと厳しかったな。しかも『上級転移石』の交換アイテムが取れたわけでもない。

　一日五回までの『アーズワース海底遺跡群』への突入機会を、これで一回失ってしまった事になる。

「ああ。終わっちゃったわねえ――」

「30分だと大分時間が足りない感じだね」

「そうだなあ――ゲート開放条件の運は悪くなかったと思うんだが……」

「ふーむ……高たか代しろ君よ、30分では次のポイントまでは厳しいのではないか？　『上級転移石』を使った方がいいと思うのだが。何なら私があげた『超級転移石』でも構わんが」

「いや、『超級転移石』は流石さすがに勿もつ体たいないですよ。『上級転移石』は４つありますし、取り敢えず一個使っちゃいますか」

　その後屋台で増やしてるからな。

「そうね。いいと思うわ蓮」

「うん、蓮くんに任せるよ」

「おっけ～ですし！」

「そうね。進めるだけ進んだ方がいいかも」

　みんな異論無いようなので『上級転移石』を突っ込むことにする。




　本日二回目の突入は『上級転移石』で。

　流石に制限時間一時間あれば、多少あきらとエミリーの連携が悪くとも大丈夫だった。

　Ｂ51Ｆ～Ｂ60Ｆまで踏破し、Ｂ61Ｆにセーブポイント発見。

　やはりセーブ間隔が10層になっているな。そしてＢ60Ｆにはボスはいなかった。

「よしよし！　流石に『上級転移石』を使えば行けるな！」

「ねえ蓮、もう次も『上級転移石』で行っちゃいましょうよ！」

　エミリーがそう言い出し、他のみんなもＯＫと言ったので『上級転移石』を使ってしまう事にする。




　本日三回目の突入。Ｂ61Ｆ～Ｂ70Ｆまで、問題なし。

　Ｂ71Ｆでセーブ。ただしボスはいなかった。

　そろそろ次のボスがいてもよさそうだが――




　本日四回目の突入。Ｂ71Ｆ～Ｂ79Ｆまで攻略。ここまで順調。

　Ｂ80Ｆ――




　ピンポーン。

　ゲート開放条件、ボスモンスターを倒せ！




「ん――とうとう来たな、ボス！」

　残り時間はまだ15分ある！

　これなら余裕を持って戦える時間ではある。

『上級転移石』を突っ込んでるわけだし、負けるわけには行かん！

　今度のフィールドは、デスチャリオットがいた闘とう技ぎ場じようのようなフィールドではなく、いつもの四角い部屋の中に大量の植物が生い茂ったような状態だった。

　わざわざこうって事は、植物系のボスが出て来るって事なのか？

　その俺の予感は当たっていた。




　ズズズズズズ――




　足元が振動し始め、フロアの中央に巨きよ大だいな植物がそそり立ったのだ。

　真っ黒い色の花をつけた、巨大なバラの怪物だった。




　ハーデスローズ　レベル１２０　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




　デスチャリオットよりレベルが高いな！　より深い層だから当然か――

　何にせよ、倒させてもらうとしよう！

「へぇ――大きいわね。どんな攻こう撃げきをしてくるのか楽しみじゃない！　行くわね！」

　勇ましいエミリーが真っ先にハーデスローズに突っ込んで行く。

　盾役タンクの本能というか、敵がいたらまず真っ先に自分がターゲットを取りに行くのがいい盾役タンクである。

「様子見に一発衝しよう撃げき波は入れるね！」

「オッケー！」

　あきらの言葉に走りながらエミリーが頷く。

　直後、エミリーの『名乗り』が発動。

　一拍置いて、あきらの放ったスカイフォールの衝撃波が着弾。




　あきらの攻撃。ハーデスローズに１０２のダメージ！




　うん、ダメージは普通に入るようだ。

　そしてエミリーの『名乗り』が入っているので、ターゲットはエミリーになっている。

　はずなのだが――




　ギュエエエ！




　ハーデスローズはダメージを貰うと大げさに身をくねらせ、バラの花の中央から何か丸いものを周囲に飛ばした。




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




　うぉ何か出た!?

　巨大なハーデスローズ本体を小さくしたような、黒いバラが生まれた。

　それが茎の部分を足のようにモゾモゾ動かして――一いつ斉せいにあきらに迫せまった！

「え!?　こっち!?」

　あきらが驚く。確かにタゲはエミリーに行ったはずだ。俺にも意外だった。

　そして群がって来たブラックローズ軍団は、一斉に花から黒い霧きりを吹き出した。




　ブラックローズのブラックミストが発動。あきらに３３３のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。あきらに３３３のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。あきらに３３３のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。あきらに３３３のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。あきらに３３３のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。あきらに３３３のダメージ！

　あきらは力ちから尽つきた……




　ブラックローズ大量発生からの一斉ブラックミスト噴射で、あきらが撃げき沈ちんした！

「うげっ!?　マジか!?」

「しくしく――みんなぁ――ごめーん……！」

　浴衣ゆかた姿すがたのままぱったりと倒れるあきら。

　こいつはまずいぜ――！　いきなりマイベストフレンドが退場したぞ！

「どうなってるですし！　タゲはエミりんが取ってたのに！」

「きっとカウンターだわ！」

　エミリーがそう分ぶん析せきする。

　つまり、ハーデスローズが自分のターゲットの相手に能動的に仕し掛かける攻撃ではなく、仕掛けられた攻撃に対して反撃を飛ばしたに過ぎないという事だ。

　ヤツのターゲットをエミリーが持っているのは間ま違ちがいない。

　なのに敵のターゲットがあきらだったという事は、あきらのスカイフォールの衝撃波に対するカウンターがブラックローズ大召喚だったという事。

　カウンターでそんな技わざを使って来るとは、これはいい初見殺しだ――！

　現に引っかかって為す術なしだったからな――

　エミリーが『名乗り』を使った直後でなければ、あきらに群がるブラックローズのターゲットを持って行けたのだが……あのタイミングは『名乗り』の再使用時間リキヤスト待ち状態で手が出せなかったのだ。

　やはりどうも、あきらとエミリーの行動は上手うまく噛み合ってくれない。

　それがこんな所でも出たか――！

「とりあえず、本体には触ふれずにこいつらを倒しましょ！」

「ああそうしよう！」

　本体に手を出したら、またカウンターで種子を飛ばしてブラックローズ大量発生になってしまうからな。

　まずは安全確保して、カウンターの条件を見極めないと――

　スカイフォールの衝撃波は魔ま法ほう属性だから、魔法攻撃でああなるのか？

　ならばまずは、物理攻撃でカウンターが来るか調べてみたい。

　ここでエミリーが再び『名乗り』を使用。

　ブラックローズ六体のターゲットを取った。

　そしてエミリーに盾役タンクを任せつつ、ブラックローズを一体一体処理して行く。強さ的には『アーズワース海底遺跡群』の一いつ般ぱんザコモンスターと同じくらいか。

　ただし、出現と同時にブラックミストを吐はいて来るのが厄介だな。

　あの集中攻撃を貰うと、ＨＰが高いジョブでないとあきらのように即そく死ししてしまう。

　エミリーの重騎士や、馬ば鹿かみたいにＶＩＴ耐久極振りのロマン砲ほうなら耐えきれるのだが――

　ブラックミスト自体は恐らく魔法属性の攻撃なので、魔ま法ほう耐たい性せいを上げればもっとダメージは減らせそうには見える。

　いずれにせよカウンター種子飛ばしからのブラックミスト大量放射が待っている状じよう況きようでは、エミリーの『名乗り』が使用可能な状態でないと攻撃を加えるのは危険だ。

　俺もＨＰだけなら素で耐えきれそうなものだが、奥義と同時にほぼＨＰは空になっているので、やはりエミリーにブラックローズのタゲを取って貰わないとすぐ死ぬだろう。

「蓮！　次は物理攻撃を試す!?」

　ブラックローズに攻撃を加えつつ、エミリーが言う。

　さすがエミリーは俺と似たようなことを考えているな。

「ああそうしよう！」

「蓮の奥義を撃っておく!?　奥義ならカウンターなしとかあるかも！」

「了りよう解かい！　それで行く！」

　打ち合わせつつ、俺達はブラックローズの数を減らしていく。

　俺も『エレメンタルサークル』からの追加攻撃を使って削けずりに参加する。

　今回のサークルの色は黄色。土属性だった。

　そうやって削っている間、ハーデスローズは何もしてこなかった。

　残りのブラックローズは一体。

　これは――カウンターで種子飛ばしだけをする機械って感じか？

　カウンターオンリーのボスもたまにＲＰＧにはいるよな。

　なんて思っていると――




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




　ちょ――!?　攻撃してないのに種子を吐くなよ！

「こいつ――攻撃してなくてもブラックローズを呼んでくるのか！」

　カウンターで種子を吐き、何もしなくても種子を吐く。

　馬鹿みたいに種子を吐く一辺倒だが、これは面めん倒どうだぞ――！

「――！　今度はあたしね！」

　新しく生まれたブラックローズはエミリーに向かって群がって行った。

　これはカウンターではなくハーデスローズ本体のタゲ通りって事か？

　本体のヘイトは『名乗り』を叩たたき込んだエミリーが一番持ってるからな。

「――マジックバリア！」

　前田さんが補助魔法を発動。

　味方一体に魔法ダメージをカットするバリアを張る魔法だ。

　効果時間が30秒と短く、対象も一人だけだが効果時間中は魔法ダメージを半分カットしてくれる。

　効果時間が短いので、使いどころを見極めてドンピシャで使う事が求められる魔法なのだが、タイミングばっちりです！　ナイス前田さん！




　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１６１のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１６１のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１６１のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１６１のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１６１のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１６１のダメージ！




　うん、このダメージならエミリーは全然沈しずまんぞ！　余裕で生き残る！

「エクス・ヒール！」

　続いて前田さんの回復魔法がエミリーに飛ぶ。

　すると、ブラックローズ達の頭が前田さんの方を向く。

　回復ヘイトで前田さんがターゲットを取ったって事だな。

　しかし――

「そっちには行かないでよね！」

　すかさずエミリーが『名乗り』でターゲットを取り返す。

　よしよしナイスナイス！　ここは噛み合うんだよな、ちゃんと。

「奥義『ハイド・ライジングブラスト』！」

「奥義『昇竜三華閃』！」

　矢野さんとシズクさんが生まれて来たブラックローズに奥義を叩き込んで沈めて行く。

　カウンターで生まれた奴やつ等らも、後から本体が自分で出した奴等も処理完了！

「よっしゃ本体だけになった！」

「今よ！　蓮！」

「おう、一発ぶちかます！」

　俺はハーデスローズ本体に突とつ進しん。

　大範はん囲いのディインテサークルを発動してＭＰを空にしておく。

　ＩＮＴ知性を下げるサークルだが、何故なぜこれにしたかというと、カウンターでブラックローズが生まれてブラックミストを吐いて来た時のダメージを軽減するためだ。

　魔法ダメージの攻撃だから、ＩＮＴ知性を下げれば威い力りよくも下がるだろう。

「行けえぇぇっ！　奥義『デッドエンド』ーーー！」




　ズシャアアアアアアアァァッ！




　紫むらさき色に輝かがやく斬撃が、ハーデスローズ本体を斬り裂く！







[image: ]







　朱雀すざく一いつ閃せんは炎ほのお属性でもあるから、魔法ダメージと見做される恐れもある。

　なので、紛れもなく物理オンリーダメージのこいつで！




　蓮のデッドエンドが発動。ハーデスローズに４９４４のダメージ！




　うむ！　ダメージ入った！

　ここで敵のＨＰバーに注目しておく。どのくらいゲージが減ったか!?

　――六分の一くらいか!?

　つまり奴やつの最大ＨＰは大体３００００前後という事になる。

　なるほどな――決してそこまで多くはない。

　あきらはやられてしまっているが、ブラックローズの処理さえできればどうにかこうにか――




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




「うげっ!?　物理攻撃でもカウンターか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　任せて！」

　エミリーが名乗りを発動し、ブラックローズのタゲを持って行ってくれる。

　が――




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




「何ぃ!?　連打か!?」

「タイミングが悪かったわね……！」

　二発目は通常行動の種子飛ばしか!?

　ハーデスローズはカウンターでも種を飛ばすし、通常行動でも種を飛ばす。

　カウンターの種飛ばしの直後に、通常行動の種飛ばしが来たという事だ。

　一斉に十二体のブラックローズがその場に現れた事になる。

「くっ――なら！　赤き災厄レツド・デイザスター！」




　ズゴオオオオォォォォッ！




　エミリーが赤き災厄レツド・デイザスターでブラックローズ達たちを全部巻き込み、強ごう引いんにタゲを持って行く！

　だが一いち撃げきで落ちるほどブラックローズのＨＰも低くはない。

　恐怖のブラックミスト十二連発が――!?

「――マジックバリア！」

　前田さん的確！　ディインテサークルもあるし、これなら何とか耐えるか――!?




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




「!?」

　さらに六体追加!?

　ああそうだ、エミリーの赤き災厄レツド・デイザスターは広範囲だ。

　ハーデスローズの本体まで巻き込んだのだ。

　それでカウンターが――！




　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　ブラックローズのブラックミストが発動。エミリーに１４８のダメージ！

　エミリーは力尽きた……




　さすがに、ブラックミスト十八連発はどうしようもないぞ！

「さ、さすがにこれはムリだわ……ゴメン――！」

　エミリーがその場に倒れ伏す。

　これは仕方がない――！　しかしなんちゅう繁殖力なんだこいつ！

　普通こう、同時に出てくる雑魚ざこの数は何体までとかあるだろうに――

　いや、あるのかも知れないが少なくとも同時に十八体まで出せるとはとんでもないぞ。

　しかも恐おそろしい事に――




　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！

　ハーデスローズのＨＰが１４８回復した！




　十八連発の回復ログが！




「うぉ回復した!?」

　こいつ、生み出したブラックローズが与あたえたダメージ分回復するのか!?

　ちょっと待てどうすんだよこいつ！

　単にカウンターでブラックローズを呼び出すだけなら、まだこう大ダメージを一発入れる⇒ブラックローズ処理⇒大ダメージ一発⇒ブラックローズ処理みたいなループで何とかなりそうだが、こいつはそれだけではない。

　その間にカウンターだけじゃなく、本体がブラックローズを呼び出すのだ。

　そしてそいつらが稼いだダメージが本体のＨＰになるわけだ。

　これは３万削り切るのが至難の業だぞ――！

　下手に集中攻撃しても手数の分だけカウンターが来るわけだし――

　今みたいに十八体もブラックローズが溜まれば、重騎士ですら即死するわけで。

　となると、もしそれがあればだが、何かブラックローズの呼び出しを封じる方法を発見するか――あるいはブラックローズのトータルな出現数に上限がある事を信じて、狩かりまくるとか――

　しかし忘れてはいけないのは、ここはいくらでも時間をかけていい通常エリアの戦せん闘とうではなく、時間制限付きの『アーズワース海底遺い跡せき群ぐん』であるという事。

　時間をかけ過ぎると、タイムアップでバトル中に強制排はい出しゆつになってしまう。

　時間切れは相手側の勝利なのだ。ヤツの性能と、この場の立地――

　トータルで考えて、こいつは中々の強敵だぞ……！

　というようなことを瞬しゆん間かん的に考える俺に――




　ボゴッ！




　ブラックローズの攻撃。蓮に31のダメージ！

　蓮は力尽きた……

　ハーデスローズのＨＰが31回復した！




「ぐふぅ……！」

　エミリーを倒たおした十八体が一斉に俺に群がって来たのだ。

　全部ガードはさすがに無理で、奥義後だったのでＨＰは１ミリ。

　イコール即死です本当にありがとうございます。

　そして、残った矢野さん前田さんシズクさんにも、十八体になったブラックローズ軍団はどうすることも――




　ハーデスローズは種子を飛ばした！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！

　ブラックローズが生み出された！




　あ、いや二十四体でした！

　こいつ増え過ぎだろ！　増えるワ〇メかよいい加減にしろ！

　とにかく三人では、ブラックローズ軍団の処理が追い付かず――

「あーもうダメですし！」

「し、仕方ない――わよね……？」

「うぬぅ――多勢に無勢だな……！」

　うーむ、『アーズワース海底遺跡群』で二度目の全ぜん滅めつ……







第７章　衝撃！　そして――







　俺おれ達たちは水上コテージに強制送還されて復活した。

「……うーむ全滅したぞ！」

「そうねえ――なかなかパンチの効いたボスだったわね」

「ごめんねえ、わたし真っ先にやられちゃって……」

　あきらがしゅんとしていた。

「いやあ、ありゃしょうがねえよ。初見じゃ厳しいぜあれは」

「初見じゃなくても厳しいけどね――今までのボスとは明らかに難易度が違ちがうわ」

　と、エミリーが表情を引き締しめる。

「ああ確かに。何と言うか――ガチで殺しに来た感があったよな」

「うん、そうよね。恐らくあいつの攻こう略りやくが『レインボーガード』の獲かく得とく競争の行方を左右するわね。それくらいの奴だわ」

　エミリーの言う通りだと思う。

　あいつはプレイヤー達に順位付けをするためのふるいの役割だな。

　それだけに鬼おに難易度になっております――ってわけだ。

「蓮れんくんエミリーちゃん、何か対策は――？」

「対策なあ……今の所無いな」

「――そうね、もっと情報が必要だわ」

「ああ。だがそれだけに――」

「ええ――」

「「燃えて来たっ！」」

　最後に俺おれとエミリーの台詞が被った。

「あははははっ。二人とも同じ事考えてるんだね――ちょっと羨ましいなあ」

　と、あきらは少し寂しそうに笑った。

　そこに――

「ん？　表から何か声がするな――」

　確かにシズクさんの言う通り、水上コテージの入り口の辺りから声が。

　誰だれか来たのだろうか――？

「あ、俺見てきますよ」

　俺が水上コテージの入り口の様子を見に行くと、そこには俺より少し上位の金きん髪ぱつのお兄ちゃんがいた。

　おお外国人だ！　いやしかし、こいつどこかで見た事があるような――？

「エクスキューズミー――……――エミリー…………プリーズ」

　何か言ってるが、エクスキューズミーとエミリーとプリーズしか聞き取れなかった！

　うーん、英語は苦手だ。特にリスニングが苦手だ！　典型的日本人ですね。

　勉強で読み書きは出来るようになるかも知れんが、喋れんという――

　エミリーは日本語喋ってくれるから、昔からそれに甘あまえて来た結果だなあ。

「ぷりーずすぴーくもあすろーりー！」

　迷いなく俺がそう答えると、向こうはやれやれと首を振ふってから――

「すまない。エミリーがここにいると聞いているんだが――いるかい？」

「おおっ!?　日本語喋れるのかよ！」

「エミリーは親日家だからね。覚えさせられたのさ」

「あんたがルーカスか？　どこかで見た事あると思ってたんだ。エミリーからの手紙に付いてた写真で見たんだよ」

「君が蓮だろ？　エミリーから話は聞いてるよ、彼かの女じよが世話になってるそうだね。どうもありがとう」

　向こうから手を差し出され、俺達は握あく手しゆをする。

　日米友好！　いい事ですな。

「いやいや、こっちこそ。取り敢えずエミリーは奥おくにいるから、入ってくれよ」

　という事で俺はルーカスを伴って水上コテージの中に戻もどった。

　エミリー達は先さき程ほどと変わらず、リビングで座すわっていた。

　彼女を見つけると、ルーカスが声を上げる。

「エミリー！」

「あれ？　ルーカス？　どうかしたの？」

「迎えに来たよ。すぐに俺達の所に戻ってくれ」

　しかしこのアメリカ人二人が日本語で会話してるのは、俺達にも聞いて分かるようにしてくれてるんだよな。うーん親切だ。

「え～どうして？　せっかく楽しく遊んでたのに！」

　エミリーは少々不満そうだった。

「遊びじゃなくなったからさ。学園は俺達に『アーズワース海底遺跡群』を一番にクリアする動画を撮って欲ほしいそうだよ。彼かれ等らはスポンサーだからな、プロとしてそのオーダーには応じる必要がある」

　うん、このルーカスもあっちのプロゲーマーなんだよな。

　エミリーと同じような立場だ。所属するプロゲーマーのチームも一いつ緒しよらしい。

　それに――

「うーん……どうしても帰らなきゃダメ？」

「ああダメだ。Ｂ80Ｆのボスはとんでもない強さだって知ってるかい？」

「――ええさっき見て来たわ」

「あれをクリアするには、俺達が本気でやらなきゃムリさ。君の力がいるんだ」

「う～ん……そっかあ――しょうがないか……でも蓮達たちに悪いわね」

「大丈夫だろ。君がいてもいなくても結果は変わらないと思うよ？　紋もん章しよう術師にソードダンサーに空賊に学者――そんなＰＴと一緒じゃあいくらエミリーが頑がん張ばってもハーデスローズは倒せないよ。もっと真剣に突つき詰めないとな」

　そう言うルーカスに、エミリーは子供を叱るような口調になる。

「ルーカスぅ？　そんな事言ったら蓮達に失礼じゃないの。あたしを無礼者のお嫁さんにしないでちょうだい」

　うん。そうなんだよな。

　エミリーからの手紙で知ってたぞ俺は。

　アメリカって親の承諾があれば、16歳でも結婚できるからな。

　州によっちゃあ、もっと下でもＯＫな所もあるらしい。

　エミリーはそっちの世界じゃあアイドル的人気があるみたいなので、公には明らかにしていないそうだが――

　自分でそう発言するって事は、ここにいる面子には知られても構わないという事なんだろう。

「「「ええええぇぇぇぇっ!?　お嫁さん!?」」」

　あきら、前まえ田ださん、矢や野のさんが吃驚びつくりして声を上げていた。

　シズクさんも驚おどろきはしたのか目を見開いている。

「ええと、じゃあ――」

「エミりんって……」

「こう見えて――」

「「「結婚してるの!?」」」

　また三人ハモったな。

「そうよ？　やっぱアスリートは早く身を固めて競技に専念すべきだと思うし！　プロゲーマーもアスリートだから！」

　と、エミリーは確信を持って断言していた。

「あ、でもまだ公表してないから、内ない緒しよにしててね？」

　こくこくこくこく。

　驚きで言葉が出てこない三人が、ただただ頷うなずいていた。

「ほらルーカス、蓮たちに謝って。失礼な事言ってごめんって、じゃないと今日から一緒に寝てあげないから」

「あ、ああ――悪かった。言い過ぎたみたいだ。エミリーを取られたようで、少し嫉妬していたのかもしれない」

　ルーカスがそう言うと、エミリーは悪戯いたずらっぽい笑えみでルーカスの腕うでを取っていた。

「あら？　あたしちゃんとあなたの事愛してるつもりなのに、伝わってないのかしら？」

「いや、そういうわけじゃないさ――」

「じゃあどういうわけなのかな？」

「いや、うーん……すまない、俺の器が小さいんだよな」

　まあまあ、これ以上は夫婦の事なんでお任せして――と。

「まあまあ、全然いいぜ。むしろダメそうって思われてないとつまらんからな。ダメそうなやつが輝くのがいいんだよ！　ジャイアントキリングだ！」

「あははっ。さすが蓮よね、そういうところ」

「エミリーが言っていた通りの変わり者みたいだな――だが謝りはするが、攻略は譲らないからな。こっちもプロゲーマーとして負けられないんだ」

「ああ。じゃないとつまらねーし！　ガチで行こう、ガチで！」

「じゃあ仕方ないし、あたし帰るわね？　楽しかったわ、ありがとう蓮、みんな」

　エミリーはひらひらと手を振って、ルーカスと共に水上コテージを出て行こうとする。

　その背中に、あきらが声をかけていた。

「エミリーちゃん！　待って！」

「ん？　どうしたの、あきら？」

　あきらはがばっと頭を下げる。

「あの――ごめんなさいっ！　わたしエミリーちゃんに態度悪かったと思う……！　だから――！」

「全然いいわよ？　次に組む時はもっと仲良くしてね？　その方が楽しいから！」

　さっぱりとした明るい笑え顔がおのエミリーだった。

「う、うん……！　楽しみにしてるね！」







[image: ]







「蓮をよろしくね？　あきら。でも攻略は負けないから！　本気で勝つわ、あたしは！」

「わたしだって負けないから！　『レインボーガード』欲しいし！」

　あきらとエミリーは、お互たがいに笑顔を交かわしていた。

　美しい友情の光景ってやつだな！　たぶん！




　　◆◇◆




　という事でエミリーがルーカスの所のＰＴに帰ってしまったし、とりあえず今日の『アーズワース海底遺跡群』はお開きという事になった。

　まあ既すでに四回潜もぐって残り一回だしな。ココールなり赤あか羽ばねさんなり片かた岡おかなりが現れたらもう一回行ってもいいが――

　とはいえ『上級転移石』は残り一つで『超ちよう級きゆう転移石』も残り一つ。

　これを迂闊にぶち込んでも、ハーデスローズの攻こう略りやく法ほうをどうにかしないと、無む駄だになるしなあ――

　ハーデスローズの攻略法を見出すには、もっと色んな戦い方を試ためしてみて、探っていくしかない。

　それには試行回数が欲しい所だが、『上級転移石』をぶち込まないとそこまで辿たどり着つくのも厳しいんだよな。

　となると、まずやるべきは『上級転移石』を探しつつも普ふ通つうの『転移石』で10層ぶち抜ぬいてハーデスローズと戦えるように、道中の攻略速度のスピードアップを図っていくしかないか――？

　エミリーは道中でも安定して貢献してくれてたからなあ。

　道中のスピードを上げるなら、あれだ。

　俺のジョブを変えるのが一番早かったりしてな――フフフフ。

『エレメンタルサークル』ごときでは、道中のエミリーの重じゆう騎き士しの貢献度には全く及ばんからな。

　だがジョブチェンジは絶対に拒否する！　俺はダメジョブマイスターなので、ダメジョブを使っていないと死ぬのだ！

　何とかしてやる何とかしてやる何とかしてやる――

　という思いを込めて、俺は検証に精を出していた。

　最近ハマっている『エレメンタルサークル』の確率検証である。

　まだまだ試行回数を増やさないと偶然に左右されるからな。

　前田さんと矢野さんは、また水着に着替えてジェットスキーで水上コテージの周りを走り回っていた。

　シズクさんはビーチチェアに横になってのんびりしている。

　あきらはリビングで検証作業中の俺の所にやって来て、ソファーの隣となりに座っていた。

　ただ、いつものようにニコニコしているわけではなく、ばつが悪そうにしていた。

「行くぞリュー！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！　『エレメンタルサークル』！」

「きゅ～。あおしろきいろみどりみずいろ～」

「うむ。氷光土風水っと……光出たな光」

　黒と白の闇やみサークルと光サークルは発動率２～５％程度で他よりレアなので、出るとちょっと得した気分になれる。

「はあぁぁ～……」

　とあきらが大きなため息をついていた。

「？　どうしたんだよ？　さっきから変だぞ」

「うん……あぁぁ～～わたし、変な勘かん違ちがいしてあんな態度して――ほんとにごめんね？」

「いや、全然気にしてねえよ。という事で『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』」

「きゅきゅ～。むらさきあかみどりきいろみどり～」

「雷火風土風――」

「でも自分が恥はずかしいよぉ～。あんな感じになっちゃうんだ、わたしって感じで――って何やってるの蓮くん!?　その怪あやしい装備何!?」

　俺はデスチャリオットから支給された血冥のローブを着ていたのだった。

　装備を色々変える事によるサークルの発動確率の変化を検証したいのだ。

　血染めのスプラッタ感と怨おん霊りようエフェクトのホラー感が豪ごう華かですね！

「いや、デスチャリオットってボスが、お兄様が裸はだかなのを憐あわれんでコレくれたんだよ」

「はぁ？　あははははっ！　何それーー？　そんな事あるの!?」

　あ、ウケてくれた。うんうん、あきらは笑顔なのが一番だよな。

「そうとしか思えなかったからな。死に際に無理やりお兄様にコレ着せて散って行ったんだよ。意外といい奴だった。ってわけで『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』」

「きゅ～。くろあおくろみどりくろ～」

「闇氷闇風闇――まま、あれだ。立場が逆なら俺も、おのれマイベストフレンドを、ぐぬぬ……！　ってなってた気もするし、もう気にすんなよな？　夏休みを楽しもうぜ！」

「蓮くん――ありがと。あのね、わたしね――その……でも――」

　何か言いたそうなあきら。心なしか頬がほんのり桜色だ。

　もじもじする様子が見た事のない感じで、とても可愛らしかった。

　そして、俺はそこでようやく気が付いた――めちゃくちゃ重要な事に！

「何いぃぃぃぃっ!?　そ、それはあぁぁぁぁぁぁっ!?」

「え？　な、なに……？　あ、わたしの考えてる事分かっちゃった……？　わ、分かりやす過ぎかな、わたし――」

「五分の三闇サークル出てるじゃねーか！　コレ偶然じゃ殆ほとんどありえねーだろ！　五回中三回５％が発動するとか！　よしもう一回だ！　『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』！」

「きゅ～。みずいろみどりあかむらさきくろ～」

「水風火雷闇！　『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』『エレメンタルサークル』！」

「きゅきゅきゅ～。あかあおくろみどりくろ～」

「火氷闇風闇！　キ、キターーーーーーー！　これはキタぞ！　闇サークルの確率アップしてる！」

　つまり血冥のローブに闇サークルの確率を引き上げる隠し効果があるという事！

　というより、『エレメンタルサークル』の各属性の発動確率は、その時の装備属性によって変化する仕様だという事だな。

　で、血冥のローブに関しては闇属性が引き上がると――

　闇サークルには一時的なＨＰブースト効果がある。

　そして俺の奥おう義ぎのベースになる暗器アーツ『抜ばつ刀とう術』はＨＰが少ない程ほどダメージがアップする仕様。

　そして最大ＨＰが高い程、ＨＰ１時の威い力りよくも上がる。

　つまり、ＨＰブースト効果は奥義のダメージアップに繋つながるという事！　ロマン砲ほうのロマンが増すのだ！

　闇サークルが狙ねらって出せるなら――

　更さらにロマンを増したロマン砲によって、ハーデスローズ攻略の可能性が出て来るか!?

「っしゃあぁっ！　なああきら、今から『アーズワース海底遺跡群』今日最後の一回行こうぜ！　デスチャリオット先生に会いたいんだ！」

「…………」

　しかしマイベストフレンドは、呆あきれたような怒ったような、とんでもなく冷めた視線を俺に向けて来た。

「……あれ？　どうかしたか？」

「はあぁぁぁぁ～～……まあ蓮くんはこうだよね。そうだよね――」

「えーと？　何かごめんなさい……？」

「あ、ううん。いいんだよ、気にしなくて。じゃあ行こっか！　付き合うね！」

　あきらは見慣れたにこにこ笑顔でそう言った。







番外編　友情召喚『赤羽希美』！







　俺達は本日ラスト一回の『アーズワース海底遺跡群』に潜りに行くため、再び水上コテージを出る事にした。

「けど五人ですし。一人足りないけどいいの？」

　と矢や野のさんが言う。エミリーが帰ってしまったからな。

　けどまあ、今は特に問題はない。

「ああ、調査だから別に五人で十分だ」

「あ、わたし呼んでみようか？　多分、今なら空いてるんじゃないかな～」

　と、あきらが言う。

「ん？　誰をだ？」

「希美さん」

「ああ――そんなに気軽に呼べるようになったのか？」

「うん。蓮れんくんのおかげでね」

「じゃあ、頼たのむか」

「おっけ～♪」

　しかしその会話を、シズクさんが聞きとがめていた。

「待て、それは赤羽竜りゆう三ぞうの孫まご娘むすめの希美嬢の事かな？」

「はい。そうですよ」

「しかし、君は青あお柳やぎ家のご令嬢だろう。赤羽家と青柳家の仲の悪さは、その筋では有名なはずだが……？」

「家は家、わたし達たちはわたし達ですから。同じゲームを楽しんでるんですから趣しゆ味みは合うわけだし、分かり合えないわけはないです」

　あきらは笑顔でそう言い切っていた。

「ふぅむ――なるほどな……君は少し大人になったようだな」

「え……？　どういう事ですか？」

「ああいや何でもない。忘れてくれ」

　コホン、シズクさんが咳払いする。

「じゃあ蓮くん、希美さん呼んでみるね～」

「ああ。じゃあちょっと待ってよう」

　何かもう、友情召喚『赤羽希美』！　って感じだなあ。

　困ったら赤羽さんに手伝い頼むのが常態化してきてる気もするが――

　結構頻ひん繁ぱんにうちのギルドに出入りしてるから、悪魔の仕業デモンズ・クラフトに普通に入って貰もらえばいいかも知れない。

　けどお兄様のギルドもあるから難しいか？

　ともあれあきらが連れん絡らくをすると、暫しばらくして赤羽さんが水上コテージにやって来た。

「よくもまあ、このわたくしをこんなに気安く呼びつけて下さるものですわ。来て差し上げましたわよ、感謝なさいませ」

　と言いつつ、頼たよられて嬉うれしいオーラをぷんぷんさせている赤羽さんだった。

　うーん、今日もツンデレしてるなあ。

「ごめんなさーい。希美さん、呼びつけちゃって」

「まあ構いませんわ、退たい屈くつしていましたし――で、例のエミリーさんはどこです？　わたくしが一言ガツンと物申して差し上げますわ」

「あ、違うんです。エミリーちゃんはもう帰って――」

「え？　そうですの？」

「ああ。旦那が迎えに来たからな」

「え？　旦那とは……？」

「いや、エミリー結婚してるから――その旦那さんが」

「えええぇぇぇぇっ!?　ちょっと話が違いますわよ！　あんなに深刻そうに、下手をすれば闇落ちしかけていましたのに――！」

「ちょ、ちょっと希美さん……！　それはもういいですから――！」

「一体何の話を……？」

「ううん、何でもない何でもないよ！」

「そ、そうですわね！　何でもありませんわ！」

　あきらと赤羽さんが揃そろってわたわたと首を振っている。

「……まあいいけど――とりあえず『アーズワース海底遺跡群』ってダンジョンに潜りたいんだが、人数足りなくてさ。それで空いてたら来てもらおうと」

「ああ、なるほど。そうですか――構いませんわ。『アーズワース海底遺跡群』はお兄様も楽しかったと申されておりましたし……」

「しかし――君達兄妹きようだいは格好に問題を抱かかえ過ぎではないか？　兄よりは遥かにマシだが、そのような卑ひ猥わいな格好をまだ学生の娘がしているのは感心しないぞ」

　と、シズクさんが赤羽さんの格好を見て言った。

　普通のソードダンサー装備なんだが――確かに露ろ出しゆつ度どは高いのだが、ソードダンサーはこれが平常運転である。俺はいいと思うんだけどな。

　ただ、しっかりした大人のシズクさんにはちょっとアレなのかもしれない。

「別にわたくしは構いませんわ。見られて恥ずかしいものなど持っておりませんので」

　まあ、赤羽さんもあきらに負けず劣らずだからな。

　キレイ系と可愛かわいい系の系統の違いはあるが――

「いや、そういう問題では無いと思うのだが……女性としての慎つつしみの問題でな」

　それを聞いたあきらが、俺に耳打ちしてくる。

「何か、シズクさんがいる時はずっと浴衣ゆかたの方がいいかもね」

「ああそうだなあ。わざわざ波風立てるのもな」

　と、俺達は頷き合った。

　その後、あきらはニコッと笑いながら赤羽さんに提案する。

「シズクさんが気になるんだったら――じゃあ希美さんも着替えますか？　まだ浴衣がありますよ、これ性能もいいんですよ」

「まあ、そう仰るならそういたしましょうか」

　そして、赤羽さんも浴衣に着替えて――

「よし！　じゃあ『アーズワース海底遺跡群』に行くか！」

　再び入り口に向かい、アニメ声のライオンヘッドに『転移石』を食わせる。

　今回はＢ６Ｆにワープだ。

　デスチャリオット先生狙いで行くぞ――！

　が！




　じゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅるじゅる！




　モンスターハウスだ！

　どうやらこの階層にはモンスターが大発生しているようだ！




「「「「「「うぎゃーーーーー!?」」」」」」




　せっかく友情召喚したのにそれかこの野郎！

　クソゲーかよ運が悪いぜ！

　友情召喚『赤羽希美』は無駄打ちでしたごめんなさい！







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　ＶＲＭＭＯ学園で楽しい魔改造のススメの５巻になります。

　夏休み編という事で、海でリゾートでお祭りで浴衣ゆかたで――

　と、色々詰め込んだ内容になりました！

　実は本巻に関しては、原稿が完成するかなり前の段階から「今回は夏休みでゲーム内で浴衣が出て来るので、表紙はあきらちゃんの浴衣姿にしましょう！」と編集様に宣言して書いていたのですが――

　終わってみれば、ちゃんと表紙に内容を合わせられたかな、と安あん堵どしています。

　自作品の５巻目を書くのは初めてなのですが、ここまで続くとネタを考えるのに苦労して、無理やり捻ひねり出して――なんて事は無く、楽しんで書くことが出来ました。

　元々ラノベ作家になる前はバリバリのネトゲ廃はい人じんをやっていましたので、ネトゲの話のネタならいくらでも湧いて来るぜ！　って感じで、書いていると勝手にキャラが動いて話を作ってくれる感じがします。

　本当にあの時は、会社員をしながら自由になる時間を全て投入してネトゲをやっていましたので、兼けん業ぎようラノベ作家にクラスチェンジした今よりも睡眠時間が短かったです。

　今年は本業の方は変わりませんが、ラノベ作家のお仕事は例年より多くさせて貰っており、結構忙しいです。

　でもあの時に比べれば――と思いつつコツコツ執筆を続けられています。

　頚けい椎つい症しようで首や肩が辛いのも多少改善して来て、ちょっとだけ楽になって来ました。

　３万円くらいするいい椅子を買ったのが良かったのかも知れません。

　今年から自分の部屋にエアコンも入れましたし、執筆に関する作業環境がちょっとずつ良くなって来た感があります。

　引き続き頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします！

　最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いた晃あき田たヒカ様、並びに関係各位の皆様、多大なるご尽じん力りよくをありがとうございます。

　浴衣のイラスト最高でした！　次はデスチャリオット先生装備をお願いします！

　それでは、また。
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